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令和３年度南部圏域課題解決プラン

実施結果及び評価（案）



        



【プラン１】すべての命を守り・つなぐソフト対策の推進

プラン評価（事務局案） 要注視

事務局所見

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　 「迎え撃つ！防災減災県南プログラム」に基づき，市町との指揮機関訓練の実施などにより防災関係機関との連携強
化を図るとともに，「とくしま－０(ゼロ)作戦」防災出前講座・「まなぼうさい教室」等や，防災旬間事業における避難所開
設運営訓練の実施などにより地域住民への防災教育・啓発に取り組んだことで，地域防災力の強化が図られ，デジタル
社会や新型コロナウイルス感染症などの，新たな課題への対応が必要となったことから，「深化する！防災減災県南プ
ログラム」として見直しを行った。
　 要配慮者支援対策としては，個別避難計画策定支援のための対策会議や研修会の開催により，災害発生時における
要配慮者の円滑な避難に対する理解が深まった。
　 災害医療力強化に関しては，医療救護活動訓練等への参加・支援を行うことにより，災害時医療救護体制の向上が
図られた。
　 また，山地に起因する災害から地域住民の生命及び財産を守るため，災害情報を収集する山地防災ヘルパ－を新た
に３名追加し，災害危険箇所などの調査・点検パトロールを実施した。
　 さらに，水位周知河川（６河川）においては，策定した「洪水浸水想定区域図」，「洪水タイムライン」の周知に努めると
ともに，「ファミリータイムライン作成」勉強会を開催することにより，住民の避難意識の醸成が図られた。
　「河川監視カメラ」を６箇所設置したことにより，河川の水位監視体制の強化が図られたとともに，洪水時の切迫感ある
映像提供により，住民の避難行動を促すことに寄与した。

１　強靱・安心を実現する地域づくり

(1) 強く・しなやかな地域社会の構築

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　地域防災を担う人材の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　関係機関との連携・協働による防災訓練等の実施
ウ　災害に備えた応援体制の充実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　災害時を見据えた健康な地域づくり
オ　要配慮者支援対策の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　災害医療力の強化
キ　山地災害の危険性の高い地域の調査や点検の実施　　　　　　　　　　　ク　効果的な住民避難に繋げる「洪水浸水想定区域図」の活用
ケ　水位周知河川の「洪水タイムライン」の活用　　　　　　　            コ　ファミリータイムラインの作成
サ　避難行動促進のための水位情報や河川情報の発信　　　　　　　　　　　シ　土砂災害警戒区域に関する情報の周知
ス　地域におけるきめ細やかな雨量情報を提供                            セ　ＢＣＰ（事業継続計画）の策定・実践力向上
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主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

40回以上 40回以上 40回以上 40回以上

53回 40回 44回

2市町 2市町 2市町 2市町

2市町 ２市町 1市

60箇所 60箇所 60箇所 60箇所

72箇所 84箇所 76箇所

４１人 43人 45人 45人

４１人 43人 46人

6河川 － － －

6河川 － －

6河川 － － －

６河川 － －

１地区 ３地区 ５地区 －

１地区 3地区 ５地区

9箇所 １８箇所 － －

9箇所 １８箇所 －

100% － － －

100% － －

－ － 6箇所 9箇所

６箇所

推進

推進 推進 推進

○

　○

○

　

　

○

○

○

○

○

○

○

○

　

　

　

　

　

　

○

　

－

ファミリータイムラインの作成（累計）
〈'17〉　－　→　〈'21〉　５地区

－ ◎

全ての水位周知河川における「洪水タイムライン」の策
定（累計）
〈'17〉　1河川　→　〈'19〉 　6河川

危機管理型水位計の整備（累計）
〈'17〉　－　→　〈'20〉　18箇所

土砂災害警戒区域の指定率（累計）
〈'17〉　53.3%　→　〈'19〉　100%

マイナンバーカード利用によるＰＨＲ（Personal
Health Record）の活用推進
〈'17〉　－　→　〈'22〉　推進

－

－

河川監視カメラの整備（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉９箇所

－ ◎

小・中・高校生を対象にした防災講座等実施回数
〈'17〉　34回　→　〈'22〉　40回以上

61箇所

36人
山地防災ヘルパーの認定者数（累計）
〈'17〉　36人　→　〈'22〉　45人

全ての水位周知河川における「洪水浸水想定区域図」の
策定（累計）
〈'17〉　－　→　〈'19〉　6河川

－

1河川

－

53.30%

－ －

'21(R3)達成度

◎

△

◎

◎

－

医療救護活動訓練の実施市町数
〈'17〉－　→　〈'22〉　2市町

災害の危険性が高い山地災害危険地区の調査・点検パト
ロールの実施箇所数
〈'17〉　61箇所　→　〈'22〉　60箇所

34回

－
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
地域創生防災部

A
南部総合県民局
地域創生防災部

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

A
南部総合県民局
地域創生防災部 ○

【施策③】
　巨大地震による津波被害を軽減する海岸防災林について，県南
地域の住民との協働による保護・管理活動を実施する。

■令和３年度取組
   海陽町「大里松原」の海岸防災林において，海陽中学校生や地元住
民，海部森林組合などと協働・連携して，クロマツ植樹による海岸林を
造成し，保護・管理活動を実施した（R4.2.15，74人参加）。
■成果
　海岸防災林の保護・管理活動の実施により，海岸防災林の整備が推進
された。

■令和３年度取組
　次世代の防災の人材育成として，南部圏域の小・中・高校生に対して
県職員を講師として派遣し防災教育を行う「まなぼうさい教室」（実施
回数４４回）を実施した。
　また，「家庭で学べる防災」の取組として，徳島県公式Youtubeチャ
ンネルである「みぎアゲTV」に防災をテーマとした動画の配信を行い，
動画についての周知を行った。
　さらに，陸上自衛隊とも連携し，災害発生時に対応できる「災害実行
力」を身に付ける「防災デイキャンプ」を実施した。
■成果
　「まなぼうさい教室」，防災動画の配信，「防災デイキャンプ」の実
施などにより，次世代を担う人材育成につながった。

【施策②】
　災害時の「防災拠点」として，また平時は防災啓発を行うな
ど，地域住民の防災意識の高揚や防災知識の普及活動の場とし
て，南部防災館の利活用を図る。

■令和３年度取組
　南部防災館においては，防災講座（実施回数１５０回，受講者数２，
１９０人）の開催，防災グッズ・パネル展示などの防災啓発のほか，地
域住民が参加する津波避難訓練の実施など，地域住民の防災意識の高揚
や防災知識の普及を推進する取組みを行った。
■成果
　防災講座や津波避難訓練などの実施により，地域住民の防災意識の高
揚や防災知識の普及につながった。

令和3（'21）年度実施状況及び成果主要施策・主要事業
【施策①】
   切迫する南海トラフ巨大地震や頻発・激甚化する風水害に備え
るため，これまでの教訓を踏まえながら，避難力の向上や女性・
要配慮者への配慮を含む避難生活におけるＱＯＬの向上，防災教
育・啓発，各種防災訓練など，「迎え撃つ！防災減災県南プログ
ラム」を着実に推進し，防災減災対策の強化を図る。

【施策④】
　専門知識を有する人材や県職員が講師となり，次世代の防災を
担う人材の育成のため，学校や地域と連携し，防災講座等を開催
するとともに，「家庭で学べる防災」の展開，防災関係動画の発
信などにより，新たな防災教育・防災啓発を実施する。

■令和３年度取組
　防災出前講座（実施回数５９回，受講者数２，４８７人），の実施や
防災訓練の支援などの防災教育・啓発の取組を行った。
　また，複合災害への対応として「避難所開設訓練」の支援，避難力の
向上・要配慮者への対応として「津波避難訓練」の支援などを行ったほ
か，市町における災害対応能力強化として市町災害対策本部運営訓練な
ど防災訓練を実施した。
■成果
　防災出前講座の実施をはじめとした取組により「迎え撃つ！防災減災
県南プログラム」が推進され，防災減災対策の強化につながった。

（ア，イ，ウ）

（ア）

（ア）

（ア）

（ア，イ，ウ）（ア，イ，ウ）（ア，イ，ウ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
地域創生防災部 ○

A
南部総合県民局
地域創生防災部

A
南部総合県民局
地域創生防災部

A
南部総合県民局
地域創生防災部

【施策⑦】
　多くの地域住民にとって防災減災を考える機会となるよう，
様々な展示・体験を用意した防災イベントを防災関係機関と連携
し実施する。

【施策⑧】
　休日等勤務時間外における緊急事態や災害発生時の応急対応の
ため，配備編成計画の作成，初動要員及び市町派遣職員の指定を
行うとともに，研修の実施等，職員の災害対応力向上に努める。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果
■令和３年度取組
　南部圏域内で開催される地域イベントへの参加による防災教育・啓発
に取り組んでおり，令和３年度においては，牟岐町産業祭において防災
ブースを出展し，防災教育・啓発を行った。
　また，コロナ禍における地域イベントの減少に対して，県公式
Youtubeチャンネル「みぎアゲTV」に防災に関する動画を配信するこ
とにより，防災教育・啓発の機会創出を図る新たな取組みを行った。
■成果
　地域イベントだけでなく，家庭などにおいていても防災教育・啓発の
機会創出を図ることができた。

■令和３年度取組
　南部圏域内の防災関係機関と連携し，実践的な災害対策本部の訓練で
ある「市町指揮機関訓練」（図上訓練・勉強会）を実施したほか，学校
や事業者に対する津波避難訓練の支援などを実施した。
　また，市町と連携し，災害時に使用する情報器機を用いた「情報伝達
訓練」を実施した。
■成果
　防災関係機関と連携した実践的な訓練の実施等により，南部地域にお
ける防災力向上を推進した。

【施策⑤】
　南部圏域内で開催される各種イベントにおいて，防災減災の要
素を加えるなど，様々な場を活用し，広く防災教育・防災啓発を
行う。

【施策⑥】
　防災関係機関と連携した実践的な防災訓練の展開や，市町・地
域，事業所等が実施する各種防災訓練への参加・支援を通じ，南
部地域の防災力向上を図る。

■令和３年度取組
　昭和南海地震が発生した１２月に重点的に防災に取り組む期間として
「四国の右下防災旬間」を設定し，多くの地域住民が参加する防災イベ
ント「防災まつり」などを防災関係機関と連携して実施している。
　令和３年度は，昭和南海地震から７５年の節目を迎えることから，
「ロゴマーク」及び「キャッチフレーズ」を定め，南部圏域が一体とな
る取組みを行った。
　また，教育委員会，陸上自衛隊などと連携し，小・中学生を対象とし
た「災害対応力」を体験して身を付ける「防災デイキャンプ」を実施し
た。
■成果
　「防災まつり」や「防災デイキャンプ」などの取組みにより，南部圏
域の地域住民の防災意識の向上につながった。

■令和３年度取組
　休日勤務時間外の災害等の対応については，配備体制計画の策定を行
い，初期体制を構築するための幹部職員参集要綱を定めている。
　また，応急対応のための特別初動要員として23名，市町との連絡調整
を行う市町派遣職員として40名の職員に対して指定を行い，職員に対し
ては研修等を行った。
■成果
　指定職員への研修等により，職員の災害対応能力向上につながった。

（ア）

（イ）

（ア、イ）

（ウ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
地域創生防災部

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果
【施策⑨】
　非常時における防災関係機関等との円滑な情報共有のため，衛
星携帯電話など通信端末の整備による，通信手段の複数化や，災
害時情報共有システムの有効活用など，情報連絡体制を充実させ
る。

【施策⑩】
　出前講座や市町等との実践訓練を通じて，平時からの健康づく
りや快適なトイレ環境とエコノミークラス症候群予防，新型コロ
ナウィルス等感染症対策などを併せた「健康避難生活」の普及啓
発を図る。

■令和３年度取組
　出前講座や医療救護活動訓練の実施等に併せ，「健康避難生活」の普
及啓発を行った。
■成果
　普及啓発により，関係機関等へ情報提供ができた。

【施策⑪】
　災害発生時の避難の際に配慮を要する避難行動要支援者の個別
の避難を支援する「個別避難計画」の策定を推進するため，管内
５市町と連携し，要配慮者対策会議等を開催し，市町の個別計画
策定を支援する。
　また，市町等との実践訓練を通じて，災害時における高齢者や
母子，障がい者などの要配慮者にやさしい避難所の設置・運営を
推進する。

■令和３年度取組
　管内市町の「個別避難計画」策定を支援するため，「南部圏域災害時
要配慮者対策会議」や「南部圏域福祉防災研修会」をオンラインにより
開催した。
■成果
　個別避難計画策定に向けた課題や効果的な手法についての情報共有が
図られた。また，市と連携し，避難所開設運営訓練を通じて，避難所運
営における感染症対策について関係職員に対する啓発を実施した。
■新型コロナの影響
　一般避難所運営支援研修は中止した。

【施策⑫】
　災害時要配慮者を地域ぐるみで支えるため，在宅等で避難生活
を送る要配慮者に対し，発災初期から支援者同士の連携が円滑に
進むよう，平時から保健・医療・福祉分野のネットワークを構築
するとともに，若年層を中心として広く要配慮者の支援方法等の
普及啓発を行うことにより，地域の支援力の向上を図る。

■令和3年度取組
　避難所開設・運営訓練において，母子スペースの設置及びスクリーニ
ング訓練を通し，地域住民および関係機関への啓発を実施した。

■成果
　要配慮者を考慮した避難所運営に対する理解の醸成が図られた。
　保健・医療・福祉分野の関係機関と，顔の見える関係が図られた。

■令和３年度取組
　非常時における防災関係機関との情報共有のため
・衛星携帯電話
・デジタル無線機（電話・メール）
・衛星系防災行政無線（電話・FAX・インターネット）
などを整備し，通信手段の複数化を構築しており，令和３年度は阿南庁
舎の衛星携帯電話の移設整備を行った。
　また，各市町と連携し，災害時の情報器機を用いた「情報伝達訓練」
を実施した。
　さらに，災害時情報共有システムを活用した情報共有の取組を行うと
ともに，災害時に関係機関で統一して使用することとしているUTMグ
リッド地図を活用した図上訓練を実施した。
■成果
　防災関係機関と情報共有のための通信器機の整備を行うと共に，情報
伝達訓練などを実施することにより情報連絡体制が充実できた。

（ウ）

（エ）

（オ）

（オ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

B
デジタルとくしま
推進課 ○

B
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

A
南部総合県民局
県土整備部 ○

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果
■令和３年度取組
　マイナンバーカードの「健康保険証利用」について，令和3年10月20
日から本格運用が開始されたことから，
・マイナンバーカード出張申請サポート
・自治体マイナポイントモデル事業
などを実施し，県民のカード取得を促進した。
■成果
　マイナンバーカード交付実績（県内）
　R2年度末：222,675枚（30.0％）→R3年度末：302,397枚
（41.1％）

【施策⑭】
　災害時コーディネーターを中心に，災害拠点病院などの医療機
関と連携した訓練を実施するともに，市町に設置される医療救護
所と関係機関との医療救護活動における連携体制の強化を図る。

■令和３年度取組
　医療救護活動訓練等への参加・支援を行い，災害時の医療救護体制の
向上に努めた。
■成果
　訓練を通じ，災害対応能力の向上が図られた。
■新型コロナの影響
　南部圏域の災害時コーディネーター等を集めた研修会，調整会議及び
医療救護活動訓練の一部は中止となった。

【施策⑬】
　災害発生時に被災者に適切な治療や医薬品の提供を行うため，
マイナンバーカード利用による個人の医療・健康等データ（ＰＨ
Ｒ：Personal Health Record）を活用できる仕組みの構築を推
進する。

【施策⑰】
　水位周知河川で策定した「洪水浸水想定区域図」の周知や活用
により，住民の避難意識の醸成を図るとともに，適切な避難場所
の設定や円滑かつ迅速な避難のための措置を講じ，一層効果的な
住民避難に努める。

■令和３年度取組
　策定した「洪水浸水想定区域図」の周知に努めるとともに，市町村が
作成するハザードマップ作成の支援を行った。
■成果
　平時から洪水に備える避難意識の醸成が図られた。

【施策⑮】
　台風豪雨やゲリラ豪雨による土砂災害から生命・財産を守るた
め，治山施設や地すべり防止施設等を整備するとともに，山地災
害の危険性が高い地域の調査やパトロールを実施し，人的災害ゼ
ロを目指す。

■令和３年度取組
　台風による集中豪雨や線状降水帯による豪雨が頻発していることか
ら，災害時要配慮者施設（幼稚園・老人ホーム等）に隣接する地域や山
地に起因する災害が発生した地区などを重点的に調査・点検し，併せて
地域住民への啓発活動を行った。
■成果
　山地災害危険地区等の調査を，美波管内26箇所，那賀管内50箇所，
計76箇所で実施した。

【施策⑯】
　山地災害に関する情報収集の迅速化や地域住民に対する防災啓
発を推進するため，地域に密着した山地防災ヘルパーの認定を推
進する。

■令和３年度取組
　５月20日～６月30日の「徳島県山地災害防止キャンペーン」期間中
において，山地防災ヘルパーと共に山地災害危険地区のパトロールを実
施した。
■成果
　山地に起因する災害情報や情報収集をより迅速化し，地域に密着した
山地防災ヘルパーを新たに3名（美波管内1名・那賀管内2名）認定し
た。

（カ）

（キ）

（キ）

（ク）

（オ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
県土整備部 ○

A
南部総合県民局
県土整備部 ○

A
南部総合県民局
県土整備部 ○ ○

A
南部総合県民局
県土整備部 ○ ○

A
南部総合県民局
県土整備部 ○ ○

A

南部総合県民局
農林水産部
農林水産総合技術
支援センター
農山漁村振興課

【施策⑳】
　ＩｏＴを活用した危機管理型水位計の整備により，河川の水位
監視体制を強化するとともに，人的被害の軽減を図る水位情報を
発信し，住民の早期避難につなげるよう努める。

■令和３年度取組
　これまでに設置した危機管理型水位計１８箇所（阿南管内８箇所，那
賀管内２箇所，美波管内８箇所）の周知に努めた。
■成果
　河川の水位監視体制の強化が図られるとともに，平時から洪水に備え
る避難意識の醸成が図られた。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

【施策㉑】
　洪水からの「逃げ遅れゼロ」社会の実現に向けた住民の避難行
動を促すため，洪水時に「切迫感」のある河川状況をリアルタイ
ムで確認できる「河川監視カメラ」の設置を推進する。

■令和３年度取組
　河川監視カメラを６箇所設置した。（阿南管内２箇所，那賀管内１箇
所，美波管内３箇所）
■成果
　河川の水位監視体制の強化が図られるとともに，洪水時の切迫感のあ
る映像提供がにより，避難行動をとりやすくなった。

【施策㉓】
　南海トラフ巨大地震による津波災害から農業の早期復興を図る
ため，管内土地改良区やＪＡによる「農業版ＢＣＰ」の実践力向
上の取組みを支援する。

■令和３年度取組
　令和４年３月２５日に，「南部地域農業版ＢＣＰに係る研修会」を開
催し，農業版ＢＣＰの内容の周知を行うとともに，職場の防災対策に関
するＤＶＤの上映を行った。
■成果
　農業版ＢＣＰに関する知識や，防災意識の向上が図られた。

■令和３年度取組
　策定した「洪水タイムライン」の周知に努めるとともに，関係防災機
関と時系列ごとに取るべき災害対応の確認を行った。
■成果
　災害時における関係防災機関との連携体制が強化された。

【施策㉒】
　土砂災害による被害から生命・財産を守るため，ＩｏＴを活用
した雨量計の整備により，きめ細やかな雨量情報を提供し，住民
の適切な避難を支援する。

■令和３年度取組
　令和２年度に設置したＩｏＴ雨量計を供用している。
■成果
　局地的集中豪雨等の事前準備として，きめ細やかな雨量情報の提供に
寄与し，地域住民の安心・安全に役立っている。

【施策⑲】
　「平成３０年７月豪雨」や「令和元年台風第１９号」による未
曾有の大水害を受け，洪水からの「逃げ遅れゼロ」社会の実現に
向けた避難意識の醸成を図るため，「ファミリータイムライン作
成」の支援を推進する。

■令和３年度取組
　那賀町の仁宇地区，阿井地区において，「ファミリータイムライン作
成」勉強会を開催した。
■成果
　平時から洪水に備える避難意識の醸成が図られた。

【施策⑱】
　策定した「洪水タイムライン」を流域住民に周知を図り，安全
かつ確実な避難行動へ繋げるとともに，防災機関が活用し，地域
における防災活動の迅速化など，災害対応能力の向上を図る。

（ケ）

（サ）

（セ）

（コ）

（サ）

（シ，ス）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
県土整備部

A 商工政策課

那賀町

【施策㉔】
　大規模災害時における橘港の機能継続計画（港湾ＢＣＰ）（Ｈ
２７策定），大規模災害時における浅川港の機能継続計画（港湾
ＢＣＰ）（Ｈ３０策定）に基づき，平素から関係者相互の連絡系
統の確立や継続的な活動を行う。

■令和３年度取組
　港湾ＢＣＰ（浅川港）（R3年３月改訂）について，情報伝達訓練及び
意見交換等を行うWeb協議会を開催（R4.3.14）した。
■成果
　港湾ＢＣＰ（機能継続計画）の実効性が向上した。

【施策㉕】
　県内企業における災害時のＢＣＰ（事業継続計画）について，
大学や商工団体等と連携した研修・指導や認証制度の運用等によ
り，策定を促進する。

■令和3年度取組
   商工団体の相談支援体制（徳島経済産業会館内にある「とくしまBCP
支援センター」）を充実させるとともに，より一層の連携のもと，BCP
策定相談や防災対策のための融資制度の紹介などを行った。
　また，新型コロナウイルス感染症に対応したＢＣＰ研修の実施等普及
啓発に取り組むとともに，「徳島県企業BCP認定制度」について，引き
続き制度の運用を行い，県内企業におけるBCPの策定を促進した。
■成果
   3社認定

市町名

阿南市

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果
●防災に対する共通理解を深め，有事の際の避難行動などに生か
すため，「広報あなん」を活用し，様々な情報を提供する。ま
た，地元自主防災会での防災訓練，防災講座等に参加し，防災意
識の高揚を支援するとともに，訓練・講座等の実施に際し，補助
金を交付する。

●自主防災組織の組織率１００％を目指す。また，公民館を単位
とした市内14地区に自主防災会連合会を結成し，各地域の自主
防災組織間の連携を図り，地域の防災力の向上を図る。

●地域防災計画やハザードマップ等に基づき，多種多様な災害に
対応した総合的かつより有効な防災体制の確立を図る。また，社
会・経済の変化に即し，消防体制，救急・救助体制の充実強化
や，住民一人ひとりの防火・防災意識の高揚による予防対策の充
実に努め，安全・安心で災害に強いまちづくりを目指す。

■令和３年度取組
・自主防災会の防災訓練，防災講座への参加。
・自主防災組織育成事業補助金の交付。
・広報紙への防災情報の掲載。
・洪水ハザードマップの作成。
■成果
・自主防災会の防災訓練35回，防災講座14回。訓練参加等により，住
民の防災に対する意識の高揚が図られた。
・自主防災組織育成事業補助金の交付実績
　５９組織，補助額40５,８２５円
・住民参加による防災活動の推進を図り，地域の自発的な防災活動を支
援した。
　令和４年３月31日現在　自主防災会23４組織（うち３年度結成１組
織）
   組織率98.5０％

●自主防災組織の結成率を上げるとともに，防災活動として避難
訓練を組織で実施し，地域全体の防災力強化を図る。

■令和3年度取組
・毎年，自主防災組織訓練を各地区毎に実施しているが，コロナ禍のた
め，一部地域のみの実施となっている。今後もコロナ対応を考えなが
ら，訓練・活動を実施していきたい。
・防災士資格取得者に補助金を交付し，33人が防災士資格を取得した。
■成果
・自主防災組織の活動を続けることが，共助の大きな力となり，地域の
防災力強化につながっている。
・地域の防災リーダーとなる防災士が，毎年数人づつ増えていて，民間
から「那賀町防災士の会」が発足した。

（セ）

（セ）
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市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果 市町名
●自主防災組織や各種団体の防災リーダーを育成し，組織ごとの
防災力向上を図る。

■令和３年度取組
　地域防災推進員養成研修の受講案内と自主防災組織に周知するととも
に自主防災会防災サークルで避難所の設営を目的とした訓練を実施し
た。
■成果
　防災意識の高揚や防災知識の普及につながった。

●自主防災会の充実，活性化の取組みに対して支援するため，徳
島大学地域づくりセンターと連携し，地域に応じた防災活動の普
及啓発を図る。

■令和３年度取組
　徳島大学地域づくりセンターと連携し，地域の防災力向上に向けて，
自主防災会の活動支援や防災活動の普及などを実施した。
■成果
　地域及び町の防災力が向上した。

●住民・自主防災組織等を対象にした防災講座や防災訓練の実
施，小中学校での防災教育等防災意識の高揚及び防災知識の普及
活動を行う。

●被災後早期に的確なまちづくりに着手するために，事前復興計
画の策定，地域防災計画・町業務継続計画（ＢＣP）・津波避難
計画を必要に応じ改訂し運用する。

■令和３年度取組
　12月に全町民を対象とした津波避難訓練を実施。また，徳島県と連携
し，宍喰地区を対象とした「事前復興ワークショップ」を計3回実施し
た。
■成果
　津波避難訓練は昨年度から時間を変えて実施した結果，昨年度より多
くの住民が参加し，避難路や備蓄品の確認等を行った。また，子どもの
参加も増えたため，子どもから大人まで防災への関心を深めることがで
きた。
「事前復興ワークショップ」では，被災後復興するために必要な要素
や，自身と家族が取るべき行動を再確認することができた。

■令和3年度取組
　被災後，迅速な復興に取り掛かるため，海陽町事前復興計画を策定。
また，津波避難計画の改定を行った。
■成果
　海陽町事前復興計画を策定することで，迅速な復興のために今後町が
行っていくべき事項を整理することができた。今後は，計画にて定めた
復興に必要な要件を達成するため，事業に取り組む。
海陽町津波避難計画では，町内の避難困難地域を特定することが出来た
ため，今後は避難困難者を解消するための取り組みを行う。

海陽町

牟岐町

美波町
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【プラン２】あらゆる自然災害を迎え撃つハード対策の推進

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

促進 完成 －

促進 完成 －

完成 － －

完成 － －

促進

促進 促進 促進

評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
県土整備部

○

○

○

工事施工中

事業着手

【施策①】
　津波避難困難地域解消のため，津波浸水被害の想定される沿岸
部での「がけ崩れ対策」と併せ，避難場所・避難路の整備や砂防
施設（管理道や作業ヤード等）を活用した避難場所等の創出を推
進する。また，地震や台風による災害からの避難場所を確保す
る。

令和3（'21）年度実施状況及び成果

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　津波浸水被害の想定される沿岸部でのがけ崩れ対策と併せ，避難場所・避難路を整備したほか，緊急輸送道
路及び生命線道路における拡幅工事や事前伐採を実施し，倒木災害の未然防止につながった。
　また，長安口ダムの「長期的堆砂対策」については，貯水池機能を将来にわたり確保するため，継続して検
討が進められた。
　さらに，海部川においては，「海部川モデル」により河川堆積土砂の総合対策を実施するなど，ハード対策
を推進した。

■令和３年度取組
　「がけ崩れ対策」と併せた避難路を２箇所整備した。
■成果
　避難路の整備により，避難場所等が確保された。

那賀川加茂地区，和食・土佐地区の築堤整備の促進
〈'17〉　工事施工中　→　〈'20〉　完成

長安口ダムの本体改造の促進
〈'17〉　工事施工中　→　〈'19〉　完成

長安口ダムの長期的堆砂対策の促進
〈'17〉　事業着手　→　〈'22〉　工事促進中

主要施策・主要事業

ア　避難場所や避難路の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　山地災害の未然防止対策
ウ　緊急輸送道路等の整備・倒木対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　河川・海岸堤防等の地震・津波対策
オ　河川における浸水対策の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　海部川モデルの推進
キ　長安口ダムの本体改造の完成及び長期的堆砂対策の促進　　　　　　　　　　　　　　　ク　宍喰地区地域防災公園やそのアクセス道路の整備
ケ　IoT・AI等を活用した戦略的なインフラのメンテナンス

'21(R3)達成度

－

－

－

工事施工中

（ア）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

A
南部総合県民局
農林水産部
県土整備部

○

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

主要施策・主要事業
【施策②】
　那賀川や海部川など上流域における森林の公益的機能の維持増
進を目的とした治山事業を推進する

■令和３年度取組
　治山事業は，森林の維持造成を通じて山地に起因する災害から地域住
民の生命・財産の保全を図る重要な国土保全政策となっていることか
ら，山地において発生した崩壊地や荒廃渓流の復旧整備などを行った。
■成果
　治山事業を美波管内7箇所，那賀管内14箇所，計21箇所において実施
し，森林の維持造成に努めた。

【施策③】
　孤立集落の発生を防ぐため，倒木対策協議会（平成２６年度設
置）を通じ，生命線道路や緊急輸送道路において，台風や大雪等
による倒木を防ぐ事前伐採を実施する。
   また，発災時に緊急輸送路等の補完道となり得る農林道の整備
を推進する。

■令和３年度取組
　河川整備課管理分：福井川において，１基の陸閘を閉鎖している。
　阿南管内：岡川及び打樋川の８基の樋門について無動力化の検討を行
い，このうち１基の樋門について無動力化の設計を行った。
　美波管内：日和佐川他１２河川の３４基の樋門について，無動力化の
検討を行った。
■成果
　閉鎖作業の軽減･迅速化等，負担軽減が図れた。

■令和３年度取組
　県管理の福井川，日和佐川，今津坂野海岸の堤防において，耐震補強
工事等を実施した。
■成果
　堤防の耐震補強工事の進捗により，津波被害の軽減が図れるととも
に，より一層の安全性の確保につながった。

【施策④】
　津波迂回ルートの設計等を進め，用地取得等が完了したところ
から工事を実施する。

【施策⑤】
　救命救急や防災活動を支援する緊急輸送道路などのインフラ整
備を推進する。

【施策⑥】
　河川・海岸堤防等の地震・津波対策を推進する。

■令和３年度取組
　関係機関と連携し，緊急輸送道路及び生命線道路において事前伐採を
実施した。（阿南管内１路線1本，那賀管内１路線４１２本，美波管内１
路線２０４本）
■成果
　台風や大雨等による気象災害による倒木災害の未然防止につながっ
た。
　引き続き現地調査の上，優先箇所から事業実施を予定している。

■令和３年度取組
　芥附海部線において，道路改良工事を実施し，事業の促進を図った。
■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

令和3（'21）年度実施状況及び成果

■令和３年度取組
　阿南勝浦線，一般国道１９３号，１９５号他の緊急輸送道路におい
て，用地買収及び拡幅工事等を実施した。
■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

【施策⑦】
　河川・海岸における，陸閘・水門・樋門の自動化や統合による
閉鎖を推進する。

（イ）

（ウ）

（ウ）

（エ）

（エ）

（ウ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
県土整備部 ○

A
南部総合県民局
県土整備部 ○

A
南部総合県民局
県土整備部 ○

A
南部総合県民局
県土整備部 ○

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部 ○

■令和３年度取組
　長安口ダムの長期的堆砂対策の設計・検討を実施。
■成果
　長期的堆砂対策の検討が進められた。

【施策⑪】
　直轄管理の長安口ダムにおいて，洪水調節能力の増強に向け，
放流設備の増設を促進するとともに，長期的堆砂対策を促進す
る。

■令和３年度取組
　福井川・海部川などで治水上支障となる箇所の樹木伐採や河道掘削を
実施した。
　那賀川などで治水上支障となる箇所の河道掘削を実施した。
■成果
　安全に洪水を流下させる浸水対策の強化につながった。

【施策⑩】
　県民の生命や財産を守るため，河川の堆積土砂を撤去から活用
まで支援・管理する「海部川モデル」により，堆積土砂の総合対
策を推進する。

【施策⑫】
　阿南安芸自動車道（海部野根道路）の整備と合わせた宍喰地区
地域防災公園へのアクセス道路の整備を推進する。

■令和３年度取組
　アクセス道路となる久尾宍喰浦線の用地買収および一部工事を実施し
た。
■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

【施策⑬】
　ＩｏＴ・ＡＩ等を活用し，費用の平準化・縮減や作業の省人
化，効率化を図るため，予防保全等の計画的なインフラのメンテ
ナンスを推進する。

■令和３年度取組
　十二弟子トンネル（那賀町）で道路性状測定車両により，トンネル点
検を実施した。
■成果
　新技術を活用した点検・診断を実施し、効率的かつ効果的なインフラ
の維持管理を推進した。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

■令和３年度取組
　５カ年加速化対策事業を活用し，治水上支障となる箇所の樹木伐採，
砂利掘削を推進するとともに，「竹・樹木」の有効活用を実施した。
【堆積土砂撤去実績】
 ・Aゾーン【下流域：公共工事での活用】　V=18,500㎥
　（河床掘削）
 ・Bゾーン【中流域：県民との協働事業】　V= 17,400㎥
　（民間に配布量）
 ・Cゾーン【上流域：民間よる砂利採取】　V=31,397㎥
　（採取量）
■成果
　「海部川モデル」を加速化させた。

■令和３年度取組
那賀川和食・土佐地区の築堤完成や福井川での護岸整備など，県管理河
川（重点対策河川）の整備を推進した。
■成果
　那賀川加茂地区，和食・土佐地区では，戦後最大流量を記録した平成
２６年８月豪雨と同程度の洪水に対しても那賀川の氾濫を抑えることが
できるようになり，安全・安心な生活の確保に大きく寄与した。

【施策⑨】
　平成２６年８月，平成２７年７月豪雨をはじめとする洪水被害
から県民を守る予防的な治水事業として，那賀川加茂地区，和
食・土佐地区等の県管理河川（重点対策河川）の整備を推進す
る。

【施策⑧】
　気候変動により頻発化・激甚化する水災害による被害を軽減す
るため，堤防強化，樹木伐採及び河道掘削等の安全に洪水を流下
させる浸水対策を推進する。

（オ）

（オ）

（カ）

（キ）

（ク）

（ケ）
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＜阿南市＞
■令和3年度取組
　住宅耐震化に関する広報として，阿南市ホームページ，広報あなんへ
の掲載による啓発を行った。周知不足改善のため，防災訓練時に耐震相
談の実施，新聞折込（市内全域）を行った。
■成果
　補助事業に関しては，耐震診断53戸，補強計画12戸，本格改修１0
戸，住替え支援9戸，除去支援活用による空き家の解体・除却１0戸（事
前調査申込件数30戸）を実施した。
＜那賀町＞
■令和3年度取組
　耐震改修・除却の補助制度について広報で周知。
■成果
　実績として，耐震改修2件，危険空き家の除却7件の補助を実施。
＜牟岐町＞
■令和３年度取組
　広報として，牟岐町ホームページ，広報むぎへの掲載を行った。
■成果
　補助事業に関しては，耐震診断１戸，耐震改修１戸，住まいのスマー
ト化１戸，空き家等除却８戸を実施した。
＜美波町＞
■令和３年度取組
　住宅の耐震化事業，空き家の活用，除却補助事業，谷屋活用事業，空
き家バンクの運営等実施。地域施策冊子等での周知を図り，国及び県の
補助事業を活用しながら空き家の活用及び除去事業を進めた。
■成果
　谷屋離れの工事に着手し，ビール醸造所としての活用へ向け専門家か
らの助言や指導及び醸造起業を目指す委託型地域おこし協力隊を任用し
地域交流拠点施設たんにゃの供用開始へ具体的に動き出した。
　空き家実態把握調査を実施し，町内713戸の空き家の1次調査（外観
調査）を行った。今後，空き家対策計画等を更新し，地域防災計画等と
連携しながら計画的に空き家対策を実施していく。
　コロナ渦中移住相談が対面できない中オンラインの相談等を活用しな
がら，活用可能な空き家について移住者への紹介も同時に進めた。
＜海陽町＞
■令和３年度取組
　広報活動は，海陽町の広報誌「広報海陽」に１回掲載した。また，県
職員とフレッセ職員との合同で耐震化支援事業について８８０戸訪問を
行った。
■成果
　木造住宅耐震診断５戸，耐震改修事業４戸，老朽危険空き家解体事業
２６戸について支援を実施した。

市町名

各市町

●住宅の耐震化の必要性及び支援制度を詳しく広報するととも
に，耐震診断と耐震化を支援する。また，老朽化して危険な空き
家・空き建築物の除却を推進する。

令和3（'21）年度実施状況及び成果市・町関連施策

13



■令和３年度取組
　備蓄倉庫・LED防犯灯を新設した。
■成果
　防災力の強化につながった。

●指定避難所の耐震改修を順次促進していく。

阿南市

那賀町

牟岐町

市町名

美波町

■令和３年度取組
　指定避難所である鷲敷体育館の建替えに向けて，旧鷲敷体育館を除却
し，アスファルト舗装し，駐車場として整備した。
　また新体育館予定地とを結ぶ連結道を拡幅し，大型車の通行を可能と
した。
■成果
　広い駐車場となり，新築予定の体育館を避難所として有効に使用する
ことが可能となった。また体育館予定地との連結道が拡幅され，大型車
の通行が可能となり，大災害時の救援物資の搬入等が円滑にできるよう
になっている。

令和3（'21）年度実施状況及び成果
■令和３年度取組
・「津波発生時における一時避難施設としての使用に関する協定」の締
結（四国三菱ふそう販売株式会社）
・「津波発生時の一時避難施設としての使用に関する協定」の締結（陸
上自衛隊徳島駐屯地）
■成果
　津波発生時における一時避難場所として３，００２人が避難できる場
所を確保できた。

●民間ビル所有者等との協定締結をはじめ避難場所の確保や整備
を推進する。
●民間ホテル等との協定締結により避難所の拡充や環境整備を図
る。

市・町関連施策

●避難場所・避難経路の整備充実（防犯灯など）を図る。

●避難場所，避難路の整備の充実（看板・防犯灯）を図るととも
に，二次避難場所の整備を進める。

●避難困難地域の津波避難タワーの整備を進める。

■令和３年度取組
　奥河内津波避難タワーが，令和３年１０月に完成した。
■成果
　津波避難困難地域が解消した。

14



■令和３年度取組
　避難路の整備・改修５カ所。避難誘導灯の整備１カ所。備蓄倉庫・備
蓄品の整備７カ所（備蓄倉庫，パーティション，段ボールベッド，発電
機，簡易トイレ等）
■成果
　避難路や誘導灯の整備により，災害時の避難にかかる時間が短縮さ
れ，夜間における避難がしやすくなった。また備蓄倉庫等の設置によ
り，緊急避難時に必要な物資が揃えられ，さらに地域で必要とする物資
も備蓄することができる。パーティションは避難者のプライバシー空間
の確保とともにコロナ禍における密の回避にも役立つ。

●海部川，母川，宍喰川の堆積土砂及び樹木については，県と協力し取
り除きを実施した。町で整備した八山残土処分場に撤去した土砂等の受
け入れを行った

■令和３年度取組
　消防車両の整備２台。消防屯所の修繕１棟。
■成果
　計画的に老朽車両の整備や施設修繕を行い，地域防災力の強化が図る
ことができた。

●木造住宅耐震診断５戸，耐震改修事業４戸，老朽危険空き家解体事業
２６戸について支援を実施した。

●宍喰地区地域防災公園については，引き続き工事用道路整備工事を実
施し，国，県と協議を行い，本体造成工事の早期完成を目指す。

海陽町

市町名
●緊急避難場所，避難路等の整備，備蓄倉庫の充実等計画的に実
施する。

●河川氾濫の原因となる河川に堆積した土砂を取り除き，増水時
における安全性を確保できるよう県と連携して取組む。

●消防団の車両・設備等を計画的に整備・充実し，地域防災力の
強化を図る。

●住宅の耐震診断・耐震改修や老朽危険空き家の取り壊しの支援
を行う。

●津波による分断・孤立が懸念される海陽町宍喰地区において，
阿南安芸自動車道（海部道路）の整備に合わせて，防災拠点施設
となる地域防災公園を整備する。

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果
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(２) 生涯健康で安全・安心できる暮らしの確保
【プラン３】「人生１００年時代」を見据えた質の高い生活の確保

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

13,500人 14,600人 15,700人 16,800人

13,957人 14,191人 14,8３9人

24店舗 26店舗 28店舗 30店舗

24店舗 27店舗 28店舗

6,300人 6,700人 7,100人 7,500人

6,908人 7,043人 7,266人

評価 担　　当 DX ＧＸ

B
南部総合県民局
保健福祉環境部
医療政策課

○

自殺予防サポーター数（累計）
〈'17〉　5,541人　→　〈'22〉　7,500人

栄養表示やヘルシーメニューの提供等に取り組む飲食店
等（健康づくり推奨店）の登録数（累計）
〈'17〉　20店舗　→　〈'22〉　30店舗

プラン評価（評価部会委員）

令和3（'21）年度実施状況及び成果
■令和3年度取組
　海部・那賀地域の各病院における現状及び課題を共有し，課題に対す
る解決策について協議する予定であったが，新型コロナウイルス感染防
止のため，協議会開催を延期している。
■成果
　「海部・那賀モデル」推進協定書に基づき，医療従事者の相互交流及
び協力等引き続き実施できている。
■新型コロナの影響
新型コロナウイルス感染防止のため，協議会開催を延期している。

'21(R3)達成度

◎

◎

◎

ア　医療提供体制の構築　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　地域包括ケアシステムの深化・推進
ウ　健康寿命延伸に向けた健康づくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　自殺予防対策の推進

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

主要施策・主要事業

認知症サポーター数（累計）
〈'17〉　10,256人　→　〈'22〉　16,800人

10,256人

20店舗

5,541人

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

【施策①】
 　南部圏域の公的医療機関が一体となった医療提供体制（海
部・那賀モデル）において，医療従事者の相互交流及び協力，Ｉ
ＣＴ活用によるネットワーク構築，治療材料・医療機器の共同調
達等を推進する。

　実習生の受け入れや，災害医療体制・公衆衛生活動についての講義・演習により，将来，地域の保健医療活
動を担う人材を育成した。
　また，在宅医療･介護コーディネート事業では，研修会や市町村支援を行い，多職種連携を強化することに
より，地域包括ケアシステムの推進を図った。
　さらに，自殺予防対策では，旧海部町が日本で最も自殺率の低い町であるとの研究により見出だされた自殺
予防因子について，講演会や出前講座等による普及啓発を行い，自殺予防サポーターを養成することにより，
自殺予防のための生き心地の良いまちづくりを推進した。

（ア）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
保健福祉環境部
医療政策課

A
南部総合県民局
保健福祉環境部
医療政策課

○

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

【施策④】
　県内３大学等から実習生を受け入れ，他職種連携による災害医
療や地域包括ケアシステムの推進に重点をおいた臨地実習を行う
ことにより，将来の保健医療の中核を担う人材育成を図るととも
に地域医療の充実を目指す。

【施策②】
　救急医療電話相談（＃７１１９）や小児医療電話相談（＃８０
００）の利用促進のための周知を図り，活用していただき，急な
病気やケガにより不安が生じる県民への安全・安心の確保ととも
に，保護者が安心して子育てができる環境整備を図る。

【施策③】
　県民のさらなる健康向上や医療費の抑制を図るため，患者の診
療情報を各医療機関，介護事業所及び薬局で共有化する「阿波あ
いネット」の全県展開を図る。

■令和3年度取組
　周知用チラシを用いて，県内医療機関，社会福祉協議会等へ送付し，
周知依頼。また，はぐくみ徳島の参加者に周知用チラシの配布。
■成果
　広報への取組みにより認知度が向上，県民の安全・安心の確保ととも
に，保護者が安心して子育てができる環境の整備が進んだ。
（＃7119相談件数　R３：2,647件，うちすぐに救急車を呼ぶよう案
内した件数１９５件）
（＃8000相談件数　R３：6,905件，R2：6,970件，
R1：10,057件，H30：11,804件）
■新型コロナの影響
　令和３年度は，令和2年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響
により，マスクの着用，手指消毒など家庭内での感染症対策が徹底され
たことから，季節性インフルエンザなどにおいて，患者数が減少したこ
とにより，相談数が減少していると思われる。
　また，子どもの罹患しやすい感染症が新型コロナウイルス感染症の症
状と似ているものもあることから，新型コロナウイルスに関する一般相
談窓口に流れ，相談数が減少していると思われる。

■令和3年度取組
　県内3大学及び富岡東高等学校専攻科・看護科等の学生実習（累計
273名）を受入れ，カリキュラムの中で，近年の地震等大規模災害の状
況や，災害医療体制・公衆衛生活動についての講義等により，将来，地
域の保健医療活動を担う人材育成に努めた。
■成果
　事業を通じ，将来の地域保健医療活動を担う人材の育成に繋がった。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

■令和３年度取組
　「阿波あいネット」参加医療機関の間で検査画像について情報提供，
参照する機能を拡充するため，画像相互参照基盤や画像公開施設の整備
を行った。
■成果
　「阿波あいネット」に参加する一部の医療機関において，自院で検査
した画像に加え紹介先・元の過去画像が参照可能となるなど，患者診療
情報の共有が進んだ。

（ア）

（イ）

（ア）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A

南部総合県民局
保健福祉環境部
医療政策課
長寿いきがい課

B

南部総合県民局
保健福祉環境部
長寿いきがい課
各市町

B
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

【施策⑤】
　人生の最期まで本人の生き方が尊重される医療・ケアに携わる
医療・保健・介護分野の人材育成と，多職種連携を強化すること
により，地域包括ケアシステムの推進を図る。

■令和３年度取組
　在宅医療･介護コーディネート事業に取り組み，研修会及び市町村支援
を実施した。
■成果
　事業を通じ，医療・保健・介護分野の従事者の人材育成に繋がった。

【施策⑧】
　栄養表示やヘルシーメニューの提供等に取り組む飲食店等（健
康づくり推奨店）を拡大し，「食べること」から元気で活力ある
地域づくりを推進する。

【施策⑨】
　「自殺予防サポーター」の養成に努めるとともに，関係機関と
連携した自殺予防のための生き心地の良いまちづくりを推進す
る。

【施策⑥】
　認知症の人やその家族が住み慣れた地域で安心して暮らせるよ
う，認知症サポーターを養成するとともに見守りや支援を推進す
る。

■令和３年度取組
　各市町，各種団体や企業の協力のもと，様々な年齢層に対する認知症
サポーター養成講座を実施した。
■成果
　認知症についての正しい知識を普及・啓発することができた。
■新型コロナの影響
　感染拡大防止のため，認知症サポーター養成講座の開催機会が減少し
た。

【施策⑦】
　長期の喫煙習慣が主な原因であるCOPD（慢性閉塞性肺疾患）
について情報提供を行い，受動喫煙防止や喫煙習慣の改善など健
康づくり対策を推進する。

■令和３年度取組
　学校への出前講座や各種イベントの機会を捉え，パンフレット等を活
用した健康教育を行い，たばこによる健康への影響やＣＯＰＤの予防・
早期発見・治療につなげるための正しい知識の普及啓発を行うととも
に，事業所等からの受動喫煙対策に関する相談対応を行った。
■成果
　ＣＯＰＤに関する正しい知識の普及啓発が図られた。
■新型コロナの影響
　感染防止のため，ハイ・チェッカー（簡易肺年齢測定器）を活用でき
なかった。

■令和３年度取組
　ヘルシーメニューのうち，特に「野菜たっぷりメニュー」を積極的に
提供する飲食店の登録を推進するとともに，登録店舗の情報発信を行っ
た。
■成果
　目標数が登録でき，地域住民に対して外食における健康づくりの推進
に関する啓発が図られた。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

■令和３年度取組
　自殺予防対策会議や自殺対策関係職員スキルアップ研修会等を開催
し，関係機関との連携強化を図った。また，旧海部町が日本で最も自殺
率の低い町であるとの研究により見出だされた自殺予防因子について，
講演会や出前講座等により普及啓発を行い，自殺予防サポーターを養成
した。
■成果
　養成実績　223名

（イ）

（エ）

（イ）

（ウ）

（ウ）
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■令和３年度取組
   ありがとう弁当・クリスマスケーキ・バレンタインチョコなどを贈っ
た。
■成果
　新型コロナウイルス感染症の影響により顔の見える関係作りは今まで
のようにはできなかった。

■令和３年度取組
　認知症サポーター養成講座は，４回実施。婦人学級受講者や薬局，小
学校や中学校の生徒や先生に実施し，101人の認知症サポーターが加
わった。生活支援体制整備事業においては，専任の担当者を配置し，月2
回の協議会を実施し，地域課題の改善に取り組んでいる。在宅医療介護
連携推進事業を海部郡医師会に委託し，WEBを利用した医療介護関係者
への研修を11回実施。住民向けACP(人生会議)の講演会を行った。
■成果
　これらの事業を通じて，地域包括ケアシステムの構築に向けた内容の
充実が図られた。

●県立海部病院等と連携し，地域医療の充実を図るためには医師
の人材確保が不可欠である。地域医療を守る会を支援しながら医
師流出を抑える施策を継続し，連携強化を推進する。

●町全体での見守り支援として，認知症サポーターの増加，生活
支援体制を整備するとともに，医療と介護の連携を推進し地域包
括ケアシステムの構築に向け内容の充実を引き続き図る。

■令和３年度取組
　医療，保健，福祉の連携や調整を図り，住民の視点に立ったサービス
の提供に努めた。健診受診を中心とした予防・健康づくり事業に取り組
んだ。
■成果
　特定健診受診率の向上。

美波町

市町名

阿南市

牟岐町

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果

●高台に移転した美波病院又津波への対策がされた医療保健セン
ターを活用し，美波町における総合的，継続的な保健医療福祉
サービスの提供を継続していく。

●阿南医療センターの医師確保を図ることにより，救急医療体制
を確立するとともに，災害拠点病院及び地域医療支援病院として
の機能維持及び安定した経営基盤の確保に向け，必要な支援を行
う。

●すべての住民が住み慣れた家庭や地域社会で共に助け合い，し
あわせに暮らすことができるよう，住民との協働のもとに地域福
祉の体制の整備を図るとともに，誰もが安心して暮らせる共生社
会の実現に向けた取組を推進する。

■令和３年度取組
・阿南医療センターの医師確保対策事業として，同センターに開設され
た「阿南地域医療教育センター」を拠点として実施する，徳島大学の寄
附講座「実践地域診療・医科学分野」に係る経費の一部を補助金として
交付し，医師の確保を行った。
・各市町，各種団体や企業の協力のもと，様々な年齢層に対する認知症
サポーター養成講座を実施した。
■成果
・本事業の実施により，阿南医療センターで従事する医師の確保のみな
らず，将来の地域医療を担う医師の育成も図られた。
・認知症についての正しい知識の普及・啓発が図られた。
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市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果
●住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができるよう医
療・介護の連携を強化し，町全体での見守り支援として，見守り
事業者の増加，認知症サポーターの養成，生活支援体制の整備や
充実に向けた取り組みを推進する。

■令和３年度取組
　小中学校，事業所等で計８回認知症サポーター養成講座を開催し，認
知症サポーターを１４９人養成した。商工会の総会で見守り協定への参
加を呼びかけたが，新規登録事業者はなかった。来年度は町社協と協力
して配達サービス協力店に見守り協定への参加を呼びかけていく予定で
ある。介護予防を目的とした体操教室を月２回，短期集中型の体操教室
を２ヶ所で開催し，体操の自主グループを対象にフォローアップ教室を
３３回実施した。生活支援体制整備としては，第３層で取り組んでいる
「ご近所での助け合い活動推進事業」に新規で１１分館が申請し，平成
２９年度の事業開始から４９分館で実施している。第１層では町内の商
店などの事業者と連携して，コロナ禍で外出しにくい高齢者等を対象と
した配達サービスを実施し，協力店は５１ヶ所となっている。
■成果
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため，認知症サポーター養成講座
は，学校や地域での開催を積極的に呼びかけなかった結果，開催の希望
がなく養成講座の開催件数が減少した。介護予防を目的とした短期集中
型の教室は，新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。

海陽町

市町名
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【プラン４】地域との協働による安全・安心な暮らしの確保

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

2,000人以上 2,000人以上 2,000人以上 2,000人以上

2,113人 2,186人 2,179人

評価 担　　当 DX ＧＸ

A

南部総合県民局
地域創生防災部
保健福祉環境部
安全衛生課

■令和３年度取組
・飲食店８件に対し立入検査を実施し，産地偽装等不適正な食品表示の
防止に努めた。また，食品製造業者や流通業者を対象とした監視に伴
い，表示の確認を行った。
・ＨＡＣＣＰ普及を推進するため食品事業者等を対象とした講習会を開
催し徳島県ＨＡＣＣＰ認証制度の周知を図るとともに，食品事業者団体
と連携し，ＨＡＣＣＰの助言・指導のための人材（ＨＡＣＣＰアドバイ
ザー）育成に努め，事業者の自主衛生管理を推進した。
■成果
・食品表示ウォッチャーから報告された衛生事項における不適切表示に
対し是正指導を行い，危害発生を低減した。
・ＨＡＣＣＰアドバイザーは年度末時点で２３名が認定されており，小
規模事業者の自主衛生管理を推進している。
・県版ＨＡＣＣＰについては，３業種で認証を更新した。
　これらの取組により，県民の食に関する安全安心の確保につながっ
た。

2,686人
学校安全ボランティアの登録数
〈'17〉　2,686人　→　〈'22〉　2,000人以上

【施策①】
　監視指導体制の強化による食品表示の適正化，徳島県ＨＡＣＣ
Ｐ認証の普及，ＨＡＣＣＰアドバイザー育成による事業者の自主
衛生管理の推進に努めるとともに，リスクコミュニケーション機
会の提供による消費者と事業者間の相互理解の促進により，県民
の食に対する安全安心の確保に努めます。

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　ＨＡＣＣＰ講習会の開催や徳島県ＨＡＣＣＰ認証制度の周知，また関係団体と連携してＨＡＣＣＰアドバイ
ザーの育成に努めることで，食品等事業者の自主的な衛生管理能力の向上を図り，県民の食の安全安心確保に
つながった。
　また，児童虐待防止や予防のため，関係市町の要保護児童対策地域協議会を中心に，関係機関で連携し，必
要に応じて個別ケース会議を開き，対応を協議した。令和３年度については，新型コロナウイルスの影響で会
議の開催が見送られるなど，多くの関係者が集まって協議する機会は減ったものの，必要最小限の関係機関で
集まり情報交換・情報共有を行った。
  さらに，ＤＶや性暴力の被害者支援については，警察や関係機関との連携により，相談・保護・自立支援等
を行い，関係機関とのネットワークの強化が，緊急時のスムーズな対応に繋がった。コロナ禍におけるＤＶの
増加や深刻化が懸念される中，「ＤＶ電話相談」の２４時間化を実施し，被害者に寄り添った支援を行った。

ア　食の安全・安心の確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　消費者行政・消費者教育の推進
ウ　児童虐待防止対策の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　DV・性暴力被害に対する支援の充実

主要施策・主要事業

'21(R3)達成度

◎

令和3（'21）年度実施状況及び成果

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

（ア）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A

南部総合県民局
地域創生防災部
県立総合大学校本
部

A 消費者政策課

【施策②】
　地域の課題解決につながる政策提言を行う「とくしま政策研究
センター」（県立総合大学校）において，「消費者行政・消費者
教育」をテーマとした調査研究を実施する。

【施策③】
　圏域内で市町に設置された見守りネットワークが実効性のある
活動を継続するための情報提供や研修，事業者の消費者志向経営
を推進するとともに，若年者の消費者教育の充実に努めます。ま
た，消費生活相談員の育成及び市の消費生活センター相談員の資
質向上への支援による相談体制の強化に努めます。

■令和３年度取組
　多様化する高齢者等の消費者被害防止を図るため，見守りネットワー
クの活動をさらに活性化させることを目的とした研修会を開催し，ケー
ススタディや情報共有等を行った。
　シンポジウムやセミナーを開催し，事業の取組を発表するとともに，
消費者志向自主宣言事業者数の増加に努めた。
　若年者の消費者教育については，高校生向け教材「社会への扉」や徳
島発「中学生向け消費者教育教材」及び「小学生向け消費者教育教
材」，また，「特別支援学校向け消費者教育動画教材」等のデジタル教
材の活用により，令和４年度からの成年年齢引下げに対応した消費者教
育を推進した。
　消費生活相談員の育成に向け消費生活相談員等養成講座を開催したほ
か，市の消費生活センターと日頃から情報交換を行うとともに，相談員
懇談会を開催するなど，相談体制強化に向けた取組を推進した。
■成果
・R3.8.26とR3.9.21に見守りネットワーク研修会（WEB併用）を開催
し，参加者の見守り活動のスキル向上につながった。
・県内の消費者志向自主宣言事業者数が前年度比27増の63事業者と
なった。
・消費者教育の推進により，学生の消費者行動への理解促進につながっ
た。
・消費生活相談員等養成講座を計14回開催し，受講者の中から12名が
合格した。また，相談員懇談会の開催(R3.8.5，R4.3.14)，阿南市消費
生活センターへのオンライン巡回(R4.2.21)などにより県市の連携が図
られ，消費生活相談体制が強化された。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果
■令和３年度取組
　未利用資源の活用を目的に「関係者による協議会の開催」，また実証
試験地における「ドローン等を活用した森林資源の調査･把握」などを実
施し，生産者や地域活性化に取り組む関係者と連携して，循環型林業及
び産業振興の推進に取り組んだ。
■成果
　協議会を設立し，関係者による「樵木林業」推進のための合意形成が
図られたとともに，未利用資源の活用につながる調査を実施し，資源量
把握に役立てることができた。「樵木林業」を通して，環境と産業振興
のスタートを切ることが出来た。

（イ）

（イ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A 教育委員会

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

【施策⑦】
　性暴力被害者支援センター「よりそいの樹とくしま（南部）」
の定着を図るため，相談窓口の周知に努めるとともに，支援を担
う関係機関と連携してスタッフのスキル向上に取り組み，被害者
支援機能の強化を図る。

■令和３年度取組
　デートDVや性暴力被害の未然防止のため，管内の中学校へ，若者向け
啓発リーフレット「よりそいの樹とくしまって知っとる？」を配布した
(２０校2,551名）。
　性暴力被害者支援研修や全国研修会（オンライン開催）に参加し，相
談員の専門的スキルの習得に努めた。
■成果
　広報啓発により相談先が身近にあることの周知が進んだ。職員のスキ
ル向上により，性暴力被害者からの相談・支援に，迅速に対応できた。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

【施策⑤】
　地域住民の積極的な参加による防犯・交通安全・防災の総合的
な学校安全ボランティア活動の支援を行い，幼児，児童，生徒の
安全確保を図る。

■令和３年度取組
　全ての小学校区に学校安全ボランティアを配置し，危険箇所の確認や
立哨による交通指導など，登下校時の見守り活動を中心に取り組んだ。
■成果
　幼児，児童，生徒の安全確保が図られ，地域での事件等は発生してい
ない。

【施策⑥】
　DVの早期発見や発生防止を図るため，講座やパネル展など啓
発活動を実施するとともに，阿南市配偶者暴力相談支援センター
やDV被害者等支援ネットワーク等関係機関との一層の連携を図
る。また，DV被害者の視点に立った相談・保護を実施し，自立
支援を促進するとともに，児童相談と連携し，DVのある家庭で
育つ子どもへの支援を図る。

■令和３年度取組
　DV防止啓発パネル展（阿南市役所，県立海部病院，阿南市人権フェス
ティバル）を開催し広報啓発を実施。R2年5月から拡充した相談体制
（DV電話相談の24時間化）や相談窓口についても広報周知した。
　南部圏域における関係機関との連携強化を図るため，「ＤＶ被害者等
支援ネットワーク研修会」を開催し，弁護士会，市町，母子生活支援施
設，学校，民間団体等，被害者支援に携わる関係者４４名が出席し，連
携を深めた。
■成果
　「ＤＶ被害者等支援ネットワーク研修会」の開催により，関係機関同
士の顔の見える関係性の構築ができた。
　DV家庭の母子について，児童相談や関係機関と必要な情報を共有し，
相談・保護・自立支援など連携して対応することができた。

■令和３年度取組
　各市町の要保護児童対策地域協議会（要対協）をはじめ，多くの関係
機関と連携及び情報共有をし，また，緊急性の高い児童については一時
保護を行い，子どもの安全を確保した。
■成果
　一時保護した児童の家庭復帰に向け，要対協の関係者が連携して支援
したため，家庭に戻ってからは安定した生活を送ることができている。
■新型コロナの影響
　要対協の開催回数は例年の半分程度となったが，関係者が個別に連絡
をとりあい支援を継続した。

【施策④】
　妊娠・出産・子育てまでの切れ目のない支援を行うために，要
保護児童対策地域協議会を中心とした関係機関との連携を密に
し，子どもの安全を最優先にした対応を図る。

（ウ）

（ウ）

（エ）

（エ）

23



評価 担　　当 DX ＧＸ

A 男女参画・人権課

●老人クラブ会員，保護者組織（ＣＳＴ）等による小学生の登下
校時の通学路の不審者対策及び交通安全のための見守り活動とあ
いさつ運動を実施する。

■令和３年度取組
　例年通り一宇ヶ丘学園前，各主要交差点等，保護者組織を含め老人会
のみなさまにも協力いただき実施。
■成果
　本年度も本町では不審者情報，交通事故等もなく見守りの成果として
出せている。

【施策⑧】
　配偶者等からの暴力の防止の視点に立って，若年層を対象に，
「デートDV防止セミナー」などの啓発を推進する。

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果

■令和3年度取組
　若年層を対象にデートＤＶやＤＶ等の防止に関して理解と関心を深め
てもらうために，中学校で「デートＤＶ防止セミナー」を開催した。
■成果
　ＤＶ防止についての理解が深まるとともに，若年層に対しデートＤＶ
防止を啓発できた。

牟岐町

市町名

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

（エ）
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２　世界を魅了する観光地域づくり

【プラン５】自然・文化・スポーツ等による新たな魅力の創造とレガシーの創出

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

'19登録 － － －

登録 ― －

4,000人 6,000人 － －

４,928人 612人 －

推進 推進 推進 開催

推進 推進 推進

5回 7回 9回 11回

5回 7回 9回

25%以上 25%以上 25%以上 25%以上

35% ― 57%
◎

来訪者の満足度（７段階評価中最高評価の割合）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　25%以上

－

(1) 地域の強みを活かした観光戦略の展開

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　DMOを核とした広域連携による観光の推進　　　　　　　　　　　　　　　 イ　文化資産の継承と新たな魅力の創造
ウ　ポストコロナ時代における誘客促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　スポーツツーリズムによる消費拡大
オ　国際スポーツ大会開催の機運醸成，レガシーの創出　　　　　　　　　　　カ　生涯スポーツの拠点づくり

プラン評価（評価部会委員）

　新型コロナウイルス感染症の影響により，渡航制限が実施されインバウンド需要が喪失するとともに，国内に
おいても感染拡大期には県境をまたぐ移動の自粛が求められる中，圏域内観光関連事業者の業と雇用を守るた
め，マイクロツーリズムや教育旅行をはじめとする国内需要の拡大にシフトするとともに，WITHコロナ・アフ
ターコロナを見据えた，「募集型企画旅行の造成・販売促進」を重点事業として取り組んだ。

一般社団法人四国の右下観光局の日本版ＤＭＯ法人への
登録
〈'17〉　－　→　〈'19〉　登録

南部圏域内における外国人の延べ宿泊者数（暦年）
〈'17〉　2,386人　→　〈'20〉　6,000人

ワールドマスターズゲームズ2021関西の競技開催に向
けた体制整備
〈'17〉　推進　→　〈'2２〉　開催

国際スポーツ大会開催への地元機運醸成に向けた「ス
ポーツ教室」等の実施（累計）
〈'17〉　1回　→　〈'22〉　11回

1回

推進

－

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

2,386人

'21(R3)達成度

－

－

－

◎
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主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

－ － 推進 開設

－ － 推進

推進 完成 － －

推進 完成 －

推進 概成 － －

推進 概成 －

評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
地域創生防災部

A 文化資源活用課

－

－

川口ダム湖畔におけるカヌー・ＳＵＰの拠点整備
〈'17〉  －　→　〈'22〉　開設

－ －

'21(R3)達成度

令和3（'21）年度実施状況及び成果
【施策①】
　「一般社団法人四国の右下観光局」と連携し，地域の合意形成
を図ることで，広域連携による旅行商品の造成や国内外に向けた
プロモーションに取り組む。

■令和３年度取組
・令和３年度においては，新型コロナウイルス感染症の影響により，イン
バウンド需要が喪失する中，アフターコロナにおける観光誘客の回復を見
据え，一般社団法人四国の右下観光局等と連携し，旅行商品の開発等を実
施した。
・観光情報サイトを活用した情報発信
・DMVを開業を契機とした誘客プロモーション
・DMVをフックとした周遊観光プロモーション
■成果
・DMVなど県南の観光資源のPRにより，観光客の増加につながった。
・観光情報サイトを充実することにより観光客の受入環境整備の推進が図
られた。

橘港小勝・後戸地区の緑地整備
〈'17〉　ソフトボール場2面供用　→　〈'20〉　レク
リエーション施設の概成

南部健康運動公園陸上競技場の整備
〈'17〉　工事施工中　→　〈'20〉　完成

ソフトボール場
2面供用

工事施工中

主要施策・主要事業

【施策②】
　「四国遍路」を将来の世代へ保存・継承していくため，四国他
県や関係団体と連携して，世界遺産登録を目指した取組みを加速
する。

■令和３年度取組
   国分寺，立江寺，薬王寺，恩山寺道の総合調査を実施するとともに，平
等寺と平等寺道が国史跡として追加指定された。また，Ｒ３年度「おもて
なし遍路道ウォーク」を世界遺産登録推進協議会事業として実施した。
■成果
　世界遺産登録に向け，札所寺院・遍路道の調査及び史跡指定が進捗する
とともに，地域と連携した遍路道保全の取組みにより，四国遍路の世界遺
産登録に向けた機運が醸成された。

（ア）

（イ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
地域創生防災部 ○

A
南部総合県民局
地域創生防災部 ○

A
南部総合県民局
地域創生防災部 ○

【施策⑤】
　県南の恵まれたアウトドアフィールドを活かし，スポーツツー
リズムによる消費拡大を図るため，スポーツイベントの経済効果
の拡大とスポーツ環境の魅力発信に取り組む。

主要施策・主要事業

■令和３年度取組
コロナ禍で大規模なイベント実施が難しい中，
・「四国の右下」ロードライド事業では，１市４町の魅力あふれる観光資
源や地域の店舗をサイクリングスポットに指定し，自転車で巡ってポイン
トを集めるスタンプラリー方式で実施。各スポットでは，２次元バーコー
ドによる観光紹介動画への誘導，ポイント上位者には特産品贈呈など，経
済効果の拡大と魅力発信に努めた。
・四国の右下が誇る海・サーフスポット，それらを存分に活かしたサー
フィンというスポーツを子どもたちに知ってもらうため，小中学生を対象
に「四国の右下サーフィン教室」を実施。その様子は徳島新聞や四国放送
で取り上げられた。
■成果
・ロードライド事業　約１か月間で80名を超える参加者　上位者には，
50か所以上のスポットを巡った参加者（11名）もいた。
・四国の右下サーフィン教室　県南部１市４町から満員となる20名の子
どもたちとその保護者が参加した。県サーフィン連盟や地元大学のサー
フィン部の10人が指導にあたった。
・多くの方々に，県南のスポーツ環境の魅力を発信できた。

【施策③】
　旅先の文化や歴史体験への参加ニーズの高まりを受け，「地域
のお祭り」や「伝統食」，「へんろ道」等の文化資産を題材にし
た体験プログラムなど，ここでしか体験できない付加価値の高い
体験プログラムを整備し，文化資産を観光資源として活用する。

■令和３年度取組
　県南の強みである「体験型旅行」や「教育旅行」を推進するため，令和
３年に「南阿波よくばり体験推進協議会」と統合し，受入体制を構築し
た。
また，付加価値の高い体験プログラムを開発した。
■成果
　「四国の右下」オリジナルの旅行商品として，実証実験を重ねてきた
「花火・宿泊プラン」の本格的商品化を行うとともに，県南の魅力を伝え
るガイドの養成を行った。
また，ワーケーション推進に向けた実証ツアーを実施した。

【施策④】
　ポストコロナ時代における県南への誘客を促進するため，旅行
者のニーズの変化に合わせた新たな観光コンテンツの開発や，
ワーケーションの誘致等に取り組む。

■令和３年度取組
　県南部において「地域」と「企業」の交流による地域課題の解決と関係
人口の拡大及び観光・宿泊業におけるビジネスプランの創出を図るため，
ワーケーション導入に関心のある企業を対象としたトライアルを実施し
た。
■成果
　県内企業と地域事業者を交えたキックオフミーティングを開催し，ワー
ケーションに関する理解促進を図るとともに，企業目線・受入地域目線の
双方からのトライアルプログラムに係る意見を聴取することができた。

令和3（'21）年度実施状況及び成果

（ウ）

（エ）

（イ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A スポーツ振興課 　

A
南部総合県民局
地域創生防災部
スポーツ振興課

A
南部総合県民局
地域創生防災部 ○

【施策⑥】
　南部健康運動公園等を活用し，社会人や学生の団体が行うス
ポーツ合宿を誘致する。

■令和３年度取組
　スポーツツーリズムによる交流人口拡大と地域活性化を図るため，「徳
島県スポーツコミッション」を核として，ワンストップ窓口の設置，ス
ポーツ合宿開催支援補助金の創設や県立スポーツ施設等を紹介するホーム
ページの開設等により，本県でのスポーツ資源や観光資源を生かした積極
的なスポーツ合宿の誘致活動を行った。
■成果
　南部健康運動公園（JAアグリあなんスタジアム，陸上競技場）や蛇王
運動公園野球場等のスポーツ施設の県内外に向けた情報発信等により，合
宿誘致を図り，県南部におけるスポーツツーリズムを推進した。

【施策⑦】
　ワールドマスターズゲームズ２０２１関西の実施競技となった
「トライアスロン」，「アクアスロン」，「カヌー（スラロー
ム）」，「サーフィン」において，市町及び関係機関と連携し，
大会の開催に向け情報発信や機運の醸成，大会運営に携わる人材
育成・組織づくりなどの受入態勢整備を進める。

■令和３年度取組
・再度延期されたワールドマスターズゲームズ2021関西（WMG）につ
いては，関係機関と緊密な連携を図りながら，テスト大会開催を計画し，
「トライアスロン・アクアスロン」，「カヌー（スラローム）」競技の大
会は新型コロナの影響により中止となったものの，「サーフィン」競技の
新型コロナ対策を講じたテスト大会（TSAカップ）を開催した。
・国際スポーツ大会開催などの効果を最大限享受するため，海外の現地旅
行会社とのオンラインセミナー及び商談会の開催など県南エリアのインバ
ウンド誘客促進に向けた取組を推進。
■成果
・感染症対策を講じた大会を計画・開催することにより大会運営等のノウ
ハウを獲得し，本番開催に向けた機運の醸成や，着実な準備・運営の推進
が図られた。
・海外の現地旅行会社との商談会開催により，県南エリアの観光コンテン
ツの魅力発信を図ったとともに，新たな観光プランの造成を促し，インバ
ウンド向けの県南エリアへの誘客促進につながった。

【施策⑧】
　トップアスリート等を講師とした実技講習会によるワールドマ
スターズゲームズ２０２１関西の出場機会の創出や，小学生を対
象としたサーフィンスクールの開催により，地域を巻き込んだ
「四国の右下」ならではのスポーツレガシーの創出を行う。

■令和３年度取組
　国際スポーツ大会の機運醸成及び次代のアスリート育成のため，地元小
中学生を対象とした「サーフィンスクール」を開催した。また，トップア
スリートの実技講習を受けることができるよう，トップアスリートによる
サーフィン講習会を実施した。
■成果
【サーフィンスクール】
・日程：２０２１年１０月３日
・参加者：２０名（子ども対象）
・講師：徳島県サーフィン連盟・徳島大学サーフィン部

【トップアスリートによるサーフィン講習会】
・日程：２０２１年１１月１４日
・参加者：２０名（５０歳以上対象）
・講師：プロサーファー　４名

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

（エ）

（オ）

（オ）
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評価 担　　当

A
南部総合県民局
地域創生防災部 ○

A 企業局

■令和３年度取組
・新型コロナウイルス感染症拡大により，海水浴場開設等すべて中止と
なったため，パトロールによる注意喚起を行った。
・若者同市の情報交換の場として，スケートボード場やあななんアリーナ
のPRを行った。
・第９回野球のまち阿南少年野球全国大会，第７回西日本５００歳野球大
会，第１回AnananCupをJAアグリあなんスタジアムで開催。合宿誘致
では，富山未来高校，京都大学，選抜出場の敦賀気比高校，丹生高校を受
け入れた。
■成果
・新型コロナウイルスの影響により海水浴場の開設は中止となり，集客は
行えなかったが，海自然の魅力情報発信に務めた。
・スケートボード場では3,752人，阿南市屋内多目的施設（あななんア
リーナ）では10,330人の利用があり，若者たちの交流が図られた。
・少年野球全国大会（２６チーム），西日本５００歳野球大会（２１チー
ム）AnananCup（１１２人）など，大会開催による県外からの宿泊誘
致のほか，ティーボールによる野球人口の底辺拡大を行った。

令和3（'21）年度実施状況及び成果
【施策⑨】
　ワールドマスターズゲームズ２０２１関西の開催に向け，「四
国の右下」で開催されるトライアスロン，カヌー，サーフィン，
軟式野球の参加者や家族等の誘客を促進するため，商談会に参加
するなど海外でのプロモーションを強化する。

【施策⑩】
　川口ダム湖畔を中心とした「スマート回廊」のにぎわい創出の
ため，カヌー・SUP等の湖面スポーツに親しめる環境整備を進め
る。

■令和３年度取組
　令和元年7月に策定した川口ダム湖畔活性化構想に基づき，令和3年11
月よりカヌー・SUP拠点整備事業である川口ダム自然エネルギーミュー
ジアム第２駐車場の護岸工事に着手した。
■成果
　「スマート回廊」のにぎわい創出のため，令和４年度のカヌー・ＳＵＰ
拠点の開設に向けた環境整備を実施している。

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果
●７月１日から8月下旬まで，海水浴場（北の脇海水浴場，淡島
海水浴場）の開設を行い，集客に努めるとともに観光地引き網事
業やあなんマリンフェスティバル事業への支援など，海自然の魅
力の情報発信に努める。また，若者同士の情報交換の場として，
市のイメージアップや若者層の定住人口増加をめざし，羽ノ浦健
康スポーツランド内のスケートボード場，阿南市屋内多目的施設
（あななんアリーナ）をＰＲし，多くの若者の交流を図る。

●西日本生涯還暦野球大会，西日本あかつき野球大会，野球のま
ち阿南少年野球全国大会，西日本５００歳野球大会等の開催充
実，阿南市屋内多目的施設（あななんアリーナ）を利用しての社
会人野球や大学野球部の合宿，県外高校野球合宿の誘致受入を行
う。また，野球と観光をセットにした「野球観光ツアー」の実
施，大会や情報発信などにより，周辺を含めた地域の活性化を図
る。

市町名

阿南市

主要施策・主要事業
■令和３年度取組
　令和2年度から四国運輸局，鳥取県及び兵庫県と連携し，国際スポーツ
大会などを見据え，関西圏における外国人旅行客の新たな滞在エリアの創
出に取り組んでいる。今和3年度はwithコロナ，アフターコロナにおいて
需用の高まりが予想されるFIT向け旅行商品を取り扱う海外現地旅行会社
を対象にオンラインセミナー及び商談会を開催。
■成果
　商談会を開催したことで旅行商品造成を促し，県南エリアへの誘客促進
につながった。
・参加者　日本側事業者：18社　海外現地旅行会社：１２社
・商談件数　102件

（オ）

（オ）

29



市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果 市町名

■令和3年度取組
　全般的にコロナの影響により，イベントはすべて中止になり，誘客活動
も低迷した。
・四国の右下観光局南阿波よくばり体験推進室が自然・マリンスポーツア
ウトドア・漁業体験・農林業体験・味覚体験・歴史文化体験等の受け入れ
として，教育旅行14校1,425人（547泊），広島・徳島など個人客は5
団体28人（14泊）を実施した。
・観光協会，観光ガイド会と連携した出羽島ガイド（9名）を実施した。
・観光協会，あんどんの会と連携したあんどん作り，紙漉き体験（65
名）を実施した。
・四国の右下観光局と連携して牟岐スタディツアー（19名）などを実施
した。
・観光協会と連携して，体験やツアーに併せて，昼食や弁当の斡旋を実施
した。（183名）
・コロナ対策として7/1～9/30（コロナ拡大により8/26～9/18は中
止した）に牟岐応援宿泊助成事業を実施し，1,577名の宿泊につながっ
た。
・コロナ対策として11/1～1/31（予算上限に達したため12/15で受付
終了）にもっと牟岐応援宿泊助成事業を実施し，1,013名の宿泊につな
がった。
■成果
　コロナの影響で各種イベントは中止となり認知度の増加を図る取り組み
は実施できなかったが，感染対策を徹底しコロナ過でも小規模な取り組み
は実施できた。

那賀町

牟岐町

●宿泊商品（民宿・旅館・民泊）・体験観光（サーフィン・ＳＵ
Ｐ・シャワークライミング・山登り・クルージング・あんどん体
験・かずら工芸・草木染他）・一次産業（農業体験：農業手伝
い・漁業体験：釣り，はえ縄，天草・林業体験：炭焼き体験，樵
木体験，狩猟体験）を自由に組み合わせて牟岐町を満喫していた
だく仕組みづくりを進める。

●南阿波よくばり体験が実施する教育旅行の取り組み拡充に努め
る。

●観光協会や観光ガイドの会と連携して出羽島（重要伝統的建造
物群保存地区）や遍路道などを活用した着地型観光プランメ
ニューを企画し，歴史的文化価値の継承や保存と経済循環を図
る。

●牟岐町の産物を他町の宿泊施設を備えた食事提供施設で，料理
提供と産品生産者の紹介を行い産品の販売拡大と牟岐町の認知拡
大を目指す。

●林業者の伝統を活かした「木頭杉一本乗り大会」を７月に開催
する。川口ダム湖でのカヌー，木製サップを活用した地域振興。
南つるぎ登山道の魅力情報発信に努める。

■令和３年度取組
　新型コロナウイルスの影響により，イベント等は中止になった。南つる
ぎ地域活性化協議会の活動を助成することにより，各種イベント開催や登
山道の整備活動，環境保全活動を行った。
■成果
　新型コロナウイルスの影響により，イベント等は中止になり，成果はだ
せなかった。南つるぎ登山道については，登山道の整備活動，環境保全活
動を通じ，登山道の魅力情報発信に寄与した。
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●漁業協同組合，JAかいふ，道の駅，商工会や観光協会等と連携
し，既存商品のブラッシュアップに努めると共に，美波ブランド
産品認証規定を検討し，その基準に沿った新たな産品の創出や
「美波の詰め合わせ」として推奨できる組み合わせ商品等の形成
に取り組む。

●商工会や観光協会が核となって取り組む物産のＰＲ活動や，県
内外の地域産品フェアへの参加，百貨店，商店街等での催事・見
本市等における販売促進事業の支援を行う。

●地域資源と既存の移住交流支援施設や体験施設を生かした着地
型観光（体験ツアー）を進めるとともに空き家，空き家店舗等の
利活用を模索し，よくばり体験拠点等を拡充する。

●道の駅日和佐のチャレンジショップ，イベント支援用付帯設
備，自転車ラック等を活用し誘客促進を図る。
　また，地元食材を用いた新商品の開発に取り組み，道の駅日和
佐や由岐ふれあいホール「ぽっぽマリン」などでの販売を行う。

●南阿波よくばり体験の取り組み拡充に努力するとともに，町内
農林漁家民泊の受入態勢，体験メニューや組織の充実等に取り組
む。

●人と自然のふれあいを大切に，桜街道・夢マラソンやひわさう
みがめトライアスロンの多くのアスリートを美波町に迎えて開催
し，美波町や南部圏域のアウトドアフィールドを知り，体感する
契機としてもらう。

●薬王寺門前の再生に当たっては，増加する外国人お遍路の滞在
時間，消費額の増加を目指して案内板の整備や話題性のある取り
組み，魅力ある店舗の誘致や開業支援等に取り組む。

●うみがめ博物館の機能強化を図り，うみがめ保護活動等を学
び，エコツーリズムの拠点施設とすることで美波町来訪者の増加
と回帰率の向上を目指す。

■令和３年度取組
・漁業協同組合，JAかいふ，道の駅，商工会や観光協会等と連携し，既
存商品のブラッシュアップに努めると共に，美波ブランド産品認証規定を
検討し，その基準に沿った新たな産品の創出や「美波の詰め合わせ」とし
て推奨できる組み合わせ商品等の形成に取り組む準備を行う。
・コロナウイルス感染症の拡大に伴い，地域産品フェアへの参加が出来て
いない。
・令和３年度は，新型コロナウイルス感染症まん延防止のため，教育旅行
がキャンセルとなった。四国の右下観光局との統合に向け，これまで教育
旅行受け入れ等の活動のなかった阿南市，那賀町と協議しコロナ収束後の
受け入れ態勢強化について検討した。
・毎年大勢の参加者で賑わう桜街道・夢マラソン及びひわさうみがめトラ
イアスロンであるが，令和３年度は，新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため大会が中止となった。今後は，コロナ対策を実施した大会の開催に
ついて検討を進める。
・門前町の再生については，藍庵に続く空き家活用として桜屋の活用者を
決定した。また3軒目となる空き家の改修工事を行った。桜町通りに面す
る建物で地域の建築的特徴を残す物件を美波遺産として認定し，銘板設置
の追加設置を行ない，門前町通りを歩いていただく仕掛け作りを行った。
・うみがめ博物館については，改修工事のための設計業務を実施した。
■成果
令和３年度末をもって南阿波よくばり体験推進協議会は四国の右下観光局
との統合により教育旅行受け入れ部門と位置付けられ，将来は阿南市，那
賀町も含めた幅広い体験メニューの提供が可能な環境が整った。
　

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果 市町名

美波町

海陽町

●「海部川風流マラソン」の開催，「まぜのおかオートキャンプ
場」・「海陽町海洋自然博物館」での各種イベント・行事を拡
充・充実し，交流人口の拡大を図る。

●「蛇王運動公園（野球場）」における四国アイランドリーグ等
の大会開催を誘致する。

■令和３年度取組
　第14回海部川風流マラソンについては，コロナウイルス感染症の影響
により，オンラインマラソンとして令和４年１月３1日から令和４年２月
2０日の間で開催。
■成果
　第1４回海部川風流マラソン　参加者数６７３名，完走者数５８９名，
完走率８7.5％
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【プラン６】国内外に向けた魅力発信の強化

プラン評価（事務局案） 要注視

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

－ － 40本 40本

－ － 23本

－ － 150,000回 300,000回

－ － 197,673回

－ － 100回 100回

－ － 707回

－ － 8,000人 9,000人

－ － 9,438人

評価 担　　当 DX ＧＸ

B
南部総合県民局
地域創生防災部 ○

○ ○

○

○

○

'21(R3)達成度

◎

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

◎

◎

プラン評価（評価部会委員）

　四国の右下の観光誘客の拡大を図るため，SNSを運用した情報発信や観光情報サイト「四国の右下観光局」の
多言語化に加え，英語版SNSの運用，映像コンテンツの海外向け広告の実施などにより，インバウンド需要の回
復を見据えた県南部の魅力発信が図られた。
　また，川口ダム湖畔を中心としたスマート回廊の魅力発信のため，ＩＣＴ授業やＶＲによるダム・発電所の施
設見学を実施し，体験者数の目標を達成することができた。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果
【施策①】
　四国の右下の「観光情報」や「人の魅力」を効果的に発信する
ため，地域の事業者等を巻き込み「YouTube」等を活用した動
画での情報発信に取り組む。

■令和３年度取組
　徳島県公式YouTubeチャンネル「みぎアゲＴＶ」において動画コンテ
ンツの制作により，四国の右下の観光や体験，自然文化など地域資源の魅
力発信に取り組んだ。
■成果
　動画コンテンツの制作及び情報発信により，アフターコロナを見据えた
観光需要回復を見据えた，県南部の魅力発信につながった。

「川口エネ・ミュー」におけるバーチャルコンテンツ体
験者数
〈'19〉 －　　→　〈'22〉 9,000人

－

YouTubeチャンネル「みぎアゲＴＶ」への動画投稿本数
（年間）
〈'19〉　－　 →　〈'22〉 40本

YouTubeチャンネル「みぎアゲＴＶ」の年間総再生回数
〈'19〉 －　　→　〈'22〉 300,000回

英語版SNSによる投稿回数
〈'19〉 －　　→　〈'22〉 100回

△

－

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　デジタル技術の活用によるプロモーションの強化　　　　　　　　　　　　イ　「スマート回廊」における先端技術・科学体験の展開

－

－

（ア）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
地域創生防災部 ○

A
南部総合県民局
地域創生防災部 ○

A 企業局 ○ ○

主要施策・主要事業

【施策④】
　「スマート回廊」の魅力発信のため，「川口エネ・ミュー」と
その周辺施設が連携し，ニューノーマルに対応したオンラインに
よるＩＣＴ授業や，ＶＲによるダム・発電所の施設見学，Ｙｏｕ
Ｔｕｂｅ「川口エネ・ミューチャンネル」による動画配信等に取
り組む。

■令和３年度取組
　自然エネルギーに関するＩＣＴ授業を実施し，東京や大阪など全国１３
都府県の小中学生等６３名が受講したほか，ＶＲによるダム・発電所の施
設見学では588名の利用者があった。また，「川口エネ・ミューチャン
ネル」での動画配信を随時行うとともに，出前授業（アウトリーチ）や
「自然エネルギー探検隊」，「秋の間伐体験」等のイベントを実施した。
■成果
　以上の取組により，川口エネ・ミューを核とした科学技術による人材育
成や，川口ダム湖畔を中心としたスマート回廊の魅力発信を行った。

令和3（'21）年度実施状況及び成果
■令和３年度取組
   外国人地域おこし協力隊による英語版SNSにより，県南部の観光地や
体験などの魅力を発信した。
■成果
　英語版SNSにより，インバウンド需要回復を見据た，県南部の魅力発
信につながった。
　英語版SNSアカウント「Deep South Tokushima」
　【令和3年度実績】
　　※投稿回数は記事投稿，ストーリーズ投稿回数を含む
　　Facebook　  記事投稿　353本
      Instagram　記事投稿　354本

■令和３年度取組
　一般社団法人四国の右下観光局のホームページにおいて，徳島県南部エ
リアに位置する観光地やレジャー体験情報を網羅的に整理し，関連サイト
のリンクを掲載するなど，利便性の高いサイトの運用を行った。
　また，令和３年１２月に本格運用が始まったDMVの特設サイトを設
け，長期の団体予約を受け付けるなど，オリジナルコンテンツ（独自性）
を持たせたWebページの導入を行った。
■成果
　SEO対策等を踏まえたサイト運営を行ったことで，「四国の右下」に
関する広報の効果拡大が図られた。

【施策②】
　ＦＩＴ（海外への個人旅行）誘客を促進するため，「四国の右
下」の自然・伝統文化・体験など，ＦＩＴ層に訴求力の高いコン
テンツをＳＮＳ等で発信する。

【施策③】
　効果的なインターネット広告の配信やＳＥＯ対策等，デジタル
マーケティングによる広報戦略の効果拡大に取り組む。

（ア）

（ア）

（イ）
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牟岐町

美波町

市町名

那賀町

阿南市

●ＡＭＡ（Ａ阿南市，Ｍ室戸市，Ａ安芸市）を広くアピールする
ために，「新しい生活様式」を取り入れた広域観光ルートの開発
や旅行会社，雑誌社に対して観光及び特産品等の情報発信を行
う。また，定住自立圏観光圏を形成して，圏域の魅力等を紹介す
る。

●道の駅公方の郷なかがわ，光のまちステーションプラザでの観
光パンフレットの配布及び映像施設を利用した観光情報の発信，
YouTubeによる動画配信サイトの利用，ＡＭＡ（あま）ナビ等
による動画情報の発信を行うとともに，ＡＭＡ観光ＰＲイベント
の実施により，四国東南部への集客を図る。

■令和３年度取組
　新型コロナウイルス感染症拡大により，AMA地域の交流，関西圏での
PRは実施できなかった。
　道の駅公方の郷なかがわ，光のまちステーションプラザでの観光パンフ
レットの配布，AMAナビによる情報発信を行った。
■成果
　新型コロナウイルスの影響により，AMA地域の交流活動は実施できな
かったが，道の駅や光のまちステージョンプラザでのパンフレットの配布
やAMAナビ，観光協会HPを活用した情報発信を行った。

令和3（'21）年度実施状況及び成果

■令和３年度取組
　土佐街道及び古道の利活用を目指し，現地調査及びルート選定を行っ
た。
■成果
　土佐街道及び古道の利活用については，現地調査及びルート選定や案内
看板の設置等を行った。

●地域に埋もれている歴史文化資源を観光プロダクトとして掘り
起こし，地域の魅力として発信する。

●外国人歩き遍路に人気の高い古道（遍路道）の利活用を進め
る。

●ワールドマスターズゲームズ２０２１関西の開催を機に，美波
町に訪れる外国人に対して観光プロダクトを販売する。

市・町関連施策

●那賀町「徳島ドローン特区」として，那賀町の山，谷，川，ダ
ム，豊かな自然を活用した空撮アテンドのワンストップサービス
の実施やドローンマップを活用したコンテストを開催し，集客を
図る。

■令和３年度取組
　町内のドローンフライトスポットをまとめた「那賀町ドローンマップ」
のデジタルアース版をインターネット上に公開し，空撮アテンドを民間企
業がワンストップサービスとして実施している。ドローンマップの増刷。
■成果
　令和３年度から令和４年度にかけて動画・静止画コンテストを実施中。

●牟岐町の自然や産業など，魅力を町外へ発信することにより，
関係人口の増加を目指すとともに，教育や文化，産業の新たな発
見と充実をめざし地域の活性化を図る。

●牟岐町に特化したソーシャル情報プラットフォーム（牟岐町ア
プリ）により，ユーザー登録すると自動的に牟岐ふるさと会員に
なり，牟岐町の様々な情報を受け取れるシステムを構築した。関
西・関東を中心に牟岐町ゆかりの方の加入を進め，牟岐町に興味
を持っていただいた方等にも魅力情報発信を行う。

■令和３年度取組
   移住定住ウェブサイト「ＭＵＧＩＺＩＮＥ」では牟岐に関係する魅力あ
る移住者等を牟岐人記事として5件，牟岐人アプリでは様々な牟岐町に関
する情報を２2件，出羽島「おいでってば」ＨＰに５件のオフィシャルと
して新たな記事を掲載した。
■成果
　令和４年4月～令和５年3月の期間に，移住手住ウェブサイト「ＭＵＧ
ＩＺＩＮＥ」に新規2385人，出羽島「おいでってば」ＨＰ新規記事に約
38,609件アクセスがあり牟岐人アプリでは年間46人が新規登録した。
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海陽町

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果 市町名
●「まぜのおかオートキャンプ場」・「蛇王運動公園」・「B＆
G海南海洋センター」などの複合的スポーツ・レジャー施設の機
能を最大限に利用した，企業・大学などのイベント・スポーツ合
宿等の積極的な誘致活動やＰＲ活動を行う。

●町のキャラクター「ふるるん」を用いて県内外のイベント等に
積極的に参加し，海陽町の魅力等のPRを行う。

●地域に埋もれている歴史的・文化的・自然的資源を掘り起こ
し，地域の魅力として発信し，観光資源につなげる。

■令和３年度取組
　R1.8.30 インスタグラム海陽町公式アカウント「slow_life_kaiyo」を
開設し，当アカウントを利用し，情報発信力を強化。また，旅行雑誌「る
るぶ」とタイアップし，ＤＭＶを主体に海陽町の既存の観光コンテンツ等
と合わせ，地域の魅力として発信した。
■成果
　R３.3月末フォロワー1,382人　➡　R４.3月末フォロワー1,630人
（２４８人増）
　世界初となるＤＭＶの経済効果を波及させ地域活性化の一助とすること
ができた。
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【プラン７】ストレスフリーな旅行環境の整備

プラン評価（事務局案） 要注視

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

25%以上 25%以上 25%以上 25%以上

35% － 57%

評価 担　　当 DX ＧＸ

B
南部総合県民局
地域創生防災部 ○

　

'21(R3)達成度

◎

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

　一般社団法人四国の右下観光局において事業者向けのおもてなしセミナーの開催や，緊急時の防災・避難マッ
プや受入側施設向けの指差しシートなどの効果検証を行うセミナーの開催を予定していたが，新型コロナウイル
スの感染拡大の影響により，中止となった。しかし，過去に作成・整備した成果物等は継続的に活用しており，
インバウンド受入環境の維持が図られた。
　また，県管理道路の道路標識について，多言語表記の改善や英語表記の見直し等を実施し，外国人旅行者の利
便性を向上させた。

【施策①】
　旅行者の多くはインターネットを通じて地域ならではの食や体
験，宿泊などの情報を入手するため，無料Wi-Fi（無料公衆無線
ＬＡＮ）の整備や利用場所を周知する取組を推進します。

■令和３年度取組
　一般社団法人四国の右下観光局において，アフターコロナを見据えたイ
ンバウンドの最新動向や受入環境整備のためのおもてなしセミナーの開催
を計画していた。
■成果
　新型コロナウイルスの感染拡大の影響により，セミナーは中止となっ
た。

プラン評価（評価部会委員）

－
来訪者の満足度（７段階評価中最高評価の割合）〈再
掲〉
〈'17〉　－　→　〈'22〉　25%以上

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　無料Wi-Fi，他言語表記の整備促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　キャッシュレス決済，手ぶら観光の普及促進

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

（ア）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
地域創生防災部
県土整備部

B
南部総合県民局
地域創生防災部 ○

A
南部総合県民局
地域創生防災部

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

【施策③】
　旅行者が買い物しやすい環境を提供し「四国の右下」での消費
を促進するため，観光施設や店舗でのキャッシュレス決済の導入
を推進する。

■令和３年度取組
　一般社団法人四国の右下観光局において，インバウンドの最新動向と
キャッシュレス化等のインバウンド受入環境整備に関するセミナーの実施
を計画していた。
■成果
　新型コロナウイルスの感染拡大の影響により，セミナーは中止となっ
た。
　

【施策④】
　歩き遍路の方々が荷物なく手軽に「四国の右下」を楽しむこと
ができるよう手ぶら観光を推進する。

■令和３年度取組
　徳島県の「手ぶら観光サービス」に南部圏域では，継続して11施設が
対象施設に登録されたほか，（一社）四国の右下観光局において，外国人
旅行者おもてなしマニュアルや指さしシートを作成し，インバウンドの受
入環境を整備した。
■成果
　歩き遍路をはじめとする観光客の周遊促進や利便性向上が図られた。
　「手ぶら観光サービス」の取扱店舗については，昨年度に引き続き１１
施設で行うことができた。

【施策②】
　旅行者が「四国の右下」を訪れた際，観光地としての魅力を十
分に伝えるため，旅行者にとって分かりやすい観光・地点案内表
示など多言語表記の整備を促進します。

■令和３年度取組
　一般国道１９５号の道路標識について，多言語表記の改善を実施した。
　県道に設置されている観光案内標識の英語表記について，整合を図るた
め，表記の修正を行った。
■成果
　道路標識の多言語表記により，外国人旅行者の利便性向上が図られた。
　各道路管理者間や観光パンフレット，国土地理院作成の地図との英語表
記等と整合が図られ，外国人旅行者に対し，混乱がなくわかりやすい案内
標識となった。

（ア）

（イ）

（イ）
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市町名令和3（'21）年度実施状況及び成果

●外国人観光客誘致促進のため，ホームページ，パンフレットの
多言語化，観光案内所への通訳者の配備，Ｗｉ-Ｆｉ環境整備，
多言語案内板整備を実施する。

●ワールドマスターズゲームズ２０２１関西を見据え，様々な関
係者と連携を強化し，外国人対応力の向上に努める。

●増えている欧米系の外国人お遍路のニーズ（ベジタリアン，
ビーガン）に対応出来るよう，町内飲食店と連携を図る。

●観光案内所における外国人旅行者の災害時のおける携帯電話等
の充電，災害情報の伝達環境，外国語表記の津波避難マップ等を
整備し，安心して旅行できる環境を整える。

美波町

市・町関連施策

牟岐町

■令和３年度取組
・外国人向け観光プロダクト開発事業を実施した。
・毎月発行の町広報誌に外国語の日常会話を掲載し住民へ啓発を行った。
・外国人観光客用に観光案内所に英語対応のできるスタッフの配置を行っ
た。
・門前町商店街組合を設立し，門前町の商店街の連携と活性化を図った。
■成果
・長引く新型コロナウイルスの影響により，外国人の来訪者は減少し，各
種イベントが中止になるなど，想定したほどの外国人の誘致は見込めな
かった。
・毎号の掲載を楽しみにしている住民の声も聞かれ，啓発が図られてい
る。
・薬王寺門前町商店街組合の事業として，かわら版の発行，スタンプラ
リー，体験学習や視察研修などの事業を実施した。

●牟岐町アプリの登録を推進することにより，カテゴリーごとに
町内の多言語化された情報を受けることが可能となる。

●観光施設等でのＷｉ-Ｆｉ環境整備の推進を図る。

●牟岐町の遊び，食，宿泊などの体験ツアーを実施し，食だけで
なく体験観光と合わせた交流事業を実施する。

■令和3年度取組
  牟岐人アプリのメニュー選択は一部を除き多言語に対応しているが，掲
載された情報は多言語化されていないため今後の課題。
■成果
　現在２４６人が登録している。（昨年度より45名増加）

■令和３年度取組
　モラスコむぎを改修し，コワーキングスペースを設け，Ｗｉ－Ｆｉ環境
を整備した。
■成果
　令和３年度から運用開始。

■令和3年度取組
　観光協会，四国の右下観光局と連携して，体験ツアー等を実施した。
■成果
・四国の右下観光局南阿波よくばり体験推進室が自然・マリンスポーツア
ウトドア・漁業体験・農林業体験・味覚体験・歴史文化体験等の受け入れ
として，教育旅行14校1,425人（547泊），広島・徳島など個人客は5
団体28人（14泊）を実施した。
・観光協会，観光ガイド会と連携した出羽島ガイド（9名）を実施した。
・観光協会，あんどんの会と連携したあんどん作り，紙漉き体験（65
名）を実施した。
・四国の右下観光局と連携して牟岐スタディツアー（19名）などを実施
した。
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■令和３年度取組
　海陽町総合観光パンフレットを作製，及び観光案内板の整備
■成果
　海陽町総合観光パンフレットを制作し各施設へ配布。
　観光情報の発信や観光地への案内看板設置等の整備を図った。

市町名市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果

海陽町

●町内の観光スポット・宿泊施設・飲食店案内のパンフレット等
を作製し，道の駅等で配布するとともに，ホームページに掲載す
る。また，外国語版のパンフレット作成について検討する。
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(２) 交流が広がる交通体系の構築
【プラン８】道路ネットワークの整備促進

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

促進
部分供用 部分供用

促進 部分供用 部分供用

促進

促進 促進 促進

促進

促進 促進 促進

事業着手　促進

事業着手　促進 促進 促進

4車線化完成　促進

4車線化完成　促進 促進 促進

促進

促進 促進 促進

ア　四国横断自動車道，阿南安芸自動車道の整備促進　　　　　　　　　　　　　　　イ　一般国道，県道等の整備促進

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

一般国道55号阿南道路の整備
〈'17〉　那賀川大橋周辺2.1kmの4車線化工事施工中
→
〈'22〉　一般国道195号から橘町青木（一般国道55
号）

那賀川大橋周辺
2.1kmの4車線化工

事施工中

工事施工中

－

－

－

　四国横断自動車道の徳島JCT～阿南間について，用地買収及び工事を促進し，徳島ＪＣＴ～徳島沖洲間が供用
された。
　阿南安芸自動車道の桑野道路については，用地買収，調査設計及び工事を，福井道路については，用地買収，
調査設計をそれぞれ促進した。また，海部野根道路については，調査設計を促進した。
　一般国道５５号の阿南道路については調査設計，牟岐バイパスについては調査設計及び工事をそれぞれ促進し
た。
　阿南勝浦線，阿南小松島線，一般国道１９３号，１９５号などの主要幹線道路において，用地買収及び拡幅工
事等を実施した。
　いずれも,事業計画の達成に向け,順調に進捗している。

用地取得促進

用地取得促進

調査中

一般国道55号牟岐バイパスの整備
〈'17〉　工事施工中　→　〈'22〉　工事促進中

四国横断自動車道（徳島JCT～阿南）の整備
〈'17〉　工事施工中　→　〈'22〉　工事促進中
(<'20>部分供用　徳島沖洲～徳島津田間）
(<'21>部分供用　徳島JCT～徳島沖洲）

阿南安芸自動車道（桑野道路）の整備
〈'17〉用地買収促進中　～　〈'22〉　工事促進中

阿南安芸自動車道（福井道路）の整備
〈'17〉　～　〈'22〉　用地買収促進中

阿南安芸自動車道（海部野根道路）の整備
〈'17〉　調査中　→　〈'22〉　用地買収促進中

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

工事施工中

'21(R3)達成度

◎

－

－
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主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

推進

推進 推進 推進

推進

推進 推進 推進

推進

推進 推進 推進

評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

A
南部総合県民局
県土整備部

－

－

－

令和3（'21）年度実施状況及び成果

'21(R3)達成度

【施策①】
　近畿及び四国内の交流基盤となる四国横断自動車道（徳島ＪＣ
Ｔ～阿南間）の整備を促進する。

■令和３年度取組
　徳島JCT～阿南間について，用地買収及び工事を促進し，徳島JCT～
徳島沖洲間が供用された。
■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

【施策②】
　高規格幹線道路と一体となって，高速交通ネットワークを形成
する地域高規格道路である阿南安芸自動車道（桑野道路，福井道
路，海部野根道路）の整備を促進する。

■令和３年度取組
　桑野道路について，用地買収，調査設計及び工事を促進した。
　福井道路について，用地買収及び調査設計を促進した。
　海部野根道路について，調査設計を促進した。
■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

【施策③】
　一般国道５５号阿南道路那賀川大橋周辺２．１ｋｍの４車線化
工事及び一般国道１９５号から一般国道５５号（橘町青木）まで
の間の整備を促進する。

■令和３年度取組
　一般国道１９５号から一般国道５５号（橘町青木）までの間の調査設計
を促進した。
■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

阿南ICへの追加ランプ設置（阿南勝浦線）
〈'17〉　調査設計中　→　〈'22〉　工事推進中

阿南安芸自動車道（海部野根道路）の整備と合わせた宍
喰地区地域防災公園へのアクセス道路の整備（久尾宍喰
浦線）
〈'17〉　調査設計中　→　〈'22〉　工事推進中

調査設計中

調査設計中

主要地方道阿南小松島線　持井工区の整備
〈'17〉　用地買収中　→　〈'22〉　工事推進中

用地買収中

■令和３年度取組
　牟岐バイパスの調査設計及び工事を促進した。
■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

【施策④】
　一般国道５５号牟岐バイパスの整備を促進する。

【施策⑤】
　阿南安芸自動車道の整備効果を県南部に波及させる阿南勝浦線
などの関連道路，地域間交流の促進や防災力の強化，渋滞緩和等
に寄与する一般国道１９３号，一般国道１９５号，阿南小松島線
などの主要幹線道路の整備を推進する。

■令和３年度取組
　阿南勝浦線，阿南小松島線，一般国道１９３号，１９５号などの主要幹
線道路において，用地買収及び拡幅工事等を実施した。

■成果
　事業計画の達成に向け，順調に進捗した。

主要施策・主要事業

（ア）

（ア）

（イ）

（イ）

（イ）
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市町名

海陽町

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果
●｢四国の８の字ネットワークのミッシングリンクの解消｣に向
け，平時の救急救命や災害発生時における｢命の道｣として必要な
｢海部野根道路｣について，早期事業化を関係町・県と連携し，国
に要請する。

●｢海部野根道路｣について，地元関係者による「地域対策協議会」，国・
県・町で協議を行い，「日比原・馳馬地区」との調印式が開催された。他
の地区についても順次進めていく。海部～牟岐間については，要望活動を
引き続き行い，新規事業化に向けて取り組んでいく。
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【プラン９】次世代に向けた新たな地域公共交通ネットワークの構築

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

策定 － － －

策定 － －

開発準備 開発・推進 推進 推進

開発準備 開発・推進 開発・推進

推進 推進 導入 －

推進 推進 導入

－

－

◎

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　令和３年１２月２５日に世界初の本格営業運行を開始した車両自体が観光資源であるＤＭＶが南部圏域の観光
振興の起爆剤として期待される中，（一社）四国の右下観光局や阿佐海岸鉄道（株）と連携しながら，「あさ
チェン推進会議」を中心とし，ＤＭＶを活用した滞在型コンテンツの造成，沿線マップ等，魅力ある観光コンテ
ンツの開発に取り組んだ。

「次世代公共交通ビジョン」の策定
〈'17〉　－　→　〈'19〉　策定

'21(R3)達成度

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ＤＭＶを活用した観光コンテンツ
〈'17〉　－　→　〈'22〉　推進

阿佐東線へのＤＭＶ導入
〈'17〉　－　→　〈'21〉　導入

－

－

－

ア 「次世代地域公共交通ビジョン」の策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　DMVや鉄道等のイベントによる新たな人の流れの創出
ウ　DMV導入に向けた施設等整備
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A

南部総合県民局
地域創生防災部
次世代交通課
海陽町

A
南部総合県民局
地域創生防災部

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果
【施策①】
　「革新的な公共交通ネットワーク」の構築に向け，多様な担い
手によるモーダル・ミックスを中心に，まちづくりと連携した交
通網を形成し，利用者の増加につながる好循環を生み出せるよ
う，未来に向けた「地域公共交通の羅針盤」として「次世代地域
公共交通ビジョン」を策定する。また，国・県・市町村，バス・
鉄道事業者で構成する「徳島県生活交通協議会ワーキング部会」
において，「公共交通の最適化」に向けて取り組む。

■令和３年度取組
　令和３年１２月２５日に車両自体が観光資源である，世界初のDMV本
格営業運行が開始され，JR牟岐線を含む地域公共交通の利用が促進され
た。
　また，アフターコロナを見据え，インバウンドを含む旅行者の受け入れ
も視野に入れた利用者の利便性向上を図るため，西日本で初となる，市町
村が運営するコミュニティバスを含む県内すべての路線バス情報のオープ
ンデータ化を実施した。
　さらに，ビジョンで示されている「持続可能な公共交通ネットワークの
構築」を目的として，特に，県民にとって一番身近な移動手段である「幹
線系統バス」に主眼を置いた「徳島県地域公共交通計画（案）」の策定に
着手した。
■成果
・世界初となるDMVの本格営業運行を開始
・バス情報のオープンデータ化（那賀町，美波町，海陽町）

【環境整備】
・バス停の環境整備　4か所（那賀町）

【施策②】
　（一社）四国の右下観光局や（株）阿佐海岸鉄道など関係機関
と連携し，観光周遊ルートづくりをはじめとするＤＭＶを活用し
た魅力ある観光コンテンツを開発する。

■令和３年度取組
　（一社）四国の右下観光局や阿佐海岸鉄道（株）と連携しながら，「あ
さチェン推進会議」を中心とし魅力ある観光コンテンツの開発に取り組ん
だ。
※あさチェン推進会議
　（一社）四国の右下観光局を事務局とし，県南エリアに加え高知県東洋
町の商工会や観光協会，地域の観光・宿泊事業者などをメンバーとし，Ｄ
ＭＶを活用した観光コンテンツの開発等に取り組む。取組内容ごとに部会
を設けており，具体的には「観光戦略部会」においては宿泊プランやツ
アーの造成，「お土産飲食部会」においては食事やお菓子，弁当等の開
発，「沿線マップ作成部会」においては沿線マップの作成を行う。
■成果
　DMVを活用した観光コンテンツの開発
・JTBキャンペーンでのツアー造成
・全国旅行業協会のツアープランニング
・ピッパシェアサイクル活用の沿線周遊
・宍喰駅裏フラワーワーク造成
・DMVグッズの開発，販売

（ア）

（イ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

B
南部総合県民局
地域創生防災部
次世代交通課

A

南部総合県民局
地域創生防災部
次世代交通課
海陽町

●７５歳以上の高齢者及び運転免許自主返納者を対象としタク
シー料金助成制度継続，また，徳島バス南部への補助を継続する
ことで，地域住民の生活交通の確保を図る。

●日常的な交通体系の整備にあわせ，観光的な交通体系（レンタ
ルサイクリング）を模索・検討する。

■令和３年度取組
　高齢者のタクシー利用料金助成制度の継続，徳島バス南部への補助を継
続し，住民の生活交通の確保を図った。
■成果
　配布率　５６．０％（うち使用率　４１．４％）

■令和３年度取組
　無料期間のピッパシェアサイクルを使って実証した。
■成果
　観光客目線では利用したいという意見が多かったが，料金と電動自転車
ではないため走行性に不満があった。

●運行事業者である徳島バス（株），徳島バス阿南（株）と協働
し，持続可能な交通体系を構築する。

●既存の交通モードにとらわれない，交通手段の確保に向けた検
討を行う。

■令和３年度取組
　交通事業者，学識経験者，利用者等で構成する阿南市地域公共交通活性
化協議会を設置し，新たな地域公共交通のあり方について，市民を始めと
する多様な担い手による新たな交通モードの導入も視野に入れた移動手段
の確保等について議論し，「阿南市地域公共交通計画」の策定に向け，協
議を行った。
■成果
　阿南市地域公共交通活性化協議会　３回開催

【施策③】
　阿佐東線に２０２１年導入予定のＤＭＶ等を活用し，中学校の
総合学習，各種イベントによる利用促進と地域のにぎわいづくり
に取り組む。また，四国の右下５５フリー切符等の企画切符につ
いても，各種イベントでのＰＲにより，利用促進を図り，観光振
興に繋がるよう取り組む。

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果

阿南市

牟岐町

市町名

■令和３年度取組
　DMVを活用した着地型旅行商品の企画，開発，販売促進や体験型旅行
の誘致，受入体制の整備を行った。
■成果
　コロナの感染拡大により当初計画していた中学校の総合学習，各種イベ
ントは中止となった。
また，R3年２月に発売された「四国の右下５５フリー切符」について
も，当面の期間は使用できなくなった。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

【施策④】
　阿佐東地域へ，国が一定の評価を示し実用化が可能となったＤ
ＭＶの導入や鉄道活性化に向けた取組みを促進する。

■令和３年度取組
DMOと阿佐海岸鉄道と連携し観光誘客の拡大に取り組んだ。
■成果
・DMOによるDMV団体旅行者の受付
・DMVグッズの開発，販売

（イ）

（ウ）
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●人口減少が進む現状において，関係町・県と連携し，持続可能
なJR・阿佐海岸鉄道・徳島バス南部・町営バス等の公共交通ネッ
トワークの再構築を検討する。

■令和３年度取組
　令和3年12月25日に阿佐海岸鉄道(株)のＤＭＶが本格営業運行し，地
域公共交通を観光面からも支えるモデルと地域の活性化を図る事業とし
て，徳島県，沿線自治体と連携して，阿佐海岸鉄道(株)を支援。
町営バスについても地域公共交通会議で要望事項を検討。
■成果
　世界初のＤＭＶ本格運行に伴い，新たな人の流れができることでＪＲ・
徳バス南部・東部交通等への相乗効果をコロナ収束後に期待。

●２系統化し利便性を高めた美波病院連絡バスを維持するととも
に，拡充した高齢者タクシー助成事業を引き続き実施し，住民の
生活交通の確保と美波町の交通体制の構築を図る。

■令和３年度取組
　病院連絡バス，高齢者タクシー助成事業の維持継続。
■成果
　病院利用者，高齢者の交通手段の確保が図られた。

美波町

海陽町

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果 市町名
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３　成長産業化による豊かな地域づくり
(1) 地域産業の担い手の育成と確保
【プラン１０】次代を担う人材の育成

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

4件 8件 12件 16件

５件 ７件 13件

101人 116人 131人 146人

10３人 111人 135人

20人 24人 28人 32人

１７人 19人 26人

70人 80人 90人 100人

7１人 81人 97人

30件 40件 50件 60件

3１件 38件 47件

○

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　創業人材の育成・誘致　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　観光人材の育成
ウ　新規就農者の育成と自立支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　若手林業グループや「林業アカデミー」等と連携した担い手の育成
オ　「漁業アカデミー」等と連携した担い手の育成

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　農業関係では，農業次世代人材投資事業の活用や，「きゅうりタウン構想」「けんなんニューファーマー育
成講座」など，就農前後のサポートを充実強化したことで，24名の新規就農者を育成した。「きゅうりタウン
構想」の取組みでは，海部きゅうり塾生の計画的な獲得ができなかったものの７名が新たに就農し，累計26名
が栽培を開始したことで，産地の担い手確保が図られた。
　また，林業関係では，「緑の雇用」事業の活用や，充実した林業就業体験や林業技術研修を実施した結果，
担い手の確保・育成が進んだ。「とくしま林業アカデミー」での即戦力となる人材の育成や那賀高校「森林ク
リエイト科」，徳島大学「生物資源産業学部」など教育機関が充実したことにより，さらに担い手の確保が期
待できる。
　さらに，水産関係では，「とくしま漁業アカデミー」や就業間もない青年漁業者の経営安定化に向けた支援
等を行うことで，浜を支える意欲ある担い手の育成・確保が進んだ。

観光人材を育成するための講座・研修の実施（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　16件

新規就農者数（累計）
〈'17〉　72人　→　〈'22〉　146人

施設キュウリ栽培における新規就農者数（累計）
〈'17〉　9人　→　〈'22〉　32人

新規林業就業者数（累計）
〈'17〉　55人　→　〈'22〉　100人

小中高校に対する森林・林業学習の実施（累計）
〈'17〉　10件　→　〈'22〉　60件

ー

72人

'21(R3)達成度

◎

10件

9人

55人

◎

◎

◎

◎
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主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

85人 96人 107人 118人

8１人 88人 105人

30人 30人 30人 30人

４５人 28人 38人

評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

A
南部総合県民局
農林水産部

A 教育委員会

A
南部総合県民局
地域創生防災部

令和3（'21）年度実施状況及び成果
■令和3年度取組
　「海部きゅうり塾」により，実践的な技術指導を実施した。
また，主に県外からの新たな塾生候補を確保するため，オンラインツ
アーの開催や（２回），移住フェアに参加した（２回：リモート）。
■成果
　新たに７名（累計２６名)が，キュウリ栽培を開始し，産地の担い手確
保につながった。

■令和３年度取組
　那賀町林業従事者会「山武者」や森林組合，林業事業体などのサポー
トを得ながら，フォレストキャンパス那賀等を活用して，那賀高校森林
クリエイト科をはじめとした地域の小中高校の生徒を対象とした森林・
林業体験を実施し，林業の担い手の確保につなげた。
　※R3実施回数(参加者数)：美波管内4回(75人)，那賀管内5回(99人)
■成果
　コロナ禍で多人数の研修等の実施が難しい中，感染防止対策を行いな
がら，林業機械の操作体験や，植栽の体験研修を実施し，小中高校生に
林業の知見が広められた。

■令和３年度取組
　アフターコロナにおけるインバウンド需用の拡大に向けた情報発信の
強化及び観光人材の育成を図るため，外国人地域おこし協力隊員を対象
に，アクティビティ，自然，文化体験など県南部の観光コンテンツに関
する視察研修を実施。
■成果
　外国人地域おこし協力隊への県南部の観光コンテンツの視察研修を実
施することで，より効果的な情報発信につながると同時に外国人に対応
する観光人材のスキルアップにつながった。

主要施策・主要事業
【施策①】
　海部地域において，施設キュウリ栽培の担い手を確保するた
め，ＪＡや地域の篤農家と連携し，実践的な技術指導を行う「海
部きゅうり塾」を開講し，ニューノーマルに対応した研修やＰＲ
を拡充することにより，移住者等の新規就農・自立を支援する。

【施策②】
　若手林業従事者「山武者」や「もりもり」など地域林業関係者
との連携を図り，小中高等学校および大学生を対象とした森林・
林業体験を実施し，森林・林業への理解を深めるとともに，林業
の担い手の確保につなげる。

【施策④】
　四国の右下を訪れる観光客の満足度を高めるため，一般社団法
人四国の右下観光局が行う観光人材育成事業を通じて，おもてな
しの心で接する観光ガイドや，地域の魅力を体感する体験インス
トラクター，国際スポーツ大会での外国人対応する通訳ボラン
ティアなど観光人材の育成に取り組む。

新規漁業就業者数（累計）
〈'17〉　62人　→　〈'22〉　118人

県内高校生等の漁業体験者数（年間）
〈'17〉　20人　→　〈'22〉　30人

62人

20人

◎

◎

'21(R3)達成度

【施策③】
　高大連携や地域・民間連携の拠点となる高校・大学・地元企業
が一体化した阿南光高校新野キャンパスを創設し，徳島大学との
高大接続教育や産業界と連携した研究開発に取り組むことによ
り，地方創生の原動力となる人材を育成します。

■令和３年度取組
　１　イシマササユリ保護活動（６月・１１月実施）
　２　植物工場での水耕栽培の共同研究
　３　徳島大学との高大接続講義
　４　徳島大学及び地域の企業と連携した「あらたのマルシェ」の開催
　■成果
　以上の取組により，地方創生の原動力となる人材育成が図られた。

（ア、エ）

（イ）

（ア）

（ア、ウ）

（ア、エ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部 　

A
南部総合県民局
農林水産部

【施策⑤】
　ＵＪＩターン者等に対して新規就農への意欲喚起と就農後の定
着を図り，青年就農者の大幅な拡大を図るため，「農業次世代人
材投資事業」を実施する。

【施策⑦】
　「那賀町林業テクノスクール」との連携により，新規就業者を
対象にした林業技術研修を段階的に実施し，新規就業者のレベル
アップと定着化が図られるよう，林業事業体等を支援する。

■令和３年度取組
　「那賀町林業テクノスクール」と連携し，高性能林業機械をはじめと
した最新技術の習得やスキルアップを図り，担い手・就業者の確保に取
り組んだ。「那賀高校森林クリエイト科」の他，一般の林業従事者に対
しても様々な林業に関する技術講習を実施し，令和3年度は那賀高校生
175名，一般など248名の受講実績があり，新規就業希望者や林業就業
者に対しレベルに応じた技術支援を行った。また，今後の計画的な研修
実施のため，林業技術雨天研修施設の建設を支援した。
■成果
　森林・林業に係る研修の実施によって，小型移動式クレーンや車両系
建設機械の運転技能，無人航空機(ドローン)操縦技能など，那賀高校生
の資格取得が進んだ。

【施策⑥】
　就農希望者等を対象とした営農基礎研修「けんなんニュー
ファーマー育成講座」を通じて，農業の基本的な栽培技術から関
連制度まで，広範囲で基礎的な知識，技術の習得を図るととも
に，経営バランスのとれた人材を育成し，就農と地域への早期定
着を支援する。

■令和３年度取組
　「けんなんニューファーマー育成講座」を，R３年5月～翌年1月ま
で，15回の講座を実施した。
　本年度は，コロナ感染症防止対策を行いながら，講義方法を工夫する
ことで計画どおり実施した。
■成果
　就農間もない者を含む１３名が受講し，基礎的な知識・技術の習得が
図られた。また，受講生から新たに3名が就農し，うち１名が農業人材
次世代投資金の給付を受け営農を開始した。

　

■令和３年度取組
　ＵＪＩターン者等の移住就農についてＰＲ活動を行うとともに，就農
後の定着を図り地域の担い手を育成するため，農業次世代人材投資事業
を活用し，新規就農をサポートした。
　また農業次世代人材投資事業受給者等に対して，簿記研修会，経営研
修会，地元農業青年クラブ員との情報交換会（県南ニューファーマー
フォーラム等）を開催するとともに，ＪＡ部会活動や個別の要望に応じ
て技術指導を行った。
■成果
　農業次世代人材投資事業（経営開始型）を，農業者60名（美波管内1
１名，阿南管内49名）が活用し，地域の担い手育成が図られた。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

（ウ）

（ウ）

（エ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部

A 教育委員会

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

■令和３年度取組
　和食県有林内の「フォレストキャンパス那賀」を活用して，「那賀高
校森林クリエイト科」を対象に，伐木実習や植栽実習また林業機械の操
作実習を3回実施した。
■成果
　とくしま林業アカデミーの伐木，搬出研修を実施するとともに，跡地
で，那賀高校生の植栽実習を実施するなど，効率的な研修の実施によ
り，担い手の育成が図られた。「那賀高校森林クリエイト科」から4名
が現場技術者として林業事業体等に就業した。また，「とくしま林業ア
カデミー」から管内事業体へ５名が就業した。

【施策⑨】
　豊かな森林資源の未来を創造し，次代の循環型成長産業を担う
人材を育成するため，県立那賀高校「森林クリエイト科」におい
て，林業教育を基盤とした新たなキャリアパスシステムを構築
し，推進する。

■令和３年度取組
　徳島森林管理署，南部総合県民局及び那賀町との連携・協力のもと，
「労働安全特別教育（チェーンソー）や刈り払い機等」の資格講習の受
講，スイングヤーダ・プロセッサ・フォワーダなどの高性能大型林業機
械の操作体験実習を実施するなど，林業教育の充実を図った。また，測
量分野における産業用ドローン活用方法についても学んだ。
地元木材加工会社と連携して，レーザー加工機等の設備を有効活用し，
木工製品の商品開発に取り組んだ。
■成果
　四年制大学への進学や公務員，地域の林業関連産業への就職など，林
業に関する様々な知識や技術を身に付けた人材を育成している。

【施策⑩】
　料理教室やＳＮＳなどによる情報発進を通じて魚食普及活動を
行っている椿泊地区の若手漁業者団体「魚っＳＵＮ's」を支援す
る。

■令和３年度取組
　「魚っSUN's」による学生を対象にした漁業・漁村生活を紹介するた
めの講義の開催を支援した（R3.8.2，YMCA阿南国際海洋センター，参
加人数73人）。
■成果
　地元の魚をより身近に感じてもらうとともに，漁業および漁村地域へ
の関心を高めることができた。

【施策⑧】
　県有林にある「フォレストキャンパス」を拠点に，「とくしま
林業アカデミー」を対象にした現地研修や，「那賀高校森林クリ
エイト科」を対象にした林業実習を実施することによって，即戦
力となる人材を育成する。

【施策⑪】
　「とくしま漁業就業マッチングセンター」や，誰もが学べる
「とくしま漁業アカデミー」等を通じ，地域漁業の未来を担う青
年漁業者を確保・育成する。

■令和３年度取組
　「とくしま漁業就業マッチングセンター」や，誰もが徳島の漁業を学
べる「とくしま漁業アカデミー」等を通じて新規漁業就業者の育成・確
保に取り組んだ。
■成果
　南部管内で新たに17人が就業し，次代を担う漁業就業者の確保に繋
がった。
　※阿南中央(2)，中林(1)，橘町(2)，阿部(3)，木岐(1)，鞆浦(1)，宍
喰(7)

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

（エ）

（エ）

（オ）

（オ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部

■令和３年度取組
　南部管内の漁業協同組合の協力の下，３８人の高校生を対象に，漁業
の「まるごと体験会」を実施した。
　※R3.11.12 日和佐（一本釣り漁業　19人参加）
　　R3.11.17 日和佐（一本釣り漁業　9人参加）
　　R3.11.19 日和佐（一本釣り漁業　10人参加）
■成果
　体験講習会に地元漁業者が一丸となって取り組み，新規就業者の受け
入れに向けた漁村地域の意識向上が図られた。

市町名

那賀町

牟岐町

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果
■令和３年度取組
　スーパーマーケット・トレードショーへの出展，また四国放送：ゴジ
カル
での木頭ゆずPR活動等コロナ過ではあるが出来る範囲の取組を行った。
また，GI（地理的表示）登録の木頭ゆずにおける意見交換会も行った。
■成果
　普及促進活動等により販路拡大等に繋がっている。

●牟岐町ハナエチゼン栽培研究会，JAかいふ，徳島県と連携
し，超早期米「はなえちぜん」のさらなるPRとブランド化，今
以上の関西方面への販路拡大を図る。

●牟岐の農業を守る会，JAかいふと連携し，もち麦の生産・販
売ともち麦を使用した商品開発を町外の大学生と連携して行い消
費拡大と販路開拓を図る。

●「実生ゆず」がフランスのミシェランガイド掲載の三ツ星レス
トランのシェフに高評価を経て輸出が開始されており継続して輸
出を行う。また，ＪＡかいふ，徳島県と連携し，収穫者を含め安
定した収穫の仕組みをつくり６次化を強化して国内での販売につ
なげる。

■令和３年度取組
・関西圏の牟岐にゆかりのある方へハナエチゼンのDMを送付すること
でPRを実施し，関西圏への出荷分は即完売した。今後もDMやSNSを活
用してPRしていくことでさらなる販路の拡大を図る。
・牟岐の農業を守る会，徳島文理大学食物栄養学科，亀井製麺所，美波
農業支援センターとの連携により，もち麦を使ったパスタの袋のデザイ
ンを作成した。もち麦パスタは文理大学内のコンビニや亀井製麺所のイ
ンターネット販売を行った。今後も，さらなる販路の拡大とPRを実施す
る。また，もち麦の販路の拡大も図るとともに，安定供給できるようも
ち麦の作付け面積の拡大を図る。
・「牟岐実生ゆず」としてのブランド化を図り，新聞やテレビ，SNS等
を活用してPRを実施した。今後もフランス等へ輸出するとともに，国内
の販路拡大や実生ゆずを使った６次化を実施し，生産者の所得の向上を
図る。
■成果
   ハナエチゼンのブランド化は進めれている。「実生ゆず」の６次産業
化の取り組みは実施できた。もち麦をとおして徳島文理大学と連携し商
品開発を進め，もち麦の作付け面積を増加することができ，生産者の担
い手の確保につながっている。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

●「木頭ゆず」の更なるブランド化を推進する為，フランスなど
海外において商談会への出展・ゆず産地PRを図り，新たな雇用
環境の仕組みづくりを検討し，担い手の育成を図る。

【施策⑫】
　県内高校生を対象に，漁協と連携して，海士や小型定置網等の
実践的な体験漁業に取り組むことによって，漁村地域における就
業希望者の積極的な受け入れに向けた意識の醸成を図る。

（オ）
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海陽町

●新型コロナウィルスの影響により実施できなかった。●全国の希望者を対象に，短期（1週間）～中期（1ヶ月）間程
度，一次産業に従事し，就業体験（インターンシップ事業）を行
い，一次産業の後継者不足の解消と，移住・定住の促進を図ると
ともに，起業に係る各種助成制度を創設し，新規就業者に対する
支援を行う。

52



【プラン１１】担い手を育む地域の育成

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

400人 600人 800人 1,000人

710人 791人 921人

1件 2件 3件 4件

1件 2件 3件

4件 8件 12件 16件

5件 ７件 13件

○

○

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　「きゅうりタウン構想」の推進について，「交流拠点施設」を核とした体験交流ツアーや施設受入れ等の実
施では，コロナ渦の影響を受け体験交流ツアーの中止や視察受入れの縮小があったが，徐々に回復し，参加者
数は累計９２１名となった。
　また，産地や地域住民が主体となり，担い手確保ともうかる農業の実践に取り組む「農の里」づくりについ
ては，「阿南・那賀未来の農業づくり協議会」が中心となり，「木頭ゆず」，「ケイトウの里」に続き，新た
に「きゅうりの里」づくりをスタートした。
　さらに，阿南市では，「親方制度」によるマンツーマン指導，那賀町においては，若手生産者グループ
「チーム木頭ゆず」の活動支援に加え，ケイトウ栽培に取り組む若手生産者グループ「相花夢」と連携するこ
とで産地の活性化に向けた活動を展開した。

'21(R3)達成度

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

－

－

－

ＪＡかいふの「交流拠点施設」を核とする体験交流ツ
アーや施設受入れ等の参加者数（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　1,000人

「農の里」に取り組む地域数（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　4件

観光人材を育成するための講座・研修の実施（累計）
（再掲）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　16件

ア　地域おこし協力隊の活動支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ 「きゅうりタウン構想」の推進
ウ 「農の里」づくりによる産地強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 エ　林業成長産業化モデル地域（県南）における林業担い手の定着促進
オ　観光人材活用に向けた体制の整備

◎

◎

◎

プラン評価（評価部会委員）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

A
南部総合県民局
農林水産部

■令和３年度取組
   阿南市那賀川町黒地地区や八幡地区など「ほ場整備事業実施予定地
区」を農地中間管理機構関連農地整備事業の重点推進地区として，担い
手への農地集積を推進した。
■成果
　黒地地区の農地について，農地中間管理機構による中間管理権の設定
が完了した。

【施策①】
　海部地域の特産品「施設キュウリ」を核とした地域創生をめざ
す「きゅうりタウン構想」の実現のため，「交流拠点施設」を中
心に生産者や消費者への全国に向けた情報発信を行いつつ，移住
促進による担い手確保と新規就農者の定着化を促進する。
　また，「海部きゅうり塾」に続き，「オクラ・なのはな塾」を
展開するなど，「きゅうりタウン構想」で蓄積したノウハウの他
品目・地域への横展開を図りながら，担い手確保による産地再生
に取り組む。

【施策②】
　阿南・那賀地域において，ブランド品目の生産力の維持・産地
強化を図るため，動画配信を活用した情報発信やスマート農業導
入に取り組み，産地や地域住民が主体となり「担い手確保」と
「もうかる農業」を実践する「農の里」づくりを推進する。

主要施策・主要事業

【施策③】
　担い手の高齢化，後継者不足の対応策として，地域農業の生産
性向上や農業生産活動の維持を図るため，営農の全部又は一部を
協動で行う集落営農組織の育成及び担い手農家への農地集積を推
進する。

■令和３年度取組
　ＪＡかいふが整備した「交流拠点施設」を活用し，県内外から１３０
名（累計921名）の体験交流ツアーや視察者を受入れるとともに，ＳＮ
Ｓ(Facebook)等により，月１回程度の情報発信を実施した。
　※受入れ計１５回：県内７回（６６名），県外８回（６４名）
　また，新規就農者の自立・定着に向け，令和3年度に新規就農した７
名を含む２６名に対して，就農後の栽培技術・経営力向上のためのサ
ポートを実施した。
■成果
　「交流拠点施設」を活用した体験交流ツアー等により，県内外に向け
た情報発信の強化と交流促進が図られた。

■令和３年度取組
　本年度取り組んだ「キュウリの里」については，新規に経営を開始す
る生産者２名を，ベテラン農家がマンツーマンで指導・助言する「親方
制度」を創設し，早期技術習得をめざした取り組みを推進した。
 「木頭ゆずの里」については，若手生産者グループ「チーム木頭ゆず」
に対し，オンラインを活用したネットワーク環境を整備した。
■成果
　キュウリでは，マンツーマン指導と環境制御装置を活用した結果，初
年度の目標収量を達成することができた。ゆずにおいては，会員相互の
交流を促進するとともに，栽培相談会をオンラインで実施するなど，
WITHコロナに対応した人材育成に努めた。

令和3（'21）年度実施状況及び成果

（イ）

（ウ）

（ウ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
地域創生防災部

【施策⑤】
　林業成長産業化地域創出モデル事業の実施や，「那賀町テクノ
スクール」との連携，小中高生に対する林業体験に取組み，林業
担い手の定着を推進する。

■令和３年度取組
外国人地域おこし協力隊による，外国人目線での英語版SNSによる県南
の観光資源の情報発信を行った。また，一般社団法人四国の右下観光局
においては，外国人地域おこし協力隊を対象に情報発信の強化を目的と
した県南部の観光コンテンツに関する視察研修を実施。
　
■成果
外国人地域おこし協力隊を対象に視察研修を実施することで，外国人向
けの各観光コンテンツのブラッシュアップが図られたとともに，意見交
換の場を設けたことでインバウンド受入環境の整備につながった。

■令和３年度取組
　南部地域では，海陽町（①まぜのおかオートキャンピング内），阿南
市（②那賀川図書館内，③トヨタカローラ徳島 阿南店内），那賀町（④
地域子育て支援センター及び⑤林業ビジネスセンター内，⑥相生森林文
化公園あいあいらんど）に「木育の拠点」が整備されており，木材の良
さを体験できる場を提供した。（⑦阿南市役所あなんフォーラム内の木
育広場については，コロナウイルス感染症対策のため閉鎖中。）
　また，令和3年度開館した「徳島木のおもちゃ美術館」に続き，令和5
年春の開館を目指して「那賀町おもちゃ美術館（仮称）」（事業主体：
那賀町）の整備に着手した。
■成果
　南部地域の「木育の拠点」の利用を促進するとともに，「木育」への
気運を高めることができた。
（南部県民局管内に累計７カ所整備）

■令和３年度取組
　「那賀町林業テクノスクール」では，「那賀高校森林クリエイト科」
175名及び一般など248名，併せて423名を対象に技術研修を実施
し，林業担い手の定着につなげた。
　また，小中学生に対しても林業体験学習を６回（R3.6月～R4.3月）
実施した。
　林業成長産業化地域創出モデル事業を活用して地域外から林業就業希
望者を集め．体験会（林業体験２デイズ）を実施した。
■成果
　中学生や高校性，一般者に対する幅広い就業体験を継続的に行うこと
で，林業への理解を深めることができた。
～那賀高校卒業生の就業状況～
令和元年度：林業事業体等へ7名，関係機関に3名が就業
令和2年度：林業事業体等へ10名，関係機関に2名が就業
令和3年度：林業事業体等へ４名，関係機関に６名が就業

【施策④】
　県民が木材の良さやその利用の意義を学ぶ教育活動である「木
育」を推進するため，木とふれあい，木に学び，木でつながるこ
とができる「木育の拠点」を整備する。

【施策⑥】
　国際スポーツ大会の開催を見据え，外国人目線での観光資源の
発掘や，ＨＰ・ＳＮＳなどの多言語化を図るとともに，国際ス
ポーツ大会で外国人の対応を行うボランティアの育成に取り組み
ます。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

（エ）

（エ）

（オ）
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■令和３年度取組
・令和３年度は５組の方がチャレンジショップを利用され，美波町での
新たな事業の展開・商品を模索した。
・道の駅リノベーション会議を中心として，道の駅の理念等の作成のた
め，講師を招き，従業員や関係機関ともに作成に向けた会議やワーク
ショップ等を実施した。
■成果
・道の駅日和佐の経営理念を作成することができ，今後は内外ともに情
報発信しながら経営力の向上を図っていく。
・コロナ禍の中で道の駅日和佐の利用者の減少がある中で，チャレンジ
ショップを有効的に利用することにより，新たな事業展開が図られた。

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果 市町名

阿南市

那賀町

美波町

●高校生・大学生等の新規就業者と都市等からの那賀町移住希望
者を対象に，町と連携する雇用業者が農林業新規従事者募集を実
施する。併せて，既存空き家屋等を雇用事業者が借り上げるシス
テムづくりを推進する。そして，借り上げた家屋を居住用に使用
するにあたって改修が必要な場合，町はその改修費用の補助を雇
用事業者に対して行う。これら施策により農林業新規雇用の増進
を図る。

■令和３年度取組
　施策内容を踏まえた取組については未着手であったが，移住者制度の
視点から那賀町の空き家バンク登録制度を活用した移住者が同時にその
空き家に
付随した農地を活用して，農業生産活動を予定している移住者は存在す
る。
■成果
　令和３年度：空き家に付随した農地で農業生産を予定している移住
者：１件

●道の駅日和佐の物産館入り口脇の，ワンデイシェフ的な活用が
出来るチャレンジショップを利用し，集客の向上に加え，飲食関
係事業等の新たな展開を模索する。

●農家の後継者不足解消及び農地保全に向けて，モデル地区を設
定し，農作業を請け負う仕組みを研究する。

●産業の発展と振興及び農村を含む地域全体の活性化を図るた
め，「阿南市活竹祭」を開催し，特産品の販売をするなど阿南の
ＰＲに努める。

■令和３年度取組
　新型コロナウイルス感染症拡大により，阿南市活竹祭は来年度へ延期
とした。
■成果
　次年度に向けて，関係団体との協議を継続している。
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(２) 生産を増やし，需要を拡大する「もうかる農林水産業」の推進
【プラン１２】世界にはばたく農畜産物のブランド化・６次産業化等の推進

プラン評価（事務局案） 要改善

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

31t 34t 37t 40t

28.2t 30.8t 26.7t

4商品 6商品 8商品 10商品

4商品 6商品 8商品

５商品 ８商品 11商品 1４商品

5商品 ８商品 11商品

ア　農地整備や農業用水の安定供給によるブランド産地支援　　　　　　　　　 イ 「木頭ゆず」・「阿波尾鶏」の販路拡大・６次産業化の推進
ウ　６次産業化に取り組む女性ネットワークの活動支援　　　　　　　　　　　 エ  地域資源の活用や「農水連携」による６次産業化の推進
オ 「ストーリーテラー（商品の語り部）」の育成　　　　　　　　　　　　　　カ　ケイトウなど那賀町特産花きの新たな需要拡大

ゆず・阿波尾鶏等の海外輸出量
〈'17〉　19t　→　〈'22〉　40t

19t

◎

◎

'21(R3)達成度

△

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

－

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　地理的表示（GI）を活用した「木頭ゆず」の商品開発や販路開拓が進んだ。
　また，海部郡の女性農業者の商品開発スキルや訴求力を高めるとともに，農業者と大学，首都圏バイヤーと
の個別マッチングによる異業種連携の推進により，新たな商品開発や販路開拓を支援した。
　「木頭ゆず」の海外輸出については，コロナ感染症の影響を受けたものの，新規販売ルートの開拓等によ
り，対前年比１６４％と増加したが，「阿波尾鶏」については，令和3年2月に県西部で発生した高病原性鳥イ
ンフルエンザによる出荷停止や，新型コロナの影響による業務用需要の減少により輸出量を伸ばせなかった。
　町やＪＡと連携した担い手育成の支援により，ケイトウの新たな需要として，ビクトリーブーケに加え，ア
レンジメントや花束需要に向けた生産拡大の取組が進んだ。

「GＩ木頭ゆず」の６次化商品開発数（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　10商品

南部の女性ネットワークを活用した６次化商品開発数
（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　1４商品

－
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

B
南部総合県民局
農林水産部

■令和３年度取組
　芳崎地区及び長生中央地区において，17.2haのほ場整備工事等を実
施（繰越し含む）。
　また，国営付帯県営農地防災事業の那賀川今津地区・那賀川平島地
区・那賀川南岸地区において,1.3ｋｍの用水路改修及び用水機施設整備
を行った。
■成果
　管内のほ場整備率が83％となり，ブランド産地を支える汎用性の高い
農地の整備が進むとともに，良質な農業用水の安定供給が図られた。

■令和３年度取組
　海部郡及び阿南市の施設キュウリや那賀町のケイトウなど産地の核と
なる若手農業者の育成や，高性能林業機械導入による生産性向上，漁協
施設設備の充実強化，さらには「木頭ゆず」の国内外への販路拡大な
ど，次世代に向けた農林漁業者の取組をTPP関連事業（産地パワーアッ
プ事業（国補），農山漁村未来創造事業（県単））を活用し，産地を支
援した。
■成果
　「木頭ゆず」においては，輸出に向けた生産体制の強化や，園芸関係
ではハウス建設やを未来創造事業を活用し，産地の体質強化につなげ
た。
　○県単未来創造を活用した施設整備
　　ＪＡアグリあなん胡瓜部会（2戸：2178㎡）
　　加茂谷元気なまちづくり会：リタイヤインフラ（中古農機等）
　　(株)黄金の村：輸出拡大施設（那賀町）
■令和３年度取組
　「木頭ゆず」については，地理的表示（GI）を活かした商品開発・販
路拡大を支援するとともに，輸出体制を構築するため，海外輸出に対応
した栽培管理指導やミカンバエ未発生調査の支援を行った。
　「阿波尾鶏」については新型コロナの影響による巣ごもり需要に対応
するため，現地小売店での販売プロモーションによる販売強化支援を
行った。
■成果
　「木頭ゆず」については，選果こん包施設での輸出検査の対応強化が
図られるとともに，新たな商品開発・販路開拓が進んだ。
　※R３　新商品開発数：２商品
　　　　（木頭ゆずくずきり，柚粉(有機認証付)）
　「阿波尾鶏」については，令和３年2月に県西部で発生した高病原性
鳥インフルエンザによる出荷停止や，新型コロナの影響による業務用需
要の減少により輸出量を伸ばせなかった。

【施策①】
　那賀川流域を中心とした汎用性の高い農地の整備や，良質な農
業用水の安定供給に努めることにより，ブランド産地を支援す
る。

【施策②】
　TPP11や日EU・EPA（EUとの経済連携協定）などの経済グ
ローバル化にも対応し，南部圏域の基幹農業である施設園芸や土
地利用型農業において，次世代に向けた生産・流通でのに構造改
革を推進するとともに，ブランド品目及び育成品目等を中心とし
た「攻め」と「守り」のきめ細やかな支援により，産地の「体質
強化」を実現する。

【施策③】
　丹生谷地域の「木頭ゆず」については，地理的表示（GI)を活
かし，他産地との差別化やEU等への青果・加工品の輸出促進な
ど，販路拡大を推進する。
　また，「阿波尾鶏」の輸出拡大に向けて，「地域商社阿波ふう
ど」等と連携を図りながら，重点的な輸出先である香港での販売
促進や他国・地域への販路拡大を支援する。

令和3（'21）年度実施状況及び成果主要施策・主要事業

（ア）

（ア、イ、ウ、エ、カ）

（イ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部

■令和３年度取組
　女性等の様々な視点を取り入れた商品開発を支援するため，女性農業
者を中心とした加工技術研修会や交流会を実施した。また，農業者と大
学，首都圏バイヤーとの個別マッチングにより異業種連携の推進を図っ
た。
　
■成果
　徳島文理大学や民間事業者と連携した商品開発が進み，もち麦や実生
ゆずを使用した加工品３商品が新たに商品化され，販売を開始した。
　※牟岐の農業を守る会：「むぎゅっと麺　もち麦生パスタ」
　　　　　　　　　　　　　　　　（文理大学と連携）
　　JAかいふ：「母ぁちゃんマヨ」（実生ゆずともち麦みそを使用）
　　　　　　　 「ポンジュレゆう」（実生ゆずともち麦みそを使用）
　

■令和３年度取組
　県外大学とのオンライン交流会により大学生が地域や商品について学
ぶ機会を創出し，大学生が独自に販売やＰＲ活動を行う取組みを支援し
た。その他，県内企業や大学等の食堂において「牟岐町産もち麦フェ
ア」を開催し，商品や地域のＰＲを実施した。
　
■成果
　地域外の大学生をストーリーテラーとして育成する体制が整った。ま
た，学生・社員食堂等におけるＰＲ実施により，県内における認知度向
上を図ることができた。

【施策④】
　南部ならではの魚類，海藻類やキュウリ等の農水産物を活用し
た６次産業化の推進のため，６次産業化に取組む女性や関係事業
者等とのネットワークを構築する。
　また，多様な女性の視点と情報網を持つネットワークを活か
し，「実生ゆず」等と用いた魅力ある商品の開発・販路拡大，農
家レストランや農業体験等を支援するとともに，南部地域を代表
する特産品となり得る「農水連携」による新たな６次産業化商品
の開発・ＰＲ等を推進する。

【施策⑤】
　商品と地域の「物語」をバイヤーや消費者に伝える「ストー
リーテラー（商品の語り部）」を育成し，商品とその背景にある
地域のＰＲを強化することで，６次産業化商品の販路拡大やイン
バウンドの誘客促進に繋げる。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

【施策⑥】
　那賀町の特産品「ケイトウ」を中心とした花き産地の再生・活
性化を図るため，スポーツイベントのビクトリーブーケとして提
案するなど，新たな需用拡大を図るとともに，生産供給体制の強
化や人材育成に取組む。

■令和３年度取組
　オリ・パラドイツ代表選手，ＷＭＧプレ大会等，各種スポーツイベン
ト等へのビクトリーブーケ贈呈，相生小学校と連携した花育授業，八面
神社農村舞台（那賀町）で行われた音楽イベント等でビクトリーブー
ケ・アレンジメントを展示し，「勝利の花」ケイトウをＰＲした。
　また，新規栽培者に対する初期投資の負担軽減やベテラン農家との
マッチングによるマンツーマンでの栽培，経営指導を支援した。
■成果
　ケイトウの新たな需要として，ビクトリーブーケに加え，アレンジメ
ントや花束需要の可能性が生まれた。また，若手生産者グループ「相花
夢」による周年供給体制の整備が進んだ。

（ウ）

（オ）

（カ）

59



那賀町

牟岐町

美波町

■令和３年度取組
　スーパーマーケット・トレードショーへの出展，また四国放送：ゴジ
カル
での木頭ゆずPR活動等コロナ過ではあるが出来る範囲の取組を行った。
■成果
　普及促進活動等により販路拡大等に繋がっている。

■令和３年度取組
・関西圏の牟岐にゆかりのある方へハナエチゼンのDMを送付すること
でPRを実施し，関西圏への出荷分は即完売した。今後もDMやSNSを活
用してPRしていくことでさらなる販路の拡大を図る。
・牟岐の農業を守る会，徳島文理大学食物栄養学科，亀井製麺所，美波
農業支援センターとの連携により，もち麦を使ったパスタの袋のデザイ
ンを作成した。もち麦パスタは文理大学内のコンビニや亀井製麺所のイ
ンターネット販売を行った。今後も，さらなる販路の拡大とPRを実施す
る。また，もち麦の販路の拡大も図るとともに，安定供給できるようも
ち麦の作付け面積の拡大を図る。
・「牟岐実生ゆず」としてのブランド化を図り，新聞やテレビ，SNS等
を活用してPRを実施した。今後もフランス等へ輸出するとともに，国内
の販路拡大や実生ゆずを使った６次化を実施し，生産者の所得の向上を
図る。
■成果
   ハナエチゼンのブランド化は進めれている。「実生ゆず」の６次産業
化の取り組みは実施できた。もち麦をとおして徳島文理大学と連携し商
品開発を進め，もち麦の作付け面積を増加することができ，生産者の担
い手の確保につながっている。〈再掲〉

市町名市・町関連施策
●「木頭ゆず」の更なるブランド化を推進する為，フランスなど
海外において商談会への出展・ゆず産地PRを図るとともに，農
作業お助けセンターを核として，新たな雇用環境の仕組みづくり
を検討し，担い手の育成を図るとともに，ゆず商品の６次産業を
進める。〈再掲〉

●鹿肉加工商品を開発販売し，ブランド化することにより，地場
産業として定着化させ地域の雇用創出を図る。

●牟岐町ハナエチゼン栽培研究会，JAかいふ，徳島県と連携
し，超早期米「はなえちぜん」のさらなるPRとブランド化，今
以上の関西方面への販路拡大を図る。

●牟岐の農業を守る会，JAかいふと連携し，もち麦の生産・販
売ともち麦を使用した商品開発を町外の大学生と連携して行い消
費拡大と販路開拓を図る。

●「実生ゆず」がフランスのミシェランガイド掲載の三ツ星レス
トランのシェフに高評価を経て輸出が開始されており継続して輸
出を行う。また，ＪＡかいふ，徳島県と連携し，収穫者を含め安
定した収穫の仕組みをつくり６次化を強化して国内での販売につ
なげる。

                                                              　　　〈再掲〉

令和3（'21）年度実施状況及び成果

●商工会や観光協会，漁業協同組合，ＪＡかいふ，場合によって
は民間事業者や大学等とも連携を模索し，新たな技術や装置の試
験導入も試みながら，既存産品をベースとして或いはいくつかの
産品を組み合わせて新たな産品を創出し，販路開拓を試みる。

■令和３年度取組
・道の駅日和佐による地元特産の阿波番茶や乙姫米を使ったサイダーの
開発や漁協を中心とした養殖牡蠣の試験養殖とそれと連携して観光協会
を中心として新たな商品化を模索した。
・樵木林業推進に向けた備長炭製造のため地域活性化支援会社「四国の
右下木の会社」が設立され，徳島県の「農山漁村未来創造事業」を活用
しながら，備長炭製造に向けた施設や設備の準備を進めた。
■成果
・地元特産の阿波番茶や乙姫米を使ったサイダーの商品化ができ，今後
は更なるサイダーの開発や販路の拡大等が課題となる。
・備長炭生産に向けて林業機械の導入やショールームの整備，炭窯の基
盤整備などを行った。
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海陽町

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果 市町名
●有機作物栽培の元気農業研究会（勉強会）の実施。海陽町野菜
のブランド化を行うとともに消費者へ向けた野菜の価値をＰＲ
し，消費拡大，新規販売ルートの開発を目指す。

■令和３年度取組
　有機作物栽培の元気農業研究会では勉強会を実施した。
　また，全国の生産者を対象としたオーガニックエコフェスタ栄養価コ
ンテストに参加することができた。また，毎月末に徳島市内で行われる
「とくしまマルシェ」で海陽町産の野菜販売を行った。
■成果
　元気農業研究会員が参加したオーガニックエコフェスタ栄養価コンテ
ストにて，ほうれん草の部で最優秀賞を獲得。海陽町野菜のブランド化
に寄与することができた。
「とくしまマルシェ」は新型コロナウィルスの影響によりあまり出店で
きなかったが，消費者拡大，新規販売ルートに向けて取り組むことがで
きた。
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【プラン１３】県南ならではの水産物のブランド化等の推進

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

4商品 6商品 8商品 10商品

4商品 7商品 9商品

19箇所 21箇所 23箇所 25箇所

21箇所 22箇所 24箇所

9件 10件 11件 12件

9件 10件 11件

51件 57件 63件 69件

5３件 58件 66件

評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部

'21(R3)達成度

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

ア 「海部の魚」のPR・販売促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 イ　大学等高等教育機関や企業と連携した新たな漁業の創出
ウ　低利用・未利用素材などの水産物の６次産業化商品の開発支援　　　　　　エ　種苗放流や藻場造成など「資源管理型漁業」の推進

　種苗放流による水産資源の維持・増大や水産物出荷･流通施設の整備による漁獲物の付加価値向上等に取り
組んだ結果，県産水産物のブランド力強化が図られるなど，目標達成に向け，順調に進んでいる。

【施策①】
　海部郡の漁協，関係町等で組織する「とくしま海部水産物品質
確立協議会」を中心に，海部郡内の水産物の産地強化を支援する
とともに，ブランド化，６次産業化を推進し，漁家所得の向上，
漁協経営の安定を図る。また，生産者等による「インターネット
通販」を活用した販路拡大の取組みを支援する。

水産加工品の開発数（累計）
〈'17〉　1商品　→　〈'22〉　10商品

水産物出荷・流通施設の整備箇所数(累計）
〈'17〉　13箇所　→　〈'22〉　25箇所

水産関係の６次産業化の取組件数（累計）
〈'17〉　8件　→　〈'22〉　12件

魚・貝類の種苗放流の実施件数（累計）
〈'17〉　41件　→　〈'22〉　69件

１商品

13箇所

プラン評価（評価部会委員）

8件

41件

◎

◎

◎

◎

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

■令和３年度取組
　「とくしま海部水産物品質確立協議会」による産直市におけるＰＲ販
売やトコブシ動画の配信など，海部郡内の水産物の産地強化に向けた取
組みを推進した。
■成果
　かいふ水産ブランド「海部の魚」等の知名度向上が図られた。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

（ア）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部
美波町

A

南部総合県民局
農林水産部
海陽町
美波町

A
南部総合県民局
農林水産部

■令和３年度取組
　水産物の品質向上による漁家経済の安定・向上を図るため，農山漁村
未来創造事業（県単）を活用した漁協の施設整備を支援した。
■成果
　由岐漁協における畜養水槽，宍喰漁協における冷凍庫の整備が図られ
た。

【施策②】
　漁協の冷凍冷蔵庫，活魚出荷施設など，出荷・流通施設整備を
支援し，品質向上による漁家経済の安定・向上を図る。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

【施策⑤】
　自治体や漁協が実施する種苗放流および増養殖場整備など，資
源増大や漁場機能の回復を図る取組みを支援する。

■令和３年度取組
　漁業関係者による地元食材であるハモ等を用いた新商品の開発に向け
た活動を支援した。
■成果
　新たに２商品（県産ハモと山陰地方のカニを使用したコラボ海鮮丼，
小型アジの唐揚げ）が開発され，平成29年度からの累計開発数は９商品
となった。

【施策④】
　漁業関係者と大学等が連携して，地元食材，低利用・未利用の
素材を用いた新商品の開発などの活動を支援する。

■令和３年度取組
　水産資源の増大や漁場機能の回復を図るため，国や県単独の補助事業
を活用し，漁協等が実施するアワビ種苗放流，アオリイカ産卵礁造成の
取組みを支援した。
■成果
　アワビ種苗放流１件（伊島漁協），アオリイカ産卵礁造成７件（由岐
漁協，木岐漁協，日和佐町漁協，牟岐東漁協，牟岐町漁協，浅川漁協，
宍喰漁協）の実施により，水産資源の増大に向けた取組みを推進した。

■令和３年度取組
　美波町の漁業者等で組織する「美波の海の恵み研究会」によるワカメ
の養殖試験を支援するなど，新しい漁業の創出に向けた取組みを推進し
た。
■成果
　早取りの養殖ワカメ「明けの春姫」など，新しい漁業の創出に向けた
取組みが推進された。

【施策③】
　海藻，貝類の養殖拡大を視野に入れ，大学や企業と連携し，新
しい漁業の創出を図る。

（ア）

（イ）

（ウ）

（エ）
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市町名

牟岐町

美波町

海陽町

●美波の海の恵み研究会等が，海藻養殖事業にてブランド化した
早摘みワカメ“明けの春姫”とワカメめかぶを配合した植物発酵
エキス配合飲料“ハルヒメ”の販路拡大を支援する。

■令和３年度取組
　例年同様，明けの春姫生産･販売に関する支援を行った。ハルヒメは賞
味期限延長試験の実施，企画展での販路拡大等を行った。
■成果
　研究会等の明けの春姫種苗は温暖化を要因とする海水高温化が課題と
なっているが，3年度は，2年度より順調に生育した。地元小学校の六次
産業化授業で使用する種苗に関しては生長が見られ確保できたため，メ
ディアに取り上げてもらいブランドの維持を図った。ハルヒメは賞味期
限延長試験に成功し販売期間が長くなった。今後は，ハルヒメを東京に
あるアンテナショップ「ターンテーブル」などでも販売してもらえるよ
う働きかけていく。

●町内3漁協（浅川，鞆浦，宍喰）合同で「とれとれ市」（鮮魚
販売）を漁協主体により開催する。また，冷凍加工設備を使用
し，地元食材を学校給食に提供するとともに新商品と販売ルート
の開発を行う。

■令和３年度取組
　「とれとれ市」を開催することができた。
　　新商品，販売ルートは開発を行えなかった。
■成果
　久しぶりの町イベントということもあり，沢山の方に参加していただ
けた。
　水産業の振興に寄与することができた。

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果
●広域浜プランの取組みによりスタートしたアワビ輪採制事業で
収穫したアワビのブランド化を図る。

●「アワビまつり」において，漁協と連携してアワビをはじめと
する地元鮮魚・魚介類の販売や海を活かしたPRを実施すること
で，交流人口の増加を図る。

■令和３年度取組
　Ｒ3はコロナの影響によりすべてのイベントは中止となった。また，
例年アワビの水揚げが減少傾向であることから，アワビから牟岐の新鮮
な水産資源としてナガレコ，活魚，イセエビなど幅広く水産資源をPRす
るため，「アワビまつり」から「漁師祭り」への転換を検討するが，コ
ロナの影響でイベントは中止。輪採制アワビについては，思うように生
育できていないことから，予定期間をさらに延長することとした。
■成果
　新たな牟岐特産物ＰＲを推進。「漁師まつり」としての再出発。
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【プラン１４】県南林業の成長産業化の推進

プラン評価（事務局案） 後日評価

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

20.9万㎡ 22.4万㎡ 23.8万㎡ 26.3万㎡

16.9万㎡ 14.2万㎡ 集計中（８月確定）

80ha 85ha 90ha 95ha

43ha 75ha 集計中（８月確定）

－ － 20,800ha 21,500ha

－ － 21,623ha

評価 担　　当 DX ＧＸ

A
スマート林業課
南部総合県民局
農林水産部

○ ○

○

○

○

県産材の生産量
〈'17〉　15.2万㎥　→　〈'22〉　26.3万㎥

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　競争力・生産性の高い林業・木材産業の推進　                           イ　伐採・再造林による循環型林業の促進
ウ 「新たな森林管理システム」の本格運用　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　森林環境譲与税を活用した林業の成長産業化の推進
オ　計画的な路網整備の促進

森林境界の明確化面積(累計)
〈'19〉  19,505ha　→　〈'22〉　21,500ha

－

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　令和元年度からスタートした「スマート林業プロジェクト」により，これまで取り組んできた搬出間伐に加
え，主伐による県産材の増産を図るため，タワーヤーダなどの主伐に対応した先進林業機械の導入支援やド
ローンの有効活用を進め林業作業効率の向上を図るとともに，コンテナ苗木などを活用した再造林を進めた。
　また，令和元年度から始まった「新たな森林管理システム」の構築を支援するとともに，「森林環境譲与
税」の活用を図るなど，森林資源の循環利用と持続的な林業を展開した。
　今後も先進機械の導入や，「とくしま林業アカデミー」及び「那賀高校森林クリエイト科」と連携した人材
育成を図るとともに，「那賀町林業テクノスクール」と連携した林業資格研修等に取り組み，県産材生産量の
拡大に努めるとともに再造林の実施により循環型林業を促進し，林業の成長産業化に繋げる。

令和3（'21）年度実施状況及び成果

◎

【施策①】
　年々充実を続ける森林資源の積極的な活用を図る「スマート林
業プロジェクト」を推進する。

15.2万㎡

79ha

■令和３年度取組
　林業生産の基盤となる高性能林業機械の導入（美波3台＋那賀４台）
や林内路網の整備はもとより，「とくしま林業アカデミー」により即戦
力となる19名の林業技術者（うち5名が南部管内）を育成するととも
に，新たな木質バイオマス発電所への燃料需要に対応するべく那賀町
チップ工場（令和4年度稼働予定）の導入支援を進めた。
■成果
　木材の増産体制の充実が図られた。

主要施策・主要事業

主伐後の再造林面積
〈'17〉　79ha　→　〈'22〉　95ha

'21(R3)達成度

－

－

（ア）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部 ○ ○

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

A
南部総合県民局
農林水産部
スマート林業課

○

スマート林業課
森林整備課

【施策②】
　「ウッドソリューションセンター」を中心に，事業地確保によ
る主伐等の推進に向けた取組みを展開する。

【施策⑥】
　平成３１年度4月から施行された「森林経営管理法」に基づ
き，市町村が主体となった「新たな森林管理システム」の構築・
運用を支援するとともに，「森林環境譲与税」の積極的な活用に
よる森林の適正な整備・管理・担い手の育成，森林境界の明確化
の推進，さらには木材の利用を促進するなど，「林業の成長産業
化」に向けた取組みを加速する。

■令和３年度取組
　「とくしま南部地域森林管理システム推進協議会」を母体として海陽
町に「ハローフォレスト海部」が，那賀町に「ハローフォレスト阿南・
那賀」が開設され，森林所有者の持つ山の管理についての相談に対応す
るとともに，所有者に対し林業経営の意向調査を実施した。
■成果
　意向調査の区域が拡大すると伴に，「森林環境譲与税」を財源とした
森林境界の明確化，森林整備事業も実施され，適切な森林の整備・管
理・担い手の育成，木材利用を促進する体制が図られた。

【施策⑦】
　効率的な森林施業を実施するため，林道，林業専用道や森林作
業道等を適切に組み合わせたネットワークを構築し，計画的な林
内路網整備を推進する。

■令和３年度取組
　 効率的な森林施業を実施するため，円滑な皆伐作業に必要な林道・林
業専用道や，間伐材搬出用の作業道等を整備延長する等，計画的な林内
路網の整備・配置を推進した。
■成果
　具体的な数字については集計中（8月確定）

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

■令和３年度取組
　森林所有者への負担が大きい再造林について，森林環境保全直接支援
事業など「造林公共事業」を活用して，造林を実施した。
■成果
　伐採後の新植について，大半がコンテナ苗木による造林が行われてお
り，裸苗からコンテナ苗へ，低コスト造林への移行が進みつつある。

【施策③】
　これまで取り組んできた搬出間伐に加え，主伐による県産材の
増産を図るため，先進的な林業機械の導入や効率的な路網の整備
等により，生産性の向上を図るとともに，主伐後の再造林も積極
的に行い，森林資源の循環利用と持続的な林業を展開する。

■令和３年度取組
　新林業システムについては，高性能林業機械の導入や作業路網の開設
を支援した。また，伐採後の再造林を積極的に行うなど，森林資源の循
環利用と持続的な林業の展開に取り組んだ。
■成果
　南部管内で高性能林業機械を（美波3台＋那賀４台）導入するととも
に，作業路網の開設により，生産性向上に向けての効率化が図られた。

【施策④】
　主伐後の造林経費の負担軽減を図るため，植栽時期を選ばず，
年間を通じて植栽が可能となる次世代苗木（コンテナ苗）を活用
した造林を推進する。

■令和３年度取組
　林業における様々な課題を解決するため，海部森林組合内に「海部ソ
リューションセンター」を設置し，主伐を中心とした事業地確保に取り
組んだ。
■成果
　森林整備の事業地確保が進んだ。

【施策⑤】
　林業遺産である樵木林業での施業方法を継承しつつ，広葉樹資
源の循環型林業の推進と木材の新たな需要開拓･促進に向けた担
い手への積極的な支援を行う。

■令和３年度取組
　樵木林業の実施者である新会社「㈱四国の右下木の会社」が設立さ
れ，林業機械や加工施設などの支援を行うとともに，「とくしま樵木林
業推進協議会」を新たに設置して，広葉樹を活用した循環型林業と産業
振興へ向けての合意形成が図られた。
■成果
　樵木林業による森林施業と産業振興への取り組みが開始された。

（ア）

（ア）

（イ）

（ウ、エ）

（オ）

（イ）
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令和3（'21）年度実施状況及び成果
●新たな木材流通システムを確立し，流域の安定した木材供給と
流通コストの縮減を図る。

●木粉を材料とした二次製品の販路拡大に向けた市場調査等を支
援する。

●木づかい住宅支援事業により，町産材の活用を推進する。

●里山の高林齢化した未整備林を整備し，地域住民の生活圏周辺
の森林環境と生活環境の改善を図る。

●林業の担い手確保と育成を図るとともに，新たな施業システム
の導入に向けた研究・開発を推進する。

■令和3年度取組
　町内及び県南地域の原木をA材からD材まで全て集約し流通コストの削
減を図るため，舞ヶ谷貯木場にチップ工場建設に着手。
■成果
　令和3年度にチッププラントの選定及び，工場の配置などを決定し，
R4年度中の完成を目指す。

■令和3年度取組
　市場調査等により(株)那賀ウッドで製造された木粉から二次製品とし
て，吸音板の新商品を開発し販売を行った。
■成果
　木粉を使った新商品については，形成技術の進歩もあり，より複雑な
形状が製造できつつある。また，環境への悪影響を懸念してプラスチッ
クから木粉など自然素材に切り替える動きがあり，バイオマス資源を活
用した新素材開発推進などの機運が高まっている。

■令和３年度取組
　木づかい住宅等支援事業：３件　４２．３９８㎥
■成果
　新築案件が1件，リフォーム増築案件が2件であった。R3年度からリ
フォームを事業対象に加えたため，事業量がR2年度より増加し木材使用
量も増加。
　
■令和３年度取組
　里山再生を図るため0.93haの伐採地に広葉樹を植栽した。
■成果
　集落周辺の日照が良くなるなど地元住民からの評価は高い。

■令和３年度取組
　林業体感「３Days」や那賀高校クリエイト科の生徒を対象に伐木や高
性能林業機械実習を実施し担い手確保に努めた。また，新たな施業シス
テムの研究･開発として，「ケーブルグラップル」の開発・実証を行っ
た。
■成果
　新型コロナウイルスの影響もあり3Daysを2Daysとし，林業アカデ
ミー生を対象とするなど規模を縮小して実施したが，林業技術交流会等
実施内容を工夫したことにより，令和３年度在籍の林業アカデミー生３
名が那賀町の林業事業体へ就職した。「ケーブルグラップル」について
は，実証結果が良好で，令和4年度中に実装予定。

市・町関連施策 市町名

那賀町
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市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果 市町名

牟岐町

美波町

海陽町

■令和３年度取組
　とくしま南部地域森林管理システム協議会により森林管理に対する意
向調査，森林境界の明確化及び森林整備として間伐を実施した。
■成果
　意向調査１地区４８０件，森林境界明確化　赤松地区72ha，森林整
備(間伐）12.07haを実施した。

●海陽町産材活用住宅建築推進事業費補助金対象を拡充し，町産
材の活用を推進する。

■令和３年度取組
　海陽町産材を活用した住宅や倉庫の建築費の補助
■成果

　新築1件（町産材使用量20.20㎥）　増改築１件（町産材使用量

20.89㎥）

●森林環境譲与税並びに森林環境税を活用し森林の境界線を明確
化することで，施業の効率化，高速化を図る。また，意向調査に
基づき，とくしま南部地域森林管理システム推進協議会等と連携
を図りながら，森林の資源管理，経営についての可能性を探る。

●整備されていない広葉樹林帯から備長炭を作り，備長炭を活用
した新たな商品開発に取り組む。また，樵木林業による循環型林
業の推進を図り，体験型林業をとおして人材育成を推進する。

●木材利用のため，大学の建築サークルやかいふの木の家と連携
して，町有施設改修事業において木材利用を推進する。

■令和３年度取組
・とくしま南部地域森林管理システム推進協議会へ負担金を支払い，明
確化事業を河内地区にて，森林整備事業（間伐）を市宇谷地区等にて実
施。意向調査は橘地区および辺川地区で実施した。
・小学生向けの林業体験イベントを実施。
・徳島大学建築サークルＡＵＴがかいふの木の家と連携し，町有施設
「ＣＡＮ・ＳＯ」を改修。
■成果
・意向調査：215件，明確化事業：46ha，森林整備事業：6.57ha
・町有施設「ＣＡＮ・ＳＯ」の中庭ウッドデッキを改修。木製家具等を
製作。海部産木材を活用。
・小学生向け林業体験イベント，５名参加。

●森林環境譲与税を活用し，森林整備をはじめ，担い手の確保や
林業就業者の育成を図る。
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(３) 「超スマート社会」の実現
【プラン１５】「スマート農林水産業」の推進

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

25t 28t 29t 30t

25t 2８t 29t

実証試験実施 推進

実施済 推進 推進

ー ー ２事業体 ４事業体

ー ー 2事業体

2箇所 3箇所 4箇所 5箇所

2箇所 4箇所 5箇所

評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

○

○

○

○

'21(R3)達成度

◎

－

◎
ICTを用いた海水温の観測機設置箇所数
〈'17〉　－　→　〈'22〉　5箇所

23t

試験実施

－

令和3（'21）年度実施状況及び成果
■令和３年度取組
　IoT等の次世代園芸技術を導入した７経営体が，目標収量の達成に向け
て取組み，１経営体が目標収量の2９トンを達成した。また，これまで
に知見をもとにマニュアルを改訂した。
■成果
　栽培経験の浅い新規就農者でもマニュアルを基に栽培管理を行うこと
で，さらなる生産性向上が可能であることが明らかとなった。

【施策①】
　「きゅうりタウン構想」を実現するため．次世代園芸技術（養
液栽培．複合環境制御．ＩｏＴ技術）の導入・定着を図り，ベテ
ラン農家並の多収技術を確立することにより，新規就農者の生産
性向上を実装するモデルを構築する。

主要施策・主要事業

産業用ドローンを活用する林業事業体数（累計）
〈'19〉　―　→　〈'22〉　４事業体

－ ◎

年収1,000万円を目指し次世代園芸技術を導入したキュ
ウリ農家の10aあたりの収量
〈'17〉　23t　→　〈'22〉　30t

ドローン活用した林業用防護柵の見回り地区数
〈'17〉　試験実施　→　〈'22〉　推進

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

ア　IoT技術導入等による先進農業モデルの構築　　　　　　　　　　　　　　　イ　ドローン等を活用した森林調査やシカ防護柵の見回り効率化
ウ　漁業におけるリアルタイム水温等情報配信システムの利用推進

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

　次世代園芸技術を導入したキュウリ農家の１０ａあたりの収量については，「きゅうりタウン構想」の目標
とする３０トンの実現に向けて着実に栽培技術が向上している。
　林地管理や産業用としてのドローン利用に対する興味が高まり，林業事業体などが研修会等に参加すること
により，新たな利活用について機運が高められた。
　また，ICTを用いた海水温の観測機設置は，順調に進んでおり，効率的な漁業の推進に寄与している。

（ア）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

A
南部総合県民局
農林水産部
水産研究課

○

■令和３年度取組
　阿部地先に観測機器を設置し，ICT技術を用いて海水温等のデータを
集積する体制を整備するなど，「リアルタイム水質情報配信システム」
の活用に向けた取組を促進した。
■成果
　ICT技術を用いた効率的な漁業の推進に寄与した。

■令和３年度取組
　シカ防護柵の見回り区域の拡大を推進するとともに，森林調査や労働
安全への利用を促進する研修会を実施するなど検討を行った。
　また，産業用ドローンによる苗木資材等運搬を推奨し，事業体へのド
ローン導入について検討した。
■成果
　管内事業体のドローン利用に対する機運が高められ，産業用ドローン
が県南で事業を実施する，2つの林業事業体（各1機）に導入された。

【施策②】
　林地において，ドローンを活用したシカ防護柵の管理技術の実
証や，森林調査の利用などを検討するとともに，苗・資材を運搬
する産業用ドローンの林業事業体での活用を推進し，林地管理の
効率化を促進する。

【施策③】
　ICT技術を用いて海水温等のデータを集積し，漁獲量との関連
性を調べるなど，「リアルタイム水質情報配信システム」の活用
を促進する。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

（イ）

（ウ）
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【プラン１６】革新技術を活用した地域課題の解決

プラン評価（事務局案） 要改善

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

推進

推進 推進 推進

200 230 260 290

212 234 273

12 14 16 18

12 12 12

○

○

○

○

○－

◎

△

LED新製品開発支援件数（県全体・累計）
〈'17〉 145件　→　〈'22〉 290件

LED応用製品の海外市場開拓数（県全体・累計）
〈'17〉10ヶ国　→　〈'22〉 18ヶ国

145件

10ヶ国

コワーキングスペースを活用した地域課題の解決や新し
いビジネス創出
〈'17〉　－　→　〈'22〉　推進

－

ア　集積するSO企業と連携したICT人材の育成　　　　　　　　　　　　　　　イ　コワーキングスペースの積極的活用
ウ　IoT・AI等を活用した，戦略的なインフラのメンテナンス＜再掲＞　　　　エ 「i-Construction」の取組みによる建設現場の生産性向上

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　南部圏域だけでなく東部・西部圏域のサテライトオフィス企業も含めたオンライン交流会を開催し，圏域を
越えた企業間の連携を促進することにより，県内サテライトオフィス企業の定着に向けて取り組んだ。
　また，土砂災害による被害から生命・財産を守るため，ＩｏＴ雨量計を共用し，きめ細やかな雨量情報の提
供に寄与した。福井川総合流域防災事業や床上浸水対策特別緊急事業，日和佐川事業間連携河川事業等におい
ては，ＩＣＴを実施した工事を行い，建設現場の生産性向上が図られた。
　さらに，ＬＥＤ関連企業の応用製品開発や製品の付加価値化を支援するため，とくしまオンリーワンＬＥＤ
の認証やＬＥＤサポートセンターの運営を行った。一方で，新型コロナウイルスの影響により,令和２年度か
らＬＥＤ応用製品の海外における大規模展示会への出展ができていない。

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

'21(R3)達成度
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
地域創生防災部
各市町

○

A
南部総合県民局
県土整備部 ○

A
南部総合県民局
県土整備部 ○ ○

A
南部総合県民局
県土整備部 ○

A 新未来産業課 ○ ○

A 新未来産業課 ○ ○

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果
【施策①】
　水産研究課美波庁舎に設けたコワーキングスペース「ミナミマ
リンラボ」等において，サテライトオフィス，大学，地元企業，
地域住民等多様な主体が連携した地域課題の解決への取組みや
AI，IOTなどSociety５．０の革新技術に対応できる人材の育成
等を促進する。

■令和３年度取組
　南部圏域のサテライトオフィス企業に加え，県東部・西部圏域に進出
した企業を交えたオンライン交流会を開催し，南部圏域サテライトオ
フィスの取組みについて紹介するほか，企業同士のディスカッションを
実施した。
■成果
　南部圏域だけでなく東部・西部圏域のサテライトオフィス企業も含め
た意見交換の場を提供し，圏域を越えた企業間の連携を促進することが
できた。

【施策②】
　IoT・AI等を活用し，費用の平準化・縮減や作業の省人化，効
率化を図るため，予防保全等の計画的なインフラのメンテナンス
を推進する。〈再揭〉

■令和３年度取組
　十二弟子トンネル（那賀町）で道路性状測定車両により，トンネル点
検を実施した。
■成果
　新技術を活用した点検・診断を実施し、効率的かつ効果的なインフラ
の維持管理を推進した。

【施策③】
　土砂災害による被害から生命・財産を守るため，ＩｏＴを活用
した雨量計の整備により，きめ細やかな雨量情報を提供し，住民
の適切な避難を支援する。〈再揭〉

■令和３年度取組
　令和２年度に設置したＩｏＴ雨量計を供用している。
■成果
　局地的集中豪雨等の事前準備として，きめ細やかな雨量情報の提供に
寄与し，地域住民の安心・安全に役立っている。

【施策④】
　今後の労働力不足に対し，安全で魅力ある建設現場とするた
め，「i-Construction」の取組みを推進し，建設現場の生産性
向上を図る。

■令和３年度取組
　福井川総合流域防災事業で４件，地震・高潮対策河川事業で２件，日
和佐川事業間連携河川事業で１件，池ノ内谷通常砂防事業で１件，芥附
海部線緊急地方道路整備事業で１件のＩＣＴを活用した工事を行った。
　床上浸水対策特別緊急事業（和食・土佐地区）等において，５箇所で
ＩＣＴ土工により築堤工事や河床掘削工事を実施した。
■成果
　作業の省力化や効率化が図られた。

【施策⑤】
　LEDバレイ徳島の世界展開を進めるため，LED関連企業の開
発・生産，ブランド化，販路開拓などを支援することにより，次
世代LED産業クラスターの形成を推進する。

■令和３年度取組
　県産LED製品の国際市場における競争力の飛躍的向上を図るため，国
際規格・ISO17025を満たす「LED測光試験所」である工業技術セン
ターにおいて，県内企業の製品に国際規格適合の成績証明書を付与し，
海外展開を後押しした。
■成果
　ＬＥＤ新製品開発支援件数：２７３件（目標２６０件）

【施策⑥】
　徳島大学など県内高等教育機関，県内企業，工業技術センター
の共同研究の推進等により，LED応用製品の開発支援に取り組
む。

■令和３年度取組
　国内大手や海外企業の低価格製品に対抗するためには，より付加価値
の高い製品づくりが求められていることから，県独自の認証制度や共同
研究の推進により県内LED企業における応用製品の開発支援に取り組ん
だ。
■成果
　ＬＥＤ新製品開発支援件数：2７３件（目標2６０件）

（ア、イ）

（ウ）

（ウ）

（エ）

（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）

（ア、イ）

（ア、イ）

（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）

（ウ）

（ウ）

（エ）

（ウ）

（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）

（ア、イ）

（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）

（ア、イ）

（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）

（ア、イ）

（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）

（ウ）（ウ）（ウ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

B 新未来産業課 ○ ○

阿南市

那賀町

市町名

牟岐町

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果
●阿南工業高等専門学校等の学術機関及びLED関連企業との連携
を強化する。

●県と連携したとくしまイノベーションセンター等の活用促進を
図る。

●インターネット動画サービス等により，「青色LED発祥の地
阿南」「光のまち 阿南」を世界に発信することで，新しい利用
の方向性を求める。

●「光のまちステーションプラザ」を核としたLED体験・体感の
充実を図る。

■令和３年度取組
　阿南市の象徴である「光」を活用したイベントを市内の各種団体と企
画し，官民が一体となって開催した。
　光のマンダラドームを設置し，子供たちを中心としたダンスや歌の発
表会を「恋人の聖地」広域市町村連携によるデジタル・シティプロモー
ション事業で整備したプラットフォームで動画配信し，観光資源である
恋人の聖地や地域資源としての「光」を全国に向けてPRした。
■成果
　イベントの企画や開催を通じて，関係者の間ではシティプロモーショ
ンによる地方創生への取組みに対する意識の醸成が図られた。
　また，地域の魅力の再発掘やブラッシュアップ，社会の変化に合わせ
たデジタル化や情報発信力の強化が図られた。

●ドローンの活用により，農林業への利活用等地域課題の解決に
向けた社会実装を行う。

■令和３年度取組
【農業振興課】
　ドローンを活用した土地計測等の実証実験の視察を行った。
【林業振興課】
　農山漁村未来創造事業の支援を受け，ドローンによる苗木・資材運搬
実証を実施。
■成果
【農業振興課】
　取組による成果はないが，今後はドローンの活用による，農薬散布等
の普及促進を行い，農業生産性の向上を図る。
【林業振興課】
　２事業体で5カ所の実証を行い，バッテリー，発電機，運搬距離など
の関係性を実証し，労務費の削減等に繋がる結果を得たことから令和4
年度以降の実装に繋げる。

【施策⑦】
　県内LED関連企業が開発・生産する高品質なLED応用製品を
大規模展示会から発信し，国内外市場における販路開拓を支援す
る。

■令和３年度取組
　新たな市場展開を目指す県内LED企業の情報発信や販路開拓を支援す
るため，徳島ビジネスチャレンジメッセへの出展を支援した。
■成果
　LED応用製品の海外市場開拓数：12ヶ国（目標1６ヶ国）
■新型コロナの影響
　令和２年度以降，海外大規模展示会への出展ができていない。

●地域課題解決のための事業を，産官学連携によりICTを活用し
て実証を進める。

●新型コロナウイルス感染症の影響を受け，事業実施なし

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）（ア、イ）
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美波町

市町名
●止まらない通信網の平時利活用のため更なる技術導入並びに全
町展開に向けスマートシティ構想の構築を図る。

●サテライトオフィス，大学等と連携し，防災対策など地域課題
解決に向け取り組んでいる事業のさらなる発展と充実を図る。

■令和３年度取組
・止まらない通信網の全町展開への可能性調査を実施した。
・サテライトオフィス，大学等と連携し，防災対策など地域課題解決に
向け取り組んでいる事業のさらなる発展と充実を図る。
■成果
・概算額が出たことにより今後の方向性について検討が実施できること
となった。
・昨年度からニタコンサルタントにより美波町で実証を開始した冠水モ
ニタリングが国土交通省のワンコイン浸水センサ実証実験実施地区とし
て選定された。

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果
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(1) 美しく豊かな自然環境の保全と継承
【プラン１７】多様な自然環境の保全

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

330人 340人 350人 360人

333人 342人 383人

3,800ha 4,200ha 4,500ha 4,900ha

4,059ha 4,452ha 5,060ha

420人 460人 500人 540人

409人 439人 482人

○

○

○

４　自然とともに歩む地域づくり

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　貴重な自然資源の保護と次世代への継承　　　　　　　　　　　　　　　　イ　森林の公有林化の推進
ウ　地域特性を活かした多様で健全な森林への誘導　　　　　　　　　　　　　エ 「適正管理計画」に基づく野生生物の適正管理

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

 
　千年サンゴサポーター数は，順調に増加している。今後も保全活動，啓発等を持続的に実施するとともに，サポーター
募集により，活動への理解と支援の輪の拡大を図る。加えて，次世代継承を念頭に，若年者へのＰＲを軸として，あらゆ
る機会を捉え，情報発信していく。
   また，狩猟免許新規合格者数（累計）は，９割以上達成しており，令和元年度以降の新規試験合格者の約２／３は，６
０歳未満の人が占めるなど，比較的若い世代への普及が進んでいると見られる。しかし，現状において，狩猟免状所持
者の３／４以上は，６０歳以上であることから，南部地域の高齢化・人口減少が進行する中，若年層への啓発活動を一
層強化し，受検者数の増加を図っていく必要がある。
　 森林整備においては，南部圏域の豊かな自然環境を保全するため，間伐等による整備や，公有林化による森林の適
切な保全・管理が進んでいる。

民間協働で取り組む自然資源の保護活動支援者（千年サ
ンゴサポーター）数
〈'17〉　321人　→　〈'22〉　360人

公的管理森林面積（累計）
〈'17〉　3,079ha　→　〈'22〉 4,900ha

狩猟免許新規合格者数（累計）
〈'17〉　333人　→　〈'22〉　540人

321人

3,079ha

333人

'21(R3)達成度

◎

◎

◎
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
保健福祉環境部 ○

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

A
鳥獣対策・
ふるさと創造課

A
南部総合県民局
保健福祉環境部 ○

■令和３年度取組
    新型コロナ感染拡大のため，春季の生物環境調査及び夏季の環境学習
が，中止となるなどの影響を受けたが，サンゴ保全活動と海中環境調査
を各２回実施し，また，新型コロナ感染の小康期には，イベントに出展
参加して啓発するなど，千年サンゴと活きるまちづくり協議会と連携
し，着実に事業を実施し，成果を上げた。
　※千年サンゴ保全活動　２回，海中環境調査　２回
■成果
　千年サンゴサポーター　３８３人

■令和３年度取組
　県有林化等推進事業や企業局の森づくり支援事業等により，森林を取
得したほか，徳島森林づくり推進機構による分収林の買取等を図るとと
もに，県版保安林の指定を行い，森林の公有林化や公的管理を進めた。
■成果
　県と那賀町による森林の取得134haに加え，徳島森林づくり推進機構
による公有林化（森林取得，分収林買取，管理受託）を306ha実施した
ほか，県版保安林を16.5ha指定し，また，「森林経営管理法」に基づ
く，林業経営に適さない森林の市町村による管理（公的管理）151haも
加え，森林の公有林化や公的管理を推進した。

■令和３年度取組
　南部圏域において，造林の実施に加え，下刈や間伐，作業道開設など
の適切な森林整備を進めた。
■成果
　　人工林においては、造林・間伐事業の実施や作業道の開設に取り組
んだ。また樵木林業においては、林業機械を導入するなど広葉樹林を整
備するための基盤整備が進んだ。

主要施策・主要事業
【施策①】
　県南部の生物多様性の保護と「千年サンゴ」をはじめとする貴
重な自然資源を守り，次世代に継承するため地域住民等と連携し
た保護活動を推進する。

【施策②】
　水源林をはじめとする環境や防災面で重要な森林について，所
有者の管理放棄や目的が明らかでない森林買収などに対応するた
め，公有林化（県版保安林，県・市町有林化等）を進め，適切な
保全を図る。

令和3（'21）年度実施状況及び成果

■令和３年度取組
　｢徳島県ニホンジカ適正管理計画｣の達成に向け，阿南・海部海岸地域
を含む県内７地区で指定管理鳥獣捕獲事業を実施した。
■成果
　県内でニホンジカを901頭捕獲するなど，ニホンジカの個体数調整捕
獲を推進した。

■令和３年度取組
　試験日を受験しやすい日曜日に設定し，年５回実施。
　従来からの鳥獣被害対策協議会や猟友会に加え，公共施設及び農業機
械販売店に協力を依頼し，試験概要等の幅広い周知に努めた。
　■成果
　４３名の狩猟人材を確保した。
　※受験者数　４３名（合格者４３名，合格率１００％）

【施策③】
　造林・間伐による人工林の適正な整備や，「樵木林業」による
広葉樹林の整備など，健全で豊かな森林の維持造成を図る。

【施策④】
　｢徳島県ニホンジカ適正管理計画｣の達成のため，市町村が実施
する有害鳥獣捕獲に加え，指定管理鳥獣捕獲等事業による県が主
体となったシカの個体数調整捕獲を推進する。

【施策⑤】
　狩猟への関心を高めるため，各市町の鳥獣被害対策協議会や研
修会等において情報提供を行うとともに，働く世代が狩猟免許を
取得しやすいよう，日曜日に試験を実施することで，新たな狩猟
人材の確保を図る。

（ア）

（イ）

（エ）

（ウ）

（エ）
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市町名

阿南市

美波町

海陽町

令和3（'21）年度実施状況及び成果
■令和3年度取組
　阿南市生物多様性ホットスポットである伊島のササユリ保護活動につ
いて，阿南高専と連携し，伊島ささゆり保全の会の運営に参画。市内高
校生ボランティアとともにササユリ生育調査，除草作業を行った。同
ホットスポットである出島野鳥園では，中野島小学校５年生を対象とし
た野鳥観察会を行い自然保護について学習を行った。
■成果
　子どもたちの環境保全活動や環境学習を支援することにより，子ども
たちが人と環境の関わりについて幅広い理解を深め，自然を大切に思う
心や，環境問題解決に自ら考え行動する力を育成し，地域の環境保全活
動の環を広げることができた。

■令和３年度取組
・5月20日から8月20日までの間，夜間の大浜海岸への立入禁止ととも
に付近の車両通行禁止を行った。３年度はコロナ禍において，イベント
の開催は中止した。同期間中にウミガメ上陸を知らせるｳﾐｶﾞﾒｰﾙの配信や
ﾊﾟﾄﾗｲﾄの点灯等ウミガメの上陸を周知することは中止し，監視員の観察
だけ行った。
・美波町回帰率向上拠点計画は2年目を迎え，全面改修にむけた基本計
画，基本設計，実施設計を行った。
・カレッタを拠点として町のSDGｓの取組をＰＲするため，夜の博物
館，特別放流体験など新しい取組を行った。
■成果
・大浜海岸での上陸産卵の実績は，8頭上陸産卵という結果であった。
・ウミガメ保護を中心とした内容でSDGs未来都市に応募した。
　

●「海陽町海部川保全条例」・「海陽町ふるさとの水を守る条
例」の制定により，きれいな水環境の実現を図る。

●竹ヶ島海中公園自然再生協議会を通じてエダミドリイシの採
卵，稚サンゴ育成と移植及びサンゴ育成モニタリング調査の実施
による保全・再生活動を行う。

■令和３年度取組
 　海陽町内の河川7地点において，前期・後期2回の水質調査と1回の底
質調査を行った。令和3年度において，海陽町ふるさとの水を守る審議会
は開かれていない。
■成果
　調査の結果，水質について問題はなかった。底質についても過年度と
比較しても安定した底質状態で特異点はみられなかった。

■令和３年度取組
　エダミドリイシの採卵と育成及び移植作業の実施と活動の情報発信
■成果
・8月エダミドリイシの採卵と育成及び11月に移植作業の実施。
・宍喰小学校生徒及び珊瑚保全活動関係者の活動について，昨年にひき
続きケーブルテレビでの情報発信映像の作成と番組放送の実施。

●「美波町ウミガメ保護条例」に基づき，「大浜海岸のウミガメ
及びその産卵地」の保全を図るとともに，イベント等を通じて自
然環境保護の重要性を啓発し，ウミガメと人間が共存出来る豊か
な自然環境を守る。

●美波町の回帰率向上拠点計画の実現に向けた５ケ年計画で，日
和佐うみがめ博物館の改修を行う。

●ウミガメ保護から始まり，豊かな自然環境を次世代に繋ぐため
SDGsの取り組みを推進する。

市・町関連施策
●生物多様性あなん戦略に基づき，「阿南市生物多様性ホットス
ポット」選定地の保全・活用の仕組みづくりについて関係者及び
関係団体等と共に検討し，課題を共有する。
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【プラン１８】総合的な環境教育・環境学習の推進

プラン評価（事務局案） 要注視

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

100人 200人 300人 400人

133人 182人 329人

3団体 3団体 4団体 5団体

3団体 3団体 10団体

900人 900人 900人 900人

857人 850人 526人

30件 40件 50件 60件

31件 40件 47件

小中高校に対する森林・林業学習の実施（累計）〈再
掲〉
〈'17〉　10件　→　〈'22〉　60件

○ ○

○

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　「徳島のみずべ」の魅力を発信する環境学習やフィールド講座を実施することにより，児童・生徒の河川環
境保全への意識の向上につながった。
　新型コロナ感染拡大懸念のため，啓発行事の企画・実施に制約を受けたが，地域の教育機関，団体の協力に
より，環境学習事業，パネル展示等による啓発を推進することができ，業績指標についても，目標を上回るな
ど，一定の成果を収めることができた。
　牟岐少年自然の家を拠点とした自然体験・交流体験等については，新型コロナの影響により，ゴールデン
ウィーク期間中が休所となり，さらに実施予定であった事業が延期・中止となったことから，目標は達成でき
なかったが，オンラインを活用した小学生対象の出前授業を実施するなど，新たな交流の手法に取り組んだ。

'21(R3)達成度

－

－

800人

10件

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　生活排水対策の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　海洋漂着物や海洋プラスチックごみ問題の啓発
ウ　高校生等のボランティア活動への参加促進　　　　　　　　　　　　　　　エ　河川を対象とした環境学習やフィールド講座の実施

牟岐少年自然の家を拠点とした自然体験・交流体験等へ
の参加者数
〈'17〉　800人　→　〈'19～'22〉　年間900人

◎

◎

△

◎

環境啓発イベント等に参加又は県南部の環境問題につい
てオンライン学習し，具体的な環境行動を宣言する人数
（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　400人
「みなみから届ける環づくり会議」の「環境ボランティ
ア活動証明制度」を活用した環境ボランティア受入れ団
体数
〈'17〉　－　→　〈'22〉　5団体

78



評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
保健福祉環境部 ○

A
南部総合県民局
保健福祉環境部 ○

A
南部総合県民局
保健福祉環境部 ○ ○

【施策③】
　若年層を対象に県南の海をフィールドにした体験型イベントや
講座，オンライン学習を通じて海洋環境の現状を学び，保全のた
め自分たちが何ができるか考える機会を創出し，具体的な環境行
動を促します。

■令和3年度取組
　徳島県浄化槽月間（１０月）において，水質保全及び浄化槽の啓発街
頭キャンペーンを実施したほか，新設浄化槽設置管理者を対象に浄化槽
教室を開催した。
　※浄化槽水質検査未受検者への受検指導（１０月，１月）
　　浄化槽教室開催　3回
■成果
　受検指導により，水質検査未受検者のうち約９%（1,198件）が受検
し，生活環境の保全及び公衆衛生の向上が図られた。

■令和３年度取組
　地域のNPO法人が主催した「海ゴミリーダー養成講座（講座及びビー
チクリーン）」及び「生活から考える海ゴミ講座（講座及びビーチクラ
フト）」を支援し，地元高校と連携して海洋環境保全活動の普及を推進
した。
　また，次のとおり普及啓発を図った。
・　移動啓発スポットコーナーを設置し，啓発パネルを展示。
・　県ホームページ「学ぼう！環境のためにできること！」による啓
発。
・　地元高校の有志が製作したオンラインゲーム「千年サンゴを守ろ
う!!」
　をホームページに掲示し，環境に対する関心の喚起を図った。
■成果
　従来から積み重ねてきた手法による啓発を持続的に実施するととも
に，地域の団体と連携して環境講座による普及を推進することにより，
海洋環境保全活動への理解と協力の輪の拡大と地域との協力関係の構築
を進め，今後の普及啓発推進につなげることができた。

令和3（'21）年度実施状況及び成果主要施策・主要事業
【施策①】
　地域の実情に適応した生活排水の適正処理を推進するため，水
質保全に関する啓発を行うとともに浄化槽キャンペーンや浄化槽
の維持管理に関する啓発・指導を実施する。

■令和３年度取組
　小学校４～６年生とその保護者を対象に体験教室「夏休み出動！川の
調査探検」を開催したほか，前年度に引き続き，啓発資料のホームペー
ジへの掲示により，学習機会の増大を図った。
■成果
　「夏休み出動！川の調査探検」参加者　２６名（小学生１３名，保護
者１３名）

【施策②】
　みなみから届ける環づくり会議の水質ワーキングが中心とな
り，家族連れを対象とした水環境保全に関する環境教育を実施す
る。

（ア）

（ア）

（イ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

B 教育委員会

A
南部総合県民局
保健福祉環境部 ○

A 教育委員会

A
南部総合県民局
県土整備部 ○

【施策⑦】
　河川環境保全への意識啓発を行うとともに，「徳島のみずべ」
の魅力を発信する環境学習やフィールド講座を実施する。

■令和３年度取組
　河川環境学習を３校（横見小，桑野小，山口小）で実施した。
■成果
　河川環境保全の意識啓発に役立った。

【施策④】
　牟岐少年自然の家を活用し，地域住民の参画を得て，地域の自
然や文化活動を活かした自然体験や出張授業による自然学習，交
流体験，食育等を推進する。

■令和３年度取組
　牟岐少年自然の家の主催事業・共催事業において自然体験，交流体験
活動を１９事業実施した。さらに，宍喰小学校４年生を対象に，オンラ
イン（２回）も含め全５回の出前授業を実施した。
■成果
　例年どおりの地域住民等を集めた取組は十分実施できなかったが，オ
ンラインを活用した小学生対象の出前授業を実施するなど，新たな交流
の手法で地域の自然や文化活動の魅力を発信することができた。
■新型コロナの影響
　令和３年度はゴールデンウィーク期間中を休所とした。また，全２５
事業のうち５事業を中止し，実施予定であった事業が延期・中止となっ
た。

【施策⑤】
　みなみから届ける環づくり会議が策定した「環境ボランティア
活動証明制度」を活用して，高校生等が地域の環境ボランティア
に参加しやすい仕組みづくりを推進する。

■令和３年度取組
　県南地域の高校生等に環境ボランティア活動の場を提供するため，民
間企業等による環境ボランティア受入の拡大に努めた。
■成果
　受入団体数　１０団体
　表彰基準を満たした３名を表彰した。

【施策⑥】
　豊かな森林資源の未来を創造し，次代の循環型成長産業を担う
人材を育成するため，県立那賀高校「森林クリエイト科」におい
て，林業教育を基盤とした新たなキャリアパスシステムを構築
し，推進する。
〈再掲〉

■令和３年度取組
　徳島森林管理署，南部総合県民局及び那賀町との連携・協力のもと，
「労働安全特別教育（チェーンソー）や刈り払い機等」の資格講習の受
講，スイングヤーダ・プロセッサ・フォワーダなどの高性能大型林業機
械の操作体験実習を実施するなど，林業教育の充実を図った。また，測
量分野における産業用ドローン活用方法についても学んだ。
地元木材加工会社と連携して，レーザー加工機等の設備を有効活用し，
木工製品の商品開発に取り組んだ。
■成果
　四年制大学への進学や公務員，地域の林業関連産業への就職など，林
業に関する様々な知識や技術を身に付けた人材を育成している。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

（イ）

（ウ）

（ウ）

（エ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

A
南部総合県民局
農林水産部
農山漁村振興課

○

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果
【施策⑧】
　若手林業従事者「山武者」や「もりもり」など地域林業関係者
との連携を図り，小中高等学校および大学生を対象とした森林・
林業体験を実施し，森林・林業への理解を深めるとともに，林業
の担い手の確保につなげる。〈再掲〉

■令和３年度取組
　那賀町林業従事者会「山武者」や森林組合，林業事業体などのサポー
トを得ながら，フォレストキャンパス那賀等を活用して，那賀高校森林
クリエイト科をはじめとした地域の小中高校の生徒を対象とした森林・
林業体験を実施し，林業の担い手の確保につなげた。
　※R3実施回数(参加者数)：美波管内4回(75人)，那賀管内5回(99人)
■成果
　コロナ禍で多人数の研修等の実施が難しい中，感染防止対策を行いな
がら，林業機械の操作体験や，植栽の体験研修を実施し，小中高校生に
林業の知見が広められた。　　〈再掲〉

【施策⑨】
　県民が木材の良さやその利用の意義を学ぶ教育活動である「木
育」を推進するため，木とふれあい，木に学び，木でつながるこ
とができる「木育の拠点」を整備する。〈再掲〉

■令和３年度取組
　南部地域では，海陽町（①まぜのおかオートキャンピング内），阿南
市（②那賀川図書館内，③トヨタカローラ徳島 阿南店内），那賀町（④
地域子育て支援センター及び⑤林業ビジネスセンター内，⑥相生森林文
化公園あいあいらんど）に「木育の拠点」が整備されており，木材の良
さを体験できる場を提供した。（⑦阿南市役所あなんフォーラム内の木
育広場については，コロナウイルス感染症対策のため閉鎖中。）
　また，令和3年度開館した「徳島木のおもちゃ美術館」に続き，令和5
年春の開館を目指して「那賀町おもちゃ美術館（仮称）」（事業主体：
那賀町）の整備に着手した。
■成果
　南部地域の「木育の拠点」の利用を促進するとともに，「木育」への
気運を高めることができた。
（南部県民局管内に累計７カ所整備）　〈再掲〉

【施策⑩】
　土地改良施設や農地等の保全及び農山漁村地域の活性化の推進
に対し，理解と熱意を有する地域のリーダーとなる「ふるさと水
と土指導員」の育成とその活動を支援する。

■令和３年度取組
　農山漁村地域の活性化を図るため，那賀町，牟岐町及び美波町の4名の
「ふるさと水と土指導員」が実施する地域活動（地域内外住民との農業
体験交流の場づくりと景観保全の実施等による地域活性化）を支援し
た。
■成果
　「ふるさと水と土指導員」が実施する地域活動の支援により，農山漁
村地域の活性化が図られた。

　

（ウ），（エ）

（ウ），（エ）

（ウ），（エ）
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令和3（'21）年度実施状況及び成果
●食と健康のつながり，食の大切さを学ぶ「薬食同源」を推進す
るため，食育キャラクター（海陽戦隊ゲンキレンジャー）による
子どもへの食育啓発，関係機関とともに小学生を対象とした栽培
体験授業や思春期の子どもを持つ保護者を対象とした食育講演会
の実施，また，地元の主婦を対象として料理研究家を招き，地元
食材を使った料理等の開発や広報誌・HPで旬の農水産物とその
レシピの紹介を行う。

●農水産物の直産市の開催や学校給食・保健福祉施設等における
地域食材の積極的利用，地産地消協力店・生産者の登録・HPで
の紹介を行う。

■令和3年度取組
　町内各保育所・幼稚園計５箇所で食育推進劇「海陽戦隊ゲンキレン
ジャー」を開催し，幼児への食事バランスの重要さや食の大切さを普及
啓発を実施した。また，３箇所の保育所・幼稚園には食育の出前講座を
年５回ずつ開催。生活リズムや食のマナーに関して等の講座を子どもの
理解に合わせて媒体を活用し実施。食育だよりを作成し，保護者にも啓
発を実施している。
■成果
　食育啓発劇や食育出前講座はポピュレーションとして実施しており，
保育士等からは啓発があることで食への関心が高まっており，保護者に
も話しをおこないやすくなっているという意見をいただいている。

■令和３年度取組
　地元農林水産物の学校給食への積極的利用は行うことができた。
　「とれとれ市」を数年ぶりに開催することができた。
■成果
　学校給食への積極的利用については，地元生産者から児童へのメッ
セージビデオ作成し食育活動が行えた。
　「とれとれ市」が開催することができ，地域振興に繋げることができ
た。

市町名

海陽町

市・町関連施策
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(２) 豊富な自然資源等の利活用
【プラン１９】自然と調和したまちづくりの推進

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

16集落 20集落 24集落 28集落

17集落 20集落 24集落

16地区 17地区 18地区 19地区

16地区 19地区 20地区

評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部 ○

○

○

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

■令和３年度取組
　牟岐町関地区では，サルの生息状況調査に基づいた集落ぐるみの対策
研修会を開催するとともに大型捕獲檻を設置した。阿南市小野地区，美
波町深瀬地区，海陽町能山地区では侵入防止柵の整備と適切な設置，管
理等に関する講習会をそれぞれ開催し，集落全体で鳥獣被害対する意識
を高めた。
　また，捕獲鳥獣の有効利用をすすめるため，阿南市及び牟岐町でジビ
エ処理加工施設の整備を支援した。
■成果
　令和3年度はモデル集落を4地区で育成し，集落で取り組む鳥獣被害対
策が実施された（R2：3地区，累計24集落）。

プラン評価（評価部会委員）

'21(R3)達成度

◎

◎

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　集落で取り組む総合的な鳥獣害対策の普及　　　　　　　　　　　　　　　イ　公共工事における環境配慮の実施
ウ　県管理道路における道路照明灯等のLED化の推進　　　　　　　　　　　　 エ　木製（間伐材）ガードレール等の整備・修繕を推進

主要施策・主要事業
【施策①】
　侵入防止柵の設置などのハード整備とモンキードッグ育成や鳥
獣を寄せ付けない環境整備などのソフト対策を組み合わせ，集落
ぐるみで取り組む鳥獣被害対策を推進する。

　農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮のための共同活動（農地・農業用施設等の保全）に対し，交付
金による支援を行うことで，３,０３７ haの地域資源の保全が図られた。
　新規に事業を予定している農業農村整備事業１地区の事業計画作成において，「徳島県田園環境配慮マニュ
アル」に基づく，動植物の生育環境に配慮した事業計画を策定した。
　また，集落で取り組む総合的な鳥獣被害対策の取組みが進んだ。
　河川の護岸においては，多自然型護岸工法で施工するなど，自然環境に配慮した工事を実施した。
　県管理道路においては，道路照明灯のLED化を実施し，省エネルギー対策の実施につなげるとともに，木製
ガードレールの整備を実施し，道路景観の向上と県産材・間伐材の利用促進につなげた。

令和3（'21）年度実施状況及び成果

「徳島県田園環境配慮マニュアル」に基づく事業計画策
定地区数（累計）
〈'17〉　14地区　→　〈'22〉　19地区

集落ぐるみで鳥獣害対策に取り組むモデル集落数（累
計）
〈'17〉　7集落　→　〈'22〉　28集落

7集落

14地区

（ア）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
農林水産部
農山漁村振興課

○

A
鳥獣対策・
ふるさと創造課

A
南部総合県民局
農林水産部
県土整備部

○

A
南部総合県民局
県土整備部 ○

A
南部総合県民局
県土整備部 ○

■令和３年度取組
　新型コロナウイルス感染拡大による外食需要の減少の影響を受けたジ
ビエの消費拡大のため，飲食店等へのジビエ仕入助成や処理加工施設と
のマッチングと併せて，「阿波地美栄まつり」，「阿波地美栄カレーま
つり」，「阿波地美栄カフェまつり」，「阿波地美栄パンまつり」，
「阿波地美栄激辛・大盛り・揚げもんまつり」を開催するとともに，子
ども食堂へのジビエの提供を行った。
■成果
　延べ９９店舗の飲食店等や９ヵ所の子ども食堂で約1８,000食の阿波
地美栄料理が提供され，消費拡大や認知度向上に繋がった。

【施策②】
　農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮にあたり，農地･
農業用水等の保全のための地域の共同活動により行われる取組み
や，中山間地域等における農業生産活動を推進する取組み等を支
援する。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

【施策⑤】
　省エネルギー対策を推進するため，県管理道路における道路照
明灯等のＬＥＤ化を推進する。

■令和３年度取組
　県管理道路において，道路照明灯のＬＥＤ化を実施。
　（阿南管内１１１基，那賀管内１０９基，美波管内５１基・トンネル2
箇所）
■成果
　省エネルギー対策の実施につながった。

【施策⑥】
　県管理道路において，道路景観の向上のみならず，県産材（間
伐材）の利用促進に効果的で，木材産業の活性化に寄与する木製
（間伐材）ガードレール等の整備・修繕を推進する。

■令和３年度取組
　県管理道路において，木製（間伐材）ガードレールの整備を実施。
　（那賀管内：１９ｍ，美波管内：５０m）
■成果
　道路景観の向上が図られるとともに，県産材・間伐材の利用促進につ
ながった。

【施策③】
　「阿波地美栄」の消費拡大やＰＲを推進するとともに，未利用
資源の利活用を推進する。

【施策④】
　景観や生物多様性など自然環境の保全を図るため，「徳島県田
園環境配慮マニュアル」や「徳島県公共事業環境配慮指針」に基
づき，環境負荷の少ない計画や工法を採用した公共事業に努め
る。

■令和３年度取組
　農業農村整備事業の新規１地区において，自然環境調査に基づいた環
境配慮事業計画を策定すると共に継続中の妙見池地区で自然環境に配慮
した工事を推進した。
■成果
　環境負荷の少ない計画や工法を採用した公共事業により，景観や生物
多様性など自然環境の保全が図られた。

■令和３年度取組
多面的機能支払交付金を活用し，３,０３７ｈａの農地に対する農業の多
面的機能の維持・発揮のための地域協働活動を支援した。
■成果
　農地・農業用水等の保全のための地域の共同活動，中山間地域等にお
ける農業生産活動が促進された。（ア）

（ア）

（イ）

（ウ）

（エ）
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●田井ノ浜，恵比須浜，沿岸域や沖合ダイビングスポット，日和
佐川中・上流域など，改善や拡充の余地を有する空間を再調査
し，観光協会や関係住民等と連携しながら集客スポットとして再
生又は創出する。

●県猟友会が実施する研修会や狩猟免許受験費用の一定額を助成
することで，新規狩猟免許取得者を確保し，有害鳥獣駆除従事組
織の持続に努める。

●ウミガメを含む生物に悪影響のある光害に対して，関係機関が
連携し対策を模索する。

■令和３年度取組
・新型コロナウイルス感染拡大の影響により，田井ノ浜海水浴場の開設
は中止となり，恵比須浜キャンプ場についても閉鎖となるなど，アウト
ドアスポットも相次いで閉鎖となった。
・美波町単独事業として，狩猟免許取得に要する講習会費と受験費用に
対する助成を実施した。
■成果
令和３年度における狩猟免許取得実績としては，新規に６名の狩猟有資
格者が確保できた。

●海陽町産材活用住宅建築推進事業費補助金の対象を新築住宅だ
けでなく，増築・店舗・倉庫等にも対象を拡充し，町産材の活用
を促進することにより，町産材の流通を活性化し，未管理森林の
発生を防止し，健全で豊かな森林の維持・造成を図る。

●町内にある防犯灯を，新設又は更新するものから，順次ＬＥＤ
型防犯灯へと転換する。

●有害鳥獣の計画的な駆除及び集落単位での防護施設の整備等を
図る。

■令和３年度取組
　海陽町産材を活用した住宅や倉庫の建築費の補助
■成果

　新築1件（町産材使用量20.20㎥）　増改築１件（町産材使用量

20.89㎥）

　
■令和３年度取組
　新設 ９ 基，更新 ２４ 基。
■成果
　防犯灯のLED化により，明るさが向上することで安全性が高まり，さ
らに長寿命化，電気代の削減などの効果があった。

■令和３年度の取り組み
　有害鳥獣を計画的に駆除する。
■成果
　有害鳥獣の駆除件数　　総数　986頭
　イノシシ（成獣）185頭　（幼獣）23頭　　合計　208頭
　シカ　　（成獣）528頭　（幼獣）  2頭　　合計　530頭
　サル　　　72頭

牟岐町

美波町

■令和３年度取組
　夜間における犯罪の防止と市民の通行の安全を図り，安全で安心して
暮らせるまちづくりを推進するため，防犯灯の維持管理及びＬＥＤ型防
犯灯への交換を行った。
■成果
　約160件のＬＥＤ型防犯灯への交換を行い，安全で安心して暮らせる
まちづくりに寄与した。

海陽町

市町名

阿南市

●牟岐の自然を守り，次世代継承のため，地元住民，団体などに
よる連携のもと，自然と共存するまちづくりに向けた環境保全活
動，地域の活性化に繋がる活動を推進する。

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果
●阿南市内にある水銀防犯灯のＬＥＤ型防犯灯への交換を検討す
る。

■令和３年度取組
千年サンゴの保全活動として，サンゴ破損の原因となるオニヒトデの駆
除に取り組む等，自然環境の保全に努める。
■成果
保全活動２回，環境調査１回
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【プラン２０】自然エネルギー・水素エネルギー活用の推進

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

－ － 8,000人 9,000人

－ － 9,438人

推進 推進 推進 運行

推進 推進 運行

7件 8件 9件 10件

7件 8件 9件

評価 担　　当 DX ＧＸ

A
グリーン社会推進
課 ○

○ ○

○

○

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

燃料電池バスの運行
〈'17〉－ 　→　〈'22〉運行

エコカーを活用した電力供給に関する普及啓発の実施数
（累計）
〈'17〉5件 　→　〈'22〉10件

－

5件

'21(R3)達成度

◎

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果
【施策①】
　「自然エネルギー立県とくしま推進戦略」に基づき，温室効果
ガス排出削減や分散型エネルギーによる災害対策，地域の活性化
等を目的として，「自然エネルギー」の導入を促進する。

■令和３年度取組
　「自然エネルギー立県とくしま推進戦略」の具現化に向け，産学官金
による「徳島県自然エネルギー活用プロジェクトチーム」により方策を
検討，実施した。
　今後，各種補助金等を活用し，自然エネルギー電力自給率の向上を図
る。
■成果
　R3年1１月に「徳島県自然エネルギー活用プロジェクトチーム」の第
３回会合を開催し，電力自給率の向上に向けて協議，方向性を確認し
た。

ア　自然エネルギー「地産地消」プロジェクトの推進　　　　　　　　　　　　イ 「自立・分散型電源」の導入促進
ウ　水素ステーションの整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　災害時電源確保モデルの展開

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　川口ダム湖畔を中心としたスマート回廊の魅力発信のため，ＩＣＴ授業やＶＲによるダム・発電所の施設見
学を実施し，体験者数の目標を達成することができている。
　また，「徳島県水素グリッド構想」に基づき，水素エネルギーの社会実装に取り組み，全国初の製造・供給
一体型水素ステーションの稼働や燃料電池バスの路線運行が開始されるなど，水素モビリティの導入が促進さ
れた。

◎

◎

「川口エネ・ミュー」におけるバーチャルコンテンツ体
験者数＜再掲＞
〈'19〉 －　　→　〈'22〉 9,000人

－

（ア）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A 企業局 ○ ○

A
グリーン社会推進
課 ○

A
グリーン社会推進
課 ○

A
グリーン社会推進
課 ○

【施策②】
　「スマート回廊」の魅力発信のため，「川口エネ・ミュー」と
その周辺施設が連携し，ニューノーマルに対応したオンラインに
よるＩＣＴ授業や，ＶＲによるダム・発電所の施設見学，Ｙｏｕ
Ｔｕｂｅ「川口エネ・ミューチャンネル」による動画配信等に取
り組む。＜再掲＞

■令和３年度取組
　自然エネルギーに関するＩＣＴ授業を実施し，東京や大阪など全国１
３都府県の小中学生等６３名が受講したほか，ＶＲによるダム・発電所
の施設見学では588名の利用者があった。また，「川口エネ・ミュー
チャンネル」での動画配信を随時行うとともに，出前授業（アウトリー
チ）や「自然エネルギー探検隊」，「秋の間伐体験」等のイベントを実
施した。
■成果
　以上の取組により，川口エネ・ミューを核とした科学技術による人材
育成や，川口ダム湖畔を中心としたスマート回廊の魅力発信を行った。

【施策④】
　地球温暖化対策の切り札となる究極のクリーンエネルギー「水
素」の利活用拡大のため，「水素ステーション」の整備を促進す
るとともに，「燃料電池バス」をはじめ水素モビリティの積極導
入を促進する。

【施策⑤】
　電気自動車など次世代エコカー（EV，FCV，PHV等）の優れ
た蓄電・発電機能を災害時の非常用電源として有効活用するた
め，県及び市町村の公用車を次世代エコカーに更新するととも
に，それを用いて防災拠点や避難所等へ電力を供給する取組
（V2Hの設置等）を推進する。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

■令和３年度取組
　全国初となる「製造・供給一体型」水素ステーションが稼働を開始す
るとともに，中四国初となる燃料電池バスの路線運行が鳴門線で開始さ
れた。
■成果
　県内における水素エネルギーの積極運用が図られ，水素社会実現に向
けた取組が進展した。

【施策③】
　地域防災力の向上を目指し，災害時の切り札となる自然エネル
ギーを活用した「自立分散型電源」の導入を促進する。

■令和３年度取組
　四国電力や金融機関と連携したワンストップの相談窓口を設け，県の
補助金・貸付金制度に加え，国補助金の活用により，個人や事業者及び
避難施設への「自立・分散型電源」の導入を支援した。
■成果
　ワンストップ相談により，「自立・分散型電源」の導入を考えている
個人や事業者を支援することができた。

■令和３年度取組
　「走る発電所」として災害時の非常用電源として期待されている燃料
電池自動車（FCV）を活用し，「シルバー大学校（牟岐校）」をはじ
め，県内各地で外部給電のデモンストレーションを実施することにより
普及啓発に努めた。
■成果
　普及啓発により，優れた環境性能だけでなく，災害時の非常用電源と
しても有効な次世代エコカーへの理解が深まった。

（ア）

（イ）

（ウ）

（エ）
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●住民への住宅用太陽光発電システム設置費用の助成制度などに
より，「地域自立型クリーンエネルギー」の導入を促進する。

■令和３年度取組
　海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金の広報（HP及び広報誌
へ記載）及び受付を行い，クリーンエネルギーの普及促進を行った。
(R３年度当初予算160,000円×6件分)
■成果
　補助実績として申請件数３件で実績額480,000円（160,000円×３
件分）となった。

●災害対応も見据えバイオマスや太陽光など自然エネルギー活用
の模索・検討を行う。

■令和３年度取組
　自然エネルギーの活用に向け官民連携で取り組む手法，可能性調査を
実施。
■成果
　調査結果を踏まえ，今後の可能性について役場関係課で情報共有を
図った。

●地域の活性化とコミュニティーの再生を図るため「地域自立型
クリーンエネルギー発電事業」の可能性を調査する。

●三重大学舩岡教授が発明した相分離変換システムのパイロット
プラントを整備しリグノフェノール及びナノセルロース・リグノ
フェノール複合体の製造実験を行う。
　石油製品に替わる応用製品などを開発するため，リグノフェ
ノール及びナノセルロース・リグノフェノール複合体のサンプル
品を製造する。

令和3（'21）年度実施状況及び成果市・町関連施策
■令和３年度取組
　那賀町が加盟する技術組合（LIPS）の組合員が自社製造したLNCCサ
ンプルの組合内部での評価を行った。また，サンプルの要望が増加した
LPについても，那賀町と県立広島大学の共同研究としてサンプル配布に
向けてラボレベル機材を用いたLP新規製造プロセスの検証を実施した。
■成果
　共同研究の結果，LP新規製造プロセスを模索し，残留成分（異物）の
極めて少ない高品質なLPが製造可能である見通しを立てた。

市町名

那賀町

海陽町

美波町

88



5　にぎわいと笑顔あふれる地域づくり
(1) 訪れたい，住み続けたい魅力的な地域の創造
【プラン２１】「四国の右下ファン」の創出・拡大

プラン評価（事務局案） 要注視

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

350人 400人 450人 500人

469人 325人 384人

250人 280人 320人 350人

349人 238人 266人

28社 30社 32社 34社

28社 30社 31社

500人 500人 500人 500人

1,146人 516人 1,715人

○

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア　大学生等と地域の協働による地域課題の解決　　　　　　　　　イ　多様化する移住・定住希望者のニーズに対応した切れ目ないサポート
ウ　サテライトオフィス誘致・定着の加速

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　高等教育機関の学生によるフィールドワーク事業では，新型コロナウイルス感染症の影響が続く中で南部圏
域に来ることができない場合でも，オンラインを活用し地域との繋がりを生み出すプログラムを実施したこと
より，地域と学生との交流を促進することができた。
　また，サテライトオフィス開設に関心のある企業に対し，ワンストップで対応するコンシェルジュを配置
し，サテライトオフィスに関する相談，視察受入れ等に一元的に対応したほか，県南に進出したサテライトオ
フィス企業の地域での取組みや思いを紹介する冊子を製作し，サテライトオフィス誘致の深化に取り組んだ。

○

◎

◎

'21(R3)達成度

○
県外からの移住者数
〈'17〉　380人　→　〈'22〉　500人

県外からの移住者数（45歳未満）
〈'17〉　282人　→　〈'22〉　350人

サテライトオフィスの誘致（累計）
〈'17〉　24社　→　〈'22〉　34社

南部圏域でのフィールドワーク参加学生数（延べ参加人
数）
〈'17〉　535人　→　〈'22〉　500人

380人

282人

24社

535人
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評価 担　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
地域創生防災部
各市町

A
南部総合県民局
地域創生防災部

A
南部総合県民局
地域創生防災部 ○

A
南部総合県民局
地域創生防災部
各市町

■令和３年度取組
　県内5大学・県外2大学の学生が県南でのフィールドワーク又は県南と
連携したプログラムを実施することで，地域資源の発掘や若者の発想や
視点を活かした地域活性化に向けた取組みを推進した。
■成果
　参加学生へ地域との交流を深められるような体験を提供することで，
地域への愛着を持ち今後も地域と関わりをもつ「四国の右下」ファンを
創出した。
　新型コロナウイルス感染症の影響により南部圏域に来ることができな
い例もあったが，オンラインを活用した地元住民との交流や，県外イベ
ントにおいて学生が県南地域の魅力をPRするなど，離れた地でも県南と
繋がることのできる取組を実施した。
　また，参加大学・自治体が取組の様子をHPやSNS等で情報発信し，
産官学が一体となって県南の魅力発信・交流促進への取組みを進めるこ
とができた。

主要施策・主要事業
【施策①】
　大学生と地域の交流による「四国の右下ファン」の創出や大学
生目線による地域課題の解決を目的に，南部圏域において県内外
の大学生によるフィールドワークを実施する。

令和3（'21）年度実施状況及び成果

【施策②】
　移住希望者を対象として，圏域内での担い手確保や新規創業を
促し，働く場や地域おこし協力隊等の働き方を発信するととも
に，商工関連団体との連携を強化することにより創業等をトータ
ル支援する体制を構築，また，圏域内の生徒・学生を対象とした
キャリア教育により，人材還流と地域活性化を推進する。

■令和３年度取組
・オンライン移住フェアにおいて，南部圏域の情報発信や関連グッズを
配布した。
・南部圏域にゆかりのある若者が県南部で活躍する方々へのインタ
ビューを実施した。
・地域の魅力を再発見するスタディツアーを実施した。
■成果
・移住フェアにおいてオンラインを活用した地域の魅力を発信すること
ができた。
・地元の若者がインタビューを通して地域の魅力を知り，将来的に地元
で暮らしたいと思えるよう意識醸成を図るとともに，HP等を活用して，
県南の魅力を全国に拡散することができた。
・地域の魅力や伝統に触れる体験を通じて，参加者に地域への関心を醸
成を図ることができた。

【施策④】
　市町や移住者受入れに積極的な住民団体を対象とした移住の受
入れに関する研修会を開催し，移住促進のためのスキルアップや
圏域内のネットワーク化を推進する。

■令和３年度取組
・市町担当者や移住支援員に対し，各市町が希望するテーマや講師を招
いた研修会を５回実施した。
■成果
・各市町の移住担当者及び移住支援員のスキルアップと連携強化を図る
ことができた。

■令和３年度取組
・「HP「四国の右下」移住ナビ」や「Facebook「四国の右下」暮ら
し」において，仕事や空き家などの情報提供を行った。
　HPで７１件，Facebookで2８８件の記事を掲載した。
■成果
　移住者や地元の人々の情報発信により移住に向けた関心の醸成を図り
移住を促進した。

【施策③】
　ＳＮＳや移住者フェア等を活用し，市町の移住相談で多い相談
内容である空き家や仕事に関する情報などを全国へ発信し，県南
部への移住に向けた関心の醸成を行う。

（ア）

（イ）

（イ）

（イ）
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評価 担　当 DX ＧＸ

A

南部総合県民局
地域創生防災部
とくしまぐらし応
援課
各市町

○

A

南部総合県民局
地域創生防災部
とくしまぐらし応
援課
各市町

○

A
労働雇用戦略課

○

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

■令和３年度取組
　「テレワークセンター徳島」では，テレワーク業務ができる「コワー
キングスペース」や，テレワークツールの体験ができる「とくしまス
マートライフショーケース」等を備え，個人・企業の方々が利用できる
環境を整備し，ホームページやSNSによる情報発信を行うとともに，徳
島労働局と共催で普及啓発イベントを実施した。また，雇用型テレワー
クの普及を図るため，テレワークの導入・定着に向けたセミナーの実
施，テレワーク導入事例集の作成，「テレワークアドバイザー」の企業
への派遣などを行った。さらに，テレワーカー等を養成するための講座
等を実施し，新型コロナウイルス感染拡大を防止しながら生産性を維持
する働き方として有効である，テレワークの普及啓発に取り組んだ。
■成果
・「テレワークセンター徳島」による令和３年度テレワーク導入企業１
３社
・「テレワークコーディネーター」４名，「テレワーカー」８名養成

■令和３年度取組
　県外で開催された企業誘致イベントにおいて，令和2年度に作成した
「新しい働き方」（ワーケーション等）を提案する動画や県南地域のコ
ワーキングスペース紹介動画を放映し，県南地域で働く魅力を発信し
た。
　また，今年度「モラスコむぎ」がコワーキングスペースとしてリ
ニューアルしたことを受け，令和２年度に作成したコワーキングスペー
ス紹介動画を最新情報に更新した。
■成果
　企業誘致イベントでの県南ブースにおいて県南地域をPRする動画を放
映し，ブース訪問者に向けて魅力を発信した。

【施策⑦】
　ワーク・ライフ・バランスの向上や勤務形態の多様化に適切に
対応するため，全国屈指の光ブロードバンド環境を活用し，企業
の従業員や個人テレワーカーが利用できる「テレワークセンター
徳島」を拠点とした企業のテレワーク導入に向けた施策を積極的
に展開するとともに，テレワーカー及びテレワークコーディネー
ターの養成を行うことで，テレワークの普及を図る。

■令和３年度取組
　総合相談窓口としてコンシェルジュを配置し，サテライトオフィス企
業や進出検討中の企業に対して相談対応，受入支援を行った。
　また，南部圏域独自のサテライトオフィス認定制度を活用し，費用
面・情報面の支援を行い，検討企業の進出及び既に進出している企業の
定着を後押しした。
■成果
　視察受入：53団体，130人
　新規認定企業数：6社

【施策⑤】
　全国屈指の光ブロードバンド環境や地域資源を活かし，さらな
る企業の誘致や新たな雇用の創出を図るため，「『四国の右下』
若者創生協議会」に，ワンストップで視察相談・案内に対応する
総合相談窓口（コンシェルジュ）を設置するとともに，オフィス
開設に関心のある企業に対する認定制度の活用や，圏域アクティ
ビティを組み合わせた視察ツアーの実施を行う。

【施策⑥】
　美波町を舞台にサテライトオフィス誘致の創成期を描く映画
「波乗りオフィスへようこそ」のショートムービーやワーケー
ション動画等を活用し，首都圏で県南の豊かな自然と新しい働き
方をＰＲするとともに徳島の新たなビジネスモデルを発信し，主
要都市に本社を置く企業における南部圏域へのサテライトオフィ
ス進出の機運醸成や既存のサテライトオフィスの定着を推進す
る。

（ウ）

（ウ）

（ウ）
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市町名

阿南市

那賀町

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果
●移住交流支援センターの設置による，Ｕ・Ｉ・Ｊターン者等の
受入れの整備。

●利活用可能な空き家物件情報の把握に努める。また，定住自立
圏共生ビジョンの取組内容に基づき，圏域町と連携して空き家情
報の連携体制を検討した上で情報の共有に努める。

●かもだ岬温泉保養施設内「かもだカフェ」の支援，富岡商店街
での「阿南まちゼミ」への支援など，地域住民の活躍と交流によ
り，地域の魅力を発信する。

■令和３年度取組
・日常における移住相談のほか，東京２回，大阪１回の移住フェアや移
住相談会に参加し，移住促進コーディネーターが中心となって移住者に
対して個々のニーズに応じた情報提供を行った。
・利活用可能な空き家を抽出し，所有者と交渉して移住者へ案内できる
よう情報を登録した。
・新型コロナウイルス感染症拡大により，施設休館などの影響もあった
が，かもだカフェの運営や，阿南まちゼミ開催に向けての支援を行っ
た。
■成果
・令和３年度においては106件の移住相談があり，28件の現地案内を実
施した。また，３件の空き家調査（インスペクション）を実施。空き家
登録をしている利活用可能な空き家のマッチングを9件行い，移住に繋げ
た。
・まちゼミの開催支援を行い，富岡商店街を含む54店舗が参加，526人
の参加者があり，地域の魅力を発信できた。

●那賀町における移住交流人口増加を図るため，移住交流推進地
としてブランド化させる，プロモーション活動を実施する。ま
た，移住・定住支援員による新規移住交流推進事業を計画・実施
する。

●移住者の増加を図るため，那賀町での田舎暮らしの魅力を情報
発信するとともに，ＵＩＪターンの移住希望者に対し，移住に係
る障害の低減と増加する空家の有効活用を進めるべく，売買及び
貸借費用の低減補助を行う。また各地域組織団体等での空家の紹
介，移住者生活支援等の具体的な方法を検討する。

●那賀町への移住希望者に対し，那賀町での田舎暮らしを体験す
ることの出来る，「おためしハウス」を整備する。既存の空家を
借り上げ，改修し，生活体験をしてもらうことにより，具体的な
魅力を実感してもらいＵＩＪターン希望者の増加を促進する。

■令和３年度取組
　移住促進を図るための移住支援情報システム構築に当たり，移住支援
情報システム検討協議会を立ち上げ，構築についての協議を行った。ま
た，JOIN主催の移住・地域おこしフェアにオンライン出展し，移住相
談・しごとの紹介を行なうとともに，おためし住宅として活用するた
め，上那賀地区の物件を購入し，今後改修工事を実施する。
■成果
　移住相談件数は前年度比で約３０％増加，賃貸・売買成立件数も前年
度比で約３０％の増加。
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牟岐町

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果 市町名
■令和３年度取組
　ＨＰと移住定住ウェブサイト「ＭＵＧＩＺＩＮＥ」で空き家バンク情
報を掲載し情報発信を行った。牟岐町ゆかりの方への加入を勧め，牟岐
人アプリに牟岐町の情報を掲載し情報発信を行った。オフィシャルとし
ては27件の情報を掲載。
■成果
　空き家バンクの活用　6件
　住宅改修　2件
　アプリ新規登録者数46人（３月末現在）
　移住定住ウェブサイト「ＭＵＧＩＺＩＮＥ」新規アクセス者2,385人

●過疎が進む現実を受け入れながらも，内外から人が集い，開業
や起業が相次ぐにぎやかな町「にぎやかそ　～にぎやかな過疎
美波町～」の実現を推進する。

●移住交流センターによる移住希望者のニーズにあった空き家情
報の提供やお試し滞在施設の活用など移住交流コーディネーター
及び地域づくり団体と連携し，移住の推進を図る。

美波町

海陽町

●空き家を地域資源として捉え，空き家バンクの機能が最大限に
発揮できるよう，積極的な情報収集及び情報発信に努めるととも
に，各種助成制度により必要な支援を行いながら，移住の促進及
びサテライトオフィスの誘致を図る。

●移住体験施設を有効に活用し，まちの暮らしの体験を通して，
移住を促進する。

●空き家バンクの内容（件数，種類）の充実と情報発信に努め
る。

●住宅改修に係る助成制度を創設し，移住促進を図る。

●牟岐町に特化したソーシャル情報プラットフォーム（牟岐町ア
プリ）により，ユーザー登録すると自動的にふるさと会員とな
り，牟岐町の様々な情報を受け取れるシステムを構築したので，
関西・関東を中心に牟岐町ゆかりの方の加入を進め，牟岐町に興
味を持っていただいた方等にも魅力情報発信を行い関係人口の増
加につなげる。

■令和３年度取組
・町民と一体となって取り組めるよう「美波町にぎやかそ町民憲章」を
制定した。
・新型コロナウイルスの影響により，夏までは対面での移住相談会が中
止となったが秋以降は２年ぶりに相談会が開催された。またオンライン
相談と組み合わせた移住支援を実施した。
■成果
・「町民憲章」制定にあたり，小中学生並びに町民へ「にぎやかそ」の
周知を図れた。
・コロナ感染の波の谷間で徐々に対面相談も増え，オンライン相談との
組み合わせによるコロナ禍における移住支援を確立することができ，こ
れまでの対面+電話+メールよりも，対面+オンラインでできることが多い
ことがわかったが，対面は必須であることを再認識。

■令和３年度取組
　町ホームページへの掲載や窓口で空き家バンク登録物件の情報を発信
し，令和3年度は新たに10件を登録した。
■成果
　合計15件（賃貸7件，売買８件）の契約が成立し，移住・定住につな
がった。また，空き家改修支援補助金制度を利用した空き家の改修を9件
実施し，空き家の有効活用につながった。

■令和３年度取組
神野移住体験施設や宍喰移住体験施設をホームページで紹介し，入居屋
の募集周知も行った。
■成果
移住体験施設の問い合わせは，「ホームページを見て」という相談者が
多い。令和3年度は，入居契約期間満了後，海陽町への移住される方もお
り，現在次の入居先調整中である。
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【プラン２２】「地域の宝」を育む結婚・妊娠・出産・子育て支援

プラン評価（事務局案） 順調

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

1箇所 1箇所 2箇所 2箇所

1箇所 1箇所 2箇所

113回 133回 153回 173回

119回 133回 153回

15箇所 16箇所 17箇所 17箇所

15箇所 16箇所 16箇所

30クラブ 30クラブ 30クラブ 30クラブ

28クラブ 28クラブ 28クラブ

評価 担　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
県土整備部

■令和３年度取組
　「道の駅もみじ川温泉」において，妊婦向け屋根付き優先駐車場ス
ペースの整備を実施した。
■成果
　子育て世代を応援する施設整備の着実な推進につながった。

【施策①】
　少子高齢化対策の一環として，既存の「道の駅」に子育て世代
を応援する施設の整備を推進する。

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

ア 「道の駅」における子育て応援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　出逢い・交流の場づくり，結婚支援
ウ　安全・安心な妊娠・出産への支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 エ　子育て世代の経済的・心理的負担軽減のための支援の充実

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

'21(R3)達成度

◎

◎

◎

「道の駅」における子育て応援箇所数（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　２箇所

－

79回

13箇所

　令和５年４月開設予定の阿南市の｢認定こども園」の開設を支援するとともに，１市２町における「病児・
病後児保育事業」を補助することにより，安心して子育てができる環境整備に資することができた。
　また，高校文化祭や出前講座の機会を捉え，心と体の健康づくりに関する普及啓発・情報提供を行い，若い
世代からのライフプラン教育を推進した。
　さらに，「道の駅もみじ川温泉」において，新たな妊婦向け屋根付き優先駐車場スペースの整備を実施し
た。

主要施策・主要事業

プラン評価（評価部会委員）

小中高校生を対象としたライフプラン教育の実施回数
（累計）
〈'17〉　79回　→　〈'22〉　173回

認定こども園設置数（累計）
〈'17〉     13箇所　→　〈'22〉 17箇所

放課後児童クラブの設置数（累計）
〈'17〉    １８クラブ　→　〈'22〉  30クラブ

◎18クラブ

令和3（'21）年度実施状況及び成果

（ア）
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評価 担　当 DX ＧＸ

A
次世代育成・青少
年課 ○

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
次世代育成・青少
年課

【施策②】
　「とくしまマリッジサポートセンター（略称：マリッサとくし
ま）」を拠点とし，地域の特色を活かした魅力ある婚活イベント
を開催するなど，市町等と連携し独身者に出逢いの機会を提供
し，結婚を支援する。

■令和３年度取組
　マリッサとくしまの会員情報の自宅閲覧などに対応できるように，結
婚支援システムを改修し，「オンライン婚活」を推進するための環境整
備を行った。
 　月に１回阿南市において出張登録会を開催し，会員の増加に努めると
ともに，結婚支援における企業との連携強化に努めた。
■成果
　結婚を希望する独身者の支援が図られた。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

【施策③】
　不妊治療の経済的負担の軽減を図るため，令和4年度からの公
的保険制度適用までの間，高額の医療費がかかる配偶者間の不妊
治療に要する費用の一部を助成する。

■令和３年度取組
　医療保険が適用されない体外授精・顕微授精に要する不妊治療費の一
部助成を実施。
　Ｒ３年度助成件数　１３２件
■成果
　申請者の経済的負担軽減が図られた。

【施策④】
　小中高校生を対象に安全安心な妊娠・出産につながる心と体の
健康づくりに関する基本的な正しい知識の普及啓発，情報提供等
を行い，若い世代からのライフプラン教育を推進する。

■令和３年度取組
　たばこやアルコールに関する出前講座，高校文化祭での普及啓発活動
にて，心と体の健康づくりについて健康教育を行うなど，若い世代から
のライフプラン教育の推進に努めた。新型コロナウイルス感染症の影響
により，講演会は開催なし。
　Ｒ３年度　２０回
■成果
　次世代を担う若い世代が自分や相手の心と体の健康に関心を持つ機会
とすることができた。

【施策⑤】
　乳幼児等の疾病の早期発見と早期治療を促進するとともに，安
心して子どもを産み育てられるよう，市町が実施する子どもはぐ
くみ医療費助成事業に対して助成する。

■令和３年度取組
　管内１市４町に助成を行い，子どもの健全な発育の促進と，安心して
子どもを産み育てられる環境の整備に努めた。
■成果
　子育てにおいて安心して医療にかかることができ,子どもの健全な発育
の促進が図られた。

【施策⑥】
　人生経験の豊富な高齢者が子育て支援に参加することで，子ど
もやその親と世代間の交流が促進され，地域の子育て力の強化が
図られることから，圏域内の子育て活動を実施しているシニア団
体を支援する。

■令和３年度取組
   子育て支援活動を行うシニア団体を表彰した。
■成果
　子育て支援活動への協力意欲を高め，地域の子育て力の強化につな
がった。

（イ）

（ウ）

（ウ）

（エ）

（エ）（エ）
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評価 担　当 DX ＧＸ

A
次世代育成・青少
年課

A
次世代育成・青少
年課

A
次世代育成・青少
年課

A
次世代育成・青少
年課

A
次世代育成・青少
年課

A
次世代育成・青少
年課

【施策⑫】
　保育所を利用せず，在宅で育児をしている家庭の負担を軽減す
るため，様々な子育て支援サービスを利用できるクーポンを交付
する事業に取り組む市町村に対して助成する。

【施策⑧】
　昼間に保護者が家庭にいない児童に適切な遊びと生活の場を確
保する放課後児童クラブの拡充を図るとともに，放課後児童クラ
ブ利用料無料化制度を推進する。

■令和３年度取組
   放課後児童クラブの実施主体である市町村に対し，開設及び運営等の
補助を行った。
■成果
   安心して子育てができる環境整備につながった。

【施策⑪】
　子育て環境の多様なニーズに対応するため，病児・病後児預か
りの受け入れ体制の強化を促進する。

■令和３年度取組
　子どもの病気や体調不良に伴う保護者のニーズに応じた病児・病後児
預かりを提供する市町に対し，補助を行った。
■成果
　医療・福祉・こども園・学校・地域等各関係機関と連携し，切れ目の
ない支援に努めた。

■令和３年度取組
　保護者の勤務形態の多様化に伴うニーズに応じた一時預かりサービス
を提供する市町に対し，補助を行った。
■成果
　安心して子育てができる環境整備につながった。

【施策⑩】
　経済的負担軽減するため，保育所・幼稚園等保育料無料化制度
を推進する。

■令和３年度取組
　保育所等における第３子以降の保育料無料化の支援が，１市３町で実
施された。（牟岐町については,対象者なし）
■成果
　多子世代における経済的負担の軽減につながった。

【施策⑦】
　すべての子どもに適切な保育を保障し，質の高い幼児教育を提
供できる認定こども園の設置を促進する。

■令和３年度取組
　阿南市の(仮)エクセレント羽ノ浦こども園の開設（R５年４月予定）に
係る支援を行った。
■成果
　質の高い幼児教育を提供できる環境整備につながった。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

【施策⑨】
　短期のパートタイム就労など，子育て家庭の様々なニーズに合
わせ，より一層利用しやすくなるよう，一時預かりサービスの拡
充を図る。

■令和３年度取組
　在宅で０歳から２歳までの乳幼児を育児する家庭の負担を軽減するた
め，子育て支援サービスの利用料の支払いに使用できるクーポンを交付
する市町村に対し，補助を行った。
■成果
　在宅で育児をしている家庭の負担軽減につながった。

（エ）

（エ）

（エ）

（エ）

（エ）

（エ）
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■令和３年度取組
　那賀町園小連携推進協議会において，入学準備リーフレットを再構成
し，令和４年3月に小学校入学家庭へ配布を行った。
■成果
　町内こども園と小学校が連携し，入学時の家庭のサポート等をお知ら
せすることにより，小学校の新生活が順調に行える環境をつくる。

那賀町

市町名市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果
●子育て支援施策や家庭づくり等の情報提供・発信を行う。

牟岐町

美波町

海陽町

●特別支援連携協議会を中心に関係機関と連携し，幼少時から就
労に至るまでの支援体制の強化を図る。

●子育て支援事業としてファミリーサポートセンター事業を推進
するとともに，事業の中で子どもたちと地域住民との交流の場を
設ける。

■令和3年度取組
　南阿波定住自立圏連携事業として，１市４町共同での婚活イベント開
催を計画していたが，新型コロナウイルス感染症の影響により，イベン
ト中止。海陽町婚活実行委員会でのイベント開催もなし。
■成果
　なし

■令和3年度取組
海部庁舎３階に開所している子育て支援センター「あのね」では，乳幼
児及びその保護者が相互に交流を行う場所として，子育てについての相
談，情報の提供，助言を行い，親子で楽しめるイベントも企画・実施し
ました。
■成果
令和3年度の実績は，延べ1,071人の利用

■令和３年度取組
   特別支援連携協議会を中心として個々のケース会議の実地等，専門機
関と連携し支援に繋げるとともに，本町にない高校までの見守り支援体
制も構築している。
■成果
　家庭でのフォローの仕方等アドバイスをもらうことで安心してもらっ
た。

●子育て世代包括支援センターを中心とした，妊娠前から子育て
期にわたる切れ目のない支援を提供する。

■令和３年度取組
　子育て世代包括支援センター（子育て応援室まんまる）を開設して，
本格的に，妊娠前から子育て期に渡る継続的な支援を提供した。
　妊娠届，出生届時にまんまる子育てサポート計画を立てることによ
り，それぞれの個人に合った内容で，関係機関と連携しサービスを提供
することができた。
■成果
　必要な支援の調整を行うことで，妊産婦等の不安を軽減し，健康の保
持促進に役立てることができ，安心して子育てできる環境づくりとして
の成果は大きいと考える。

●海陽町婚活実行委員会（コンカローレ海陽）主催による，地域
資源を活かした婚活イベントを開催するとともに，とくしまマ
リッジサポートセンターと連携して，独身男女に出会いの場を提
供し，婚姻率の向上を図ることにより，移住・定住を促進する。

●子育て世帯が交流や相談できる機会を充実させ，子育て世帯が
相互間また，子育て支援機関とのつながりを深めることにより，
子育てしやすいまちづくりに取り組む。
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(２) だれもがいきいきと暮らし，かがやく地域の創造
【プラン２３】「地域の絆」によるまちづくりの推進

プラン評価（事務局案） 要改善

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

1回 3回 6回 9回

1回 1回 2回

3,000ha 3,000ha 3,000ha 3,000ha

3,022ha 2,997ha 3,037ha

評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
地域創生防災部

○

－

'21(R3)達成度

△

◎

ア　地域コミュニティの活性化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　精神障がい者ピアサポーターの養成・活動支援
ウ　障がい者の自立支援の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　生活困窮者の自立支援
オ　地域の共同活動促進による農地や農業用水等の保全　　　　　　　　　　　　　カ　企業・大学・NPOとの協働による農山漁村集落の活性化
キ　住民団体や企業等と連携した公共施設の新たな維持管理の推進

■令和３年度取組
　未来創生政策課，とくしま県民活動プラザと連携し，県民局管内の
NPO法人の事務手続きに関する相談に乗る等，適宜連携を図った
■成果
　積極的に手続きの相談，指導を行うことで，NPO法人が法律に則った
事務処理の遂行ができ，NPO法人の社会貢献活動に支障をきたすことの
ないような協働・連携ができた。

プラン評価（評価部会委員） 順調 ・ 要注視 ・ 要改善

　県民局所管のNPO法人に対し，積極的に情報提供を行い，官民協働・連携の推進を図った。
　また，精神科医療機関と連携し，保健所と事業協働実施に向けて調整を開始することにより,精神障がい等
を抱える地域住民の支援に繋がる協議を進めることができた。
　さらに，農地等においては，農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮のための共同活動（農地・農業用
施設等の保全）に対し，交付金による支援を行うことで，３,０３７haの地域資源の保全が図られた。
　加えて，県管理河川・道路においては，官民協働で１５．６７㏊の草刈りを実施し,公共施設の｢新たな維持
管理システム｣づくりにつながった。
　精神障がい者ピアーサポーターの養成・支援については，新型コロナの影響で交流会の実施は目標回数を開
催できなかったが，管内精神科医療機関と協議の場を持ち，院内ピアグループプログラムを活用した保健所と
の事業協働実施に向けて調整を開始した。

【施策①】
　ＮＰＯ法人等の充実した活動の展開及び地域住民の社会貢献活
動への参加・参画の促進を図り，ＮＰＯ法人等市民活動団体の活
性化と官民協働・連携の推進を図る。

主要施策・主要事業

徳島県南部圏域振興計画第５章

精神障がい者ピアサポーターによる交流会等の実施回数
（累計）
〈'17〉　－　→　〈'22〉　9回

農地や農業用水などを保全するため共同活動に取り組む
地区面積
〈'17〉　3,075ha　→　〈'22〉　3,000ha

令和3（'21）年度実施状況及び成果

3,075ha

（ア）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
次世代育成・
青少年課

A

南部総合県民局
保健福祉環境部
ダイバーシティ推
進課

B
南部総合県民局
保健福祉環境部

A 障がい福祉課

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

【施策④】
　地域の医療・福祉機関等と連携し，精神障がい者ピアーサポー
ターの養成・支援体制を整備する。

■令和３年度取組
　管内精神科医療機関と協議の場を持ち，院内ピアグループプログラム
を活用した保健所との事業協働実施に向けて調整を開始した。
■成果
　精神障がい等を抱える地域住民が交流できる場としての発展を目指し
協議を進めることができた。

■令和３年度取組
　「令和３年度徳島県地域支え合い活動推進事業」として，中山間地の
高齢者等への買い物支援や見守り活動の支援のため，移動販売車導入を
支援した。
■成果
　その結果，阿南市，海部郡（牟岐町，美波町，海陽町）を含む１７市
町村において，障がい者等が移動販売による地域の見守り活動等を実施
した。

【施策⑤】
　障がい者が高齢者等に対し，日用品等の移動販売や見守り活動
を行うことにより，働く意欲と特性に応じ活躍できる場を創出
し，地域に貢献する活動の推進を図る。

■令和３年度取組
　高齢者の生きがいと健康づくりのスポーツの祭典として，県内に広く
定着している県健康福祉祭を，県南部地域や県西部地域の高齢者がより
身近で参加しやすい大会とするため，南部・西部サテライト大会を実
施。
○南部サテライト大会
・日時：令和３年１０月２日ほか
・会場：那賀川河川敷明見グラウンドほか
・参加者数：５３４人（種目：グラウンド・ゴルフほか）
■成果
　生涯スポーツへの機運醸成が図られたとともに，高齢者の健康と生き
がいづくりの広域的な交流の機会を創出することができた。
■新型コロナの影響
　参加対象者が高齢者であることから，「とくしまアラート」の発動状
況等によりやむを得ず中止となった競技もあったが，「とくしまアラー
ト」が引き下げられたのちは，感染対策を講じた上で，競技団体と連携
し，多くの競技を実施することができた。

【施策③】
県健康福祉祭において地域における高齢者が参加しやすい環境を
整備するとともに，高齢者の生きがいと健康づくりをさらに推進
し，より多くの「元気高齢者づくり」を目指すため，「県南部，
県西部サテライト大会」を開催する。

■令和３年度取組
   子育て支援活動を行うシニア団体を表彰した。
■成果
　子育て支援活動への協力意欲を高め，地域の子育て力の強化につな
がった。

【施策②】
　人生経験の豊富な高齢者が子育て支援に参加することで，子ど
もやその親と世代間の交流が促進され，地域の子育て力の強化が
図られることから，圏域内の子育て活動を実施しているシニア団
体を支援する。
〈再掲〉

（ア）

（ア）

（イ）

（ウ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
保健福祉環境部

A
南部総合県民局
農林水産部
農山漁村振興課

○

C
南部総合県民局
農林水産部
農山漁村振興課

A
南部総合県民局
農林水産部
農山漁村振興課

○

A
南部総合県民局
県土整備部

■令和３年度取組
　生活保護受給者の稼働年齢層（１５歳から６４歳）の中から就労可能
な２０人を選定し，重点的に就労支援を行った。
■成果
　４人が就労を開始し，うち３人が保護脱却に至った。

【施策⑩】
　地域住民の河川・道路敷地の草刈り活動を支援し，その取組み
を一層促進するため，公共施設の新たな維持管理を推進する。

■令和３年度取組
　県管理河川・道路において，官民協働による草刈りを実施した。
　阿南管内：河川13団体・73,400㎡，道路5団体・12,000㎡
　那賀管内：道路６団体・24,500㎡
　美波管内：河川２団体・25,０００㎡，道路８団体・21,800㎡
■成果
　公共施設の「新たな維持管理システム」づくりにつながった。

【施策⑥】
　生活保護受給者をはじめ生活困窮者の自立を促進するため，ハ
ローワーク等関係機関と連携して就労支援を推進する。

【施策⑦】
　土地改良施設や農地等の保全及び農山漁村地域の活性化の推進
に対し，理解と熱意を有する地域のリーダーとなる「ふるさと水
と土指導員」の育成とその活動を支援する。〈再掲〉

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

■令和３年度取組
　多面的機能支払交付金を活用し，3 , 037ｈａの農地に対する農業の
多面的機能の維持・発揮のための地域協働活動を支援した。
■成果
　農地・農業用水等の保全のための地域の共同活動，中山間地域等にお
ける農業生産活動が促進された。（再掲）

【施策⑧】
　過疎化や高齢化に悩む農山漁村集落と，社会貢献・地域貢献の
一環として農山漁村地域を応援したい企業・大学・ＮＰＯとの協
働による農山漁村の活性化に係る活動を「とくしま農山漁村（ふ
るさと）応援し隊事業」により支援する。

■令和３年度取組
「とくしま農山漁村（ふるさと）応援し隊事業」により応援を求める農
山漁村集落と協働パートナーとの協働による農山漁村地域の維持保全活
動を支援する予定であった。
■成果
　南部総合県民局管内では実施されなかった（県全体では19件実施）。
■新型コロナの影響
　南部総合県民局管内では，2件実施予定であったが，新型コロナの影響
により中止した。

【施策⑨】
　農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮にあたり，農地･
農業用水等の保全のため，地域の共同活動により行われる取組み
や，中山間地域等における農業生産活動を推進する取組み等を支
援する。（再掲）

■令和３年度取組
　農山漁村地域の活性化を図るため，那賀町，牟岐町及び美波町の4名の
「ふるさと水と土指導員」が実施する地域活動（地域内外住民との農業
体験交流の場づくりと景観保全の実施等による地域活性化）を支援し
た。
■成果
　「ふるさと水と土指導員」が実施する地域活動の支援により，農山漁
村地域の活性化が図られた。〈再掲〉

　

（エ）

（オ）

（カ）

（キ）

（キ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
労働雇用戦略課 ○

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果 市町名

阿南市

【施策⑪】
　ワーク・ライフ・バランスの向上や勤務形態の多様化に適切に
対応するため，全国屈指の光ブロードバンド環境を活用し，企業
の従業員や個人テレワーカーが利用できる「テレワークセンター
徳島」を拠点とした企業のテレワーク導入に向けた施策を積極的
に展開するとともに，テレワーカー及びテレワークコーディネー
ターの養成を行うことで，テレワークの普及を図る。〈再掲〉

■令和３年度取組
　「テレワークセンター徳島」では，テレワーク業務ができる「コワー
キングスペース」や，テレワークツールの体験ができる「とくしまス
マートライフショーケース」等を備え，個人・企業の方々が利用できる
環境を整備し，ホームページやSNSによる情報発信を行うとともに，徳
島労働局と共催で普及啓発イベントを実施した。また，雇用型テレワー
クの普及を図るため，テレワークの導入・定着に向けたセミナーの実
施，テレワーク導入事例集の作成，「テレワークアドバイザー」の企業
への派遣などを行った。さらに，テレワーカー等を養成するための講座
等を実施し，新型コロナウイルス感染拡大を防止しながら生産性を維持
する働き方として有効である，テレワークの普及啓発に取り組んだ。
〈再掲〉
■成果
・「テレワークセンター徳島」による令和３年度テレワーク導入企業１
３社
・「テレワークコーディネーター」４名，「テレワーカー」８名養成
〈再掲〉

●ボランティア活動の活性化を図るための情報提供や，活動支援
を行う。

●利活用可能な空き家物件情報の把握に努める。また，定住自立
圏共生ビジョンの取組内容に基づき，圏域町と連携して空き家情
報の連携体制を検討した上で情報の共有に努める。〈再掲〉

●阿南市内各地域の伝統芸能，伝統文化を掘り起こし，共有の財
産として後世に引き継ぐための施策を展開するとともに，広報あ
なんやＳＮＳの活用により各地域の祭りなどの行事を広く市民に
ＰＲする。

■令和３年度取組
・ボランティア活動に関する取組は実施していない。
・利活用可能な空き家を抽出し，所有者と交渉して移住者へ案内できる
よう情報を登録した。〈再掲〉
・本市の貴重な民俗芸能である阿波人形浄瑠璃を継承している新野町に
ある中村園太夫座に活動補助金を交付した。
■成果
・３件の空き家調査（インスペクション）を実施し，移住者へ情報提供
できるように努めた。〈再掲〉
・令和４年1月に中村園太夫座による阿波人形浄瑠璃の講演会を実施し，
市民に広く阿南の誇る民俗芸能の普及啓発が図られた。

（キ）
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市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果 市町名

●出羽島集落において，重伝建事業による町並み保存を計画に
沿って実施し，空き家の多角的有効活用を並行して実施すること
で，行政・地域・地域住民の受け入れ体制整備を推進する。

●空き家を活用した交流施設の活用を実施する。

■令和３年度取組
　重伝建事業として本年度２件の修理を実施し計画的に推進している。
■成果
　２件の修理実施と周辺の景観維持のための施策を実施した。

■令和３年度取組
　コミュニティ助成事業を活用し，仁宇部落御神輿修理を行った。ま
た，町内まちづくり協議会9団体に対しての補助を行った。
■成果
　仁宇部落御神輿を修理することにより，地区のお祭りが活性化され
た。また町内まちづくり協議会に補助を行うことにより，各団体の住民
が交流が図られ，活性化が図られた。

■令和３年度取組
　那賀町を代表する文化振興の一つにある農村舞台の活性化を目的と
し，那賀町農村舞台再生協議会への支援を行い，丹生谷清流座などへの
技術の継承のため外部から講師指導として人形遣い勘緑氏を招聘し，人
形浄瑠璃の演者の育成に努める。
■成果
　今年度においても，新型コロナ感染症拡大の状況から那賀町農村舞台
公演も４月の八面神社に続き５月の拝宮農村舞台が相次いで中止となっ
た。しかし，新たな取り組みを行う丹生谷清流座が主催する農村舞台を
活用した「農村舞台音楽公演」を動画配信方式で開催し再生回数３８５
回の成果など，現状でできる形態で工夫を凝らし舞台継続に努め，座員
の意識高揚を図った。その他，阿波十郎衛屋敷や県南部総合県民局など
の依頼により出演し，日頃の鍛錬の成果を披露した。

那賀町

牟岐町

●コミュニティの維持・活性化のほか，産業の振興や後継者育成
など地域にあった活動を実施するまちづくり協議会に対して必要
な支援を行い，地域の特性を活かしながら，住みよいまちづくり
を目指すことを推進する。

●文化事業として，町内に多く存続する農村舞台で，古くから受
け継がれてきた人形浄瑠璃や襖からくりを地域住民が主体性を持
ち企画を行うと共に，後継的存在である丹生谷清流座や他の座な
どの協力のもと，八面，拝宮，北川，辺川，鎌瀬，坂州の６カ所
の農村舞台を活用し人形浄瑠璃を上演する。今後においても人形
浄瑠璃以外の利用について模索検討を行う。
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市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果 市町名
●定住促進対策条例，小規模事業起業支援制度等の有機的連携を
通じ，空き家や空き店舗等の再生による小さな経済の創出と集積
による地域活性化に取り組む。

●少子高齢化が進行する地域において，介護予防をはじめ地域の
見守り等に取り組む地域づくり団体を支援する。また，既存公共
施設（美波町高齢者福祉センター）を改修し，高齢者をはじめ子
ども等が気軽に集い，地域で支え合う拠点整備に取り組む。

●地域コミュニティの維持，活性化のための地域おこし協力隊事
業や地域づくり団体への各種支援を実施すると共に長期にわたる
活動の実証や検証を行う。

●にぎやかな過疎→「にぎやかそ」のブランド化と魅力あるまち
づくりに向け，町と住民が一体となり取り組む。

●人が集い自然環境にも恵まれ，誰もがいきいきと暮らせる持続
可能なまちを目指し，SDGsの推進に取り組む。

■令和3年度取組
・定住促進対策条例，小規模事業起業支援制度等の有機的連携を通じ，
空き家や空き店舗等の再生による小さな経済の創出と集積による地域活
性化に取り組む。
・遊休施設であった美波町由岐老人福祉センターの１階部分を活用した
「まったりカフェ・みなみ」をオープンして５年が経過した。飲み物や
軽食を振る舞って地域の独居高齢者らの憩いの場として定着していた
が，令和３年度は，新型コロナ感染症対策のため，お弁当の宅配方式も
取り入れ，感染予防に努めながら高齢者の介護予防に務めた。
・地域おこし協力隊を町内各種団体等に４名配置し，観光，移住，産業
育成等地域活性化に取り組んだ。
・行政だけでなく住民も一体となり次世代に繋げるため「美波町にぎや
かそ町民憲章」を制定。
・本町の持続可能なまちづくりの町内外への発信と，美波町版SDGs達
成のためのスタートラインとなるSDGs未来都市として選定されるべ
く，内閣府に提案書を提出。
■成果
・令和３年度の小規模事業起業支援制度の該当者はありませんでした
が，新たに店舗をオープンしたいとの相談等はあったので，今後，新規
オープンとなるよう期待したい。
・お弁当の宅配を行うことで，介護予防や見守りに繋げることができ
た。
・協力隊員も徐々に団体や地域に溶け込み，新たな発想や商品開発等こ
れまでにない取り組みが図れた。
・町民憲章制定にあたり，各地域ごとに小集会を開催し住民より意見聴
取。「にぎやかそ」を取り入れることで他の自治体と差別化を図れた。
・SDGs未来都市申請にあたり，提案書を作成するなか本町の強み弱
み，脅威が見え，行うべき優先課題を明らかにできたことで，2030年
のあるべき姿を明確に示すことができたのではないか。

●海陽町元気になる「和」条例の基本理念の１つである「活力あ
る地域づくり」実現するため，「海陽町集落右上がり事業」によ
る，農水産物の出荷支援等の農水業振興と同時に買い物弱者対策
及び高齢者の見守りサービスを行い，農山漁村の活性化を図る。

●地域おこし協力隊事業を活用し，地域コミュニティの維持・活
性化を図る。

●耕作放棄地解消に向け，企業，NPOなどを含めた観光農業，
グリーンツーリズムなどの多面的な取組みを推進する。また，農
用地としての利用が困難な場合は，太陽光発電施設用地等として
の利用など，耕作放棄地の有効活用を図る。

■令和３年度取組
　「海陽町集落右上がり事業」実施。
　地域おこし協力隊事業を実施。
　耕作放棄地有効活用に向けて「農地中間管理機構」との連携を行い，
有効活用を図った。
　■成果
　「海陽町集落右上がり事業」を実施し，農産物出荷支援，高齢者見守
りや健康促進，いきがいづくり，地域活性化を図ることができた。
　地域おこし協力隊事業を実施し，Iターン者の定住による地域の活性化
が図られた。
　耕作放棄地については，「農地中間管理機構」と連携を行い，農地の
集積化等で耕作放棄地の対策を図ることができた。

美波町

海陽町
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【プラン２４】だれもがかがやく未来に向けた学びの場の確保

プラン評価（事務局案） 要改善

事務局所見

主要業績指標
主要業績指標項目 '17(H29)実績 '19（R1） '20（R2） '21（R3） '22（R4） DX ＧＸ

20講座 20講座 20講座 20講座

25講座 22講座 20講座

900人 900人 900人 900人

857人 850人 526人

評価 担　　当 DX ＧＸ

A
南部総合県民局
地域創生防災部

順調 ・ 要注視 ・ 要改善

ア　県立総合大学校南部校主催講座の充実・利便性向上　　　　　　　　　　　　　　イ　人口減少に対応した小中一貫教育の推進
ウ 「牟岐少年自然の家」体験活動拠点化の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　 エ　高等教育機関との連携強化

徳島県南部圏域振興計画第４章　今後の取組み

プラン評価（評価部会委員）

【施策①】
　県立総合大学校南部校において，圏域の特性を活かした講座を
充実させ，将来を担う人材の育成を図る。

県立総合大学校南部校主催講座数
〈'17〉　12講座　→　〈'22〉　20講座

牟岐少年自然の家を拠点とした自然体験・交流体験等へ
の参加者数（再掲）
〈'17〉　800人　→　〈'19～'22〉　年間900人

12講座

800人

　県立総合大学校南部校において，大規模災害に備えるための地域防災力向上を図る「防災講座」や，地域の
魅力を再発見するとともに魅力を次の世代へ伝えていくことを目指した「南部の魅力再発見講座」を実施する
ことで，受講者が南部圏域の課題や魅力ある地域資源の保存について考え，学ぶ機会を提供することができ
た。
　牟岐少年自然の家を拠点とした自然体験・交流体験等については，新型コロナの影響により，ゴールデン
ウィーク期間中が休所となり，さらに実施予定であった事業が延期・中止となったことから，目標は達成でき
なかったが，オンラインを活用した小学生対象の出前授業を実施するなど，新たな交流の手法に取り組んだ。

'21(R3)達成度

◎

■令和３年度取組
　県立総合大学校南部校において，大規模災害に備えるため，地域防災
力の向上を図る「防災講座」や，県民が地域に愛着と誇りを持ち，地域
の魅力を再発見するとともに魅力を次の世代へ伝えていくことを目指し
た「南部の魅力再発見講座」を実施した。
■成果
　南部圏域における伝統文化・自然に関する講座を実施したほか，地域
資源の新たな活用に関する体験プログラムを実施し，地域に根付き次世
代の担い手となる人材を育成した。
　また「南部の魅力再発見講座」では，参加者にマイボトル持参や講座
修了後の清掃活動を呼びかけ，SDGsへの意識啓発を行った。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

△

（ア）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A
県立総合大学校本
部 ○

A
県立総合大学校本
部

A 教育委員会 ○

B 教育委員会

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

■令和３年度取組
　高等教育機関との連携を強め，５大学（徳島大学，鳴門教育大学，徳
島文理大学，明治大学，神戸学院大学）が，４市町（阿南市，那賀町，
美波町，海陽町）に７箇所のサテライトオフィスを設置しており，「地
域住民を対象とした勉強会」や「地域の教員に対する相談業務」など，
地域貢献活動を行う際の拠点として活用された。
■成果
　県内外の大学のサテライトオフィスの誘致を通じ，大学の有する知
的・人的資源や社会貢献機能を活用して，地域の人材育成や課題解決が
推進された。

■令和３年度取組
　県立総合大学校のホームページにおいて，ワンストップサービスによ
る総合大学校の講座情報の提供や，主催講座のインターネット配信など
を行った。
　また，令和２年度から取り組んできた講座のオンライン化を更に推進
し，「オンライン講座」と「リアルの対面講座」の両方の利点をミック
スして，各受講者が最適な受講方法を選択できる「ハイブリッド化」を
実装したり，自宅などに居ながら総合大学校の単位を取得できる「放
送・ネット活用講座」を実施した。
■成果
　コロナ禍においても，県民の生涯学習に関する利便性の向上や学習機
会の充実が図られた。

【施策③】
　大学との連携による地域の課題解決や活性化を図るため，「大
学等サテライトオフィス開設支援制度」を活用し，大学のサテラ
イトオフィスを誘致し，地域に密着した教育・研究活動や地域貢
献活動を支援する。

【施策⑤】
　牟岐少年自然の家を活用し，地域住民の参画を得て，地域の自
然や文化活動を活かした自然体験や出張授業による自然学習，交
流体験，食育等を推進する。〈再掲〉

■令和３年度取組
　牟岐少年自然の家の主催事業・共催事業において自然体験，交流体験
活動を１９事業実施した。さらに，宍喰小学校４年生を対象に，オンラ
イン（２回）も含め全５回の出前授業を実施した。
■成果
　例年どおりの地域住民等を集めた取組は十分実施できなかったが，オ
ンラインを活用した小学生対象の出前授業を実施するなど，新たな交流
の手法で地域の自然や文化活動の魅力を発信することができた。
■新型コロナの影響
　令和３年度はゴールデンウィーク期間中を休所とした。また，全２５
事業のうち５事業を中止し，実施予定であった事業が延期・中止となっ
た。

【施策④】
　急激に人口減少が進む中，小規模化する学校をコストをかけず
に存続させ，かつ教育の質を保障するという「小中一貫教育（徳
島モデル）」を県内に普及するため，県南部においてＩＣＴを活
用した合同授業等に取り組む。

■令和３年度取組
　令和３年度とくしま行動計画及び徳島県教育振興計画における小中一
貫教育実践地域の目標値であるパッケージスクール４地域，チェーンス
クール８地域については，達成した。また，県南部の阿南市立椿町中学
校区においては，３校（椿小学校，椿泊小学校，椿町中学校）をつない
だテレビ会議システムを活用し，合同防災学習やさまざまな交流活動を
行い連携を図った。
■成果
　６年前からテレビ会議システムを活用して交流活動を定期的に行うな
ど，継続的なシステム活用により，学習の成果も上がっている。

【施策②】
　県立総合大学校の主催講座等をオンデマンド配信するなど，県
民の生涯学習に関する利便性の向上や学習機会の充実を図る。

（ア）

（ア）

（イ）

（ウ）
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評価 担　　当 DX ＧＸ

A 教育委員会

A 教育委員会

A 教育委員会

【施策⑧】
　高大連携や地域・民間連携の拠点となる高校・大学・地元企業
が一体化した阿南光高校新野キャンパスを創設し，徳島大学との
高大接続教育や産業界と連携した研究開発に取り組むことによ
り，地方創生の原動力となる人材を育成します。〈再掲〉

■令和３年度取組
１　イシマササユリ保護活動（６月・１１月実施）
２　植物工場での水耕栽培の共同研究
３　徳島大学との高大接続講義
４　徳島大学及び地域の企業と連携した「あらたのマルシェ」の開催
　
■成果
以上の取組により，地方創生の原動力となる人材育成が図られた。

主要施策・主要事業 令和3（'21）年度実施状況及び成果

■令和３年度取組
　徳島森林管理署，南部総合県民局及び那賀町との連携・協力のもと，
「労働安全特別教育（チェーンソー）や刈り払い機等」の資格講習の受
講，スイングヤーダ・プロセッサ・フォワーダなどの高性能大型林業機
械の操作体験実習を実施するなど，林業教育の充実を図った。また，測
量分野における産業用ドローン活用方法についても学んだ。
地元木材加工会社と連携して，レーザー加工機等の設備を有効活用し，
木工製品の商品開発に取り組んだ。
■成果
　四年制大学への進学や公務員，地域の林業関連産業への就職など，林
業に関する様々な知識や技術を身に付けた人材を育成している。

【施策⑥】
　外国人との交流や体験活動の機会を提供する際に，県南施設や
観光資源などを有効活用し，小・中・高校生を対象にした英語に
よるキャンプ等を実施し，グローバル人材育成の取組みを行う。

■令和３年度取組
   新型コロナウイルス感染拡大防止のため，当初の予定を変更し，小・
中・高校生それぞれを対象とした英語キャンプ全てをオンラインで実施
した。
■成果
　同世代の生徒同士や外国人とのコミュニケーションが活発になり，短
期間ではあったが，新しいことに積極的に挑戦しようとする意欲が見ら
れるなど，グローバル人材の育成が促進された。

【施策⑦】
　豊かな森林資源の未来を創造し，次代の循環型成長産業を担う
人材を育成するため，県立那賀高校「森林クリエイト科」におい
て，林業教育を基盤とした新たなキャリアパスシステムを構築
し，推進する。〈再掲〉

（ウ）

（エ）

（エ）
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美波町

海陽町

●豊かな自然と地域資源（ストック）を活かして，教育機関と連
携し，「山村留学」による小中学生の受け入れを実施する。

●地域，大学及び行政の連携の下，地域をキャンパスに大学が授
業を実施し，若者の発想や視点を活かした新たな地域活性化のた
めの取組みを図る。

■令和３年度取組
　「山村留学」事業は実施していない。
■成果
　コロナ禍であるが，公募型でアイデアを募集し，令和３年１２月に四
国大学生活科学部と大学連携事業として，鞆浦地区に「苔アート」を制
作して，話題作りを行った。

●大学との共同研究により，建築に携わる学生の人材育成を兼ね
て空き家の利活用を進める。

●大学生，高校生，中学生が主体となり，多様な学びの場づくり
に取り組み，地域住民や外部支援者等との交流を通じて町を担う
人材を創出する。

市町名

牟岐町

●門前町の再生，道の駅の魅力向上や新商品開発，南海トラフ地
震・津波対策や事前復興まちづくり計画，点在集落の持続と活性
化など，多様な分野において，それぞれ専門性を有する大学や研
究者，学生等との連携を深める。

■令和３年度取組
　門前町のほか，まち中再生における神奈川大学との連携では，設計士
が美波町に駐在し活動をおこなった。
■成果
　新型コロナの影響により，学生の来町は困難であったがＳＯを開設し
ている大学関係者（設計士）による新たな空き家の活用に向けた設計な
ど連携を図れた。

■令和３年度取組
　本年もコロナウイルス感染拡大の影響から健康状態良好な県内大学生
による対面方式，その他県外大学生についてはリモートでの対応により
多様な学びの場の提供に努めた。
■成果
　このコロナ禍で可能な限り実施し成果は継続している。

市・町関連施策 令和3（'21）年度実施状況及び成果
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